




は じめ に

横浜市が港北ニュータウ./構想を発表して十有余年が経過した｡東京 ･横浜都心への近

接性と恵まれた自然環境を有したこの区域は,首都圏域に残された天鷲栽 (velvet)の土

地とも称される食重な資産であり,乱開発に歯止めをかけるとともに,周辺区域との調和

に配慮した計画的な住宅地開発を企画した構想であった｡

爾来,今日に至るまで,対策協の設立,公田による土地区画整理事業施行の決定,同事

業の認可,特別な用地の申出調査,62年スケジュールの地元発表など,多くの節目を経

つつ,今また新たな事業の展開に向けて幾多の波を迎えようとしている｡多摩ニュータウ

I/,筑波研究学園都市の開発にも見られるように,大規模地区の開発には多額の資金と長

期の年月･労力が投下されるが,港北地区の開発は,約2,500戸の既存家屋,6,000余名

の地権者を包含した土地区画整理非業という点に事巣実施上の大きな特色があるといえる｡

本吉は,これ迄の歴史を顧み,計画上の考え方,事英の変遷を中心に幅広く資料を集約

し港北地区の系譜を概説したものであり,関係諸氏のより良き理解の粒となることを意図

した次第である｡

昭和 56年 10月

住宅 ･都市整備公団 港北開発局

作業検閲 (樵)EX都市 研 究所
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港北ニi-タウンの広域的位置

ニュータウン周辺の主要交通体系

都市づくりのための6大事業計画図

地区区分図

坊浜市港北ニュータウン事業推進連絡協議会の組織

地形コンター及び水系図

開発目標の樹と制約条件の樹

開発目標達成のための7つのソステム ･･

昭和42年度土地利用構想

昭和43年度土地利用構想

バイロγ トプランレポートによるオルクナティヴス
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図2-7 土地利用構成比

図2-8 人口構成比

図2-9 都市構成モデル国

図2-10 土地利用計画図

図2-11 交通体系図

図2-12 住区モデル図

図2-13 交通ソステムと開発目標

図2-14 線道断面図

図 2-15 オープンスペース体系図

図2116 オープンスペースシステムと開発El標

図2-17 センター地区位置図

図 2-18 センターシステムと開発目標

図2-19 施設配置モデル囲

図2-20 開発目標

図2-21 供給処理体系図
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図2-22 街づくり協定の地区区分図

図3-1 公EZ]施行地区における用途地域指定国(秦)

図3-2 港北地区及び周辺の都市計画図の変遷 .･･

図3-3 当初認可図面

図5-1 家屋分布図

図5-2 建築物等の移転等手続フロー(基本型)

図6-1 接分区と接分率

図6-2 特別な用地位置図

図6-3 仮換地指定状況囲

図614 許可申請手続の耽れ

図7-1 一般部分の造成方針

図7-2 グリーソマトリックス部分の造成方針

図7-3 造成計画水系図

図714 切盛計画図

図7-5 一次造成フロー

図7-6 二次造成フロー

図7-7 先行造成地と仮検査のフロー

図7-8 先行造成位位図

図7-9 造成進捗状況国

図8-1 交通の トータルソステム図

図8-2 交通韮推計7.,-

図8-3 ニュークウソ区域外-の トリyプ

図814 将来自動車OD解析による自動車交通丑推言1フロー

図8-5 港北ニュ-タウン発生自動車交通量の目的地割合 ･.

図816 計画鉄道網図

図8-7 鉄道構造形式

図8-8 鉄道数の土地利用区分模式図

図8-9 鉄道標準断面図

図8-10 /:スセクター囲

図8-11 ニュータウL/内の/:スルート想定図

図8-12 住区と,(ス停

図8-13 道路の段階構成システム



図8-14 都市計画決定済幹線道路網図

図8-15 主要道路断面図

図8-16 オレ./)系とグI)-ソ系の段階構成

図8-17 歩行者専用道路9m幅の断面例

図8-18 緑道とオープンスペース

図8-19 断面図(A-A′)

図8-20 任宅地内の振道

図8-21 通常の造成による断面

図8122 線道の拡幅(A-A′)

図8123 折れまがり

図8-24 すみちがい

図8-25 幹線歩行者専用道路の空間構成

図8-26 神社をビ1-ポイントとする歩行者専用道路

図8-27 近接セソクー内の広場例

図8-28 独立住宅地内の広場例

図8129 緩衝空間としての広場

図8-30 タウ./セソクー広場

図8-31 ,;スペイ析断面

図8-32 バスベイと歩行者専用道路 (幅 30m)との接続

図8-33 ポソ不ル7･モデル(帽90mの場合)

図8-34 ボンネルフ実施部分

図8-35 ･i-:ソネル7実施部分断面

図8-36 ボン不ルフ実施部分パース

図8-37 立体交差位置図

図8-38 B112橋の位定

図8-39 B-12橋周辺状況図

図8-40 B-12橋設計Egl

図8-41 ら-12橋バース

図8-42 空間と行為の相関

図8143 グリーンマ トリ･/クスバク- ソ図(歩行空間の全体ネットワーク及び

録道部分の標準断面 )

図8-44 公園意地配置図

図8145 絵合公園整備のための7番菜

図8-46 整備構想のコンセプトと空間イノー}

図8-47 絵合公園整備のための7事業概念図
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図8-48 せせらぎ公園

図8-49 せせらぎを含む緑道の断面

図8-50 せせらぎ模式図

図8-51 港北ニュークウ./関連河川

図8-52早調川,大熊川の河川改修標準断面図

図8-53 下水道計画主要排水系統図 (汚水 )

図8-54 下水道計画王事排水系統図(雨水 )

図8-55 水源系統回

図8-56 上水道計画配水系統図

図8-57 倍掃工場位置図

図8-58 道路等埋設物道路幅員別占用位置図

図8-59 ガス供給施設計画図

図8-60 電気供給施設計画図

図8161 7E話供給施設計画図

図8162 教育施設の配位計画図

図8-63 小学校区園

図8-64 中学校区とその人ロ

図8-65 荏田吊■石校配位図

図8-66 人口定諮予8lEJのフロー

図8-67 ｢港北ニュータウン基本計画原集(S43年)｣によるセンター

図8-68 ｢′{イロットプラソレポート｣によるセソクー計画

図8-69 センター地区配置図

図8-70 センター施設常要予測の推計フp- -

図8171港北七ソクー地区の南勢回と消費比率分布

図8-72 七./クー用地申し出調査及びグルーブ討議の凍れ ･.･

図8-73 ｢港北ニュータウン中心地区基本設計 ｣(公団案)によるタウン七./クー

基本設計の目標

図8-74 ｢港北ニュータウソ中心地区基本設計 ｣(公団案 )による

図8-75 ｢港北ニ>-タウ./中心地区基本設計,市 ･公田修正案｣による

タウンセンターの全体構成

図8176 ｢港北ニュータウソ中心地区基本設計,市 ･公田修正案｣による

タウンセンターの空間構成イメージ ･･



図8J77 ｢港北ニュ-タウン中心地区基本設計,市 ･公団修正菓｣による

タウソ七./クー総合計画図

図8-78 タウンセソクー地区計画図(ゾーン区分,用地区分 )

図8-79 人事分離のバターン図

図8-80 センター地区と周辺地区の環境調和

図8-81 スト1)-ト空間と建築構成

図8-82 駅前センター計画図(ゾーン区分,用地区分 )

図8-83 近隣センター計画図(./-./区分,用地区分 )

図8184 荏田近隣センター整備計画案

図8-85 センター地区整備時期と周辺地区の入居時期

図8-86 セソクー開発のプログラムチャート(秦 )

図8-87 公益的施設配置図
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図9-3 16プpック計画案

図9-4 17ブpyク計画秦
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図9-6 独立住宅地における基本バターソ

図9-7 宅地排水桝標準図

図9-8 出入口標準図

図9-9 7バート･マンション等用地位置図

図9110 立体宅地の概念図

図9-11 立体宅地のタイプ分け

図9-12 立体宅地の具備すべき条件

図9-13 モチ/L,プロジェクト位置図

図9-14 モデルプロジェクト配位概念図

図9-15 モデルプロジェクト配置図

図9-16 モデルプロン ェクト断面図

回補-1 供用開始スケジュール図

図補-2 57年供用開始エリ7位位図

図禰 -3 57年供用開始エリア将来予想図
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1.開 発 の 過 程

1- 1 開発の 目的

1-2 事業の経緯

1-3 開発の しくみ
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(症) 析浜市6大事業の概要 (101)
図1-3 都市づくりのための6大事業計画図

1. 開発 の過程 既 野

事 業 名

い 1-広域大都市圏のひとつの中核都市として,横浜の都心部を艶化するため,業務 .商業機能を

強化するとともに,全国的中枢機能をもつ轄蒋機能を整備するoまたあわせて,国際的文化 .

情報の交流の中心地域とするO

2-山手 .元町 .山下公園をはじめとするエキ/チ7クな都市環境を今後の都心部強化のなかで

調和させ,ユニークなミナトヨコ-マの都心部を形成するC

3-都心の骨格を形成する交通施設として,高速鉄道,砧速道路等中核都市にふさわしい広域的

な交通機朗のネットワークを整備するo

4.港を中心とした魅力ある都心形成のため,大通り公開等を建設し,これと既存の公園.緑地

の整備を組み合わせて,臥し部に縁のネ,'トワ-クをつくる.

5.都心部に混在している工場等を移転させ,跡地を有効に利用することによって,良好な都市

環境をつくるOまた,接収地の解除を促進するとともに,解除地の再開発を行ない.公開.揺

地等が十分に確保された新しい市街地を形成するo

2) 1-都心部に散在する立地不適当な工場等の移転用地として金沢地先の海面の埋立て,近代的か

金沢地先埋立卒業 つ無公舎の工場田地を建設するとともに,移転跡地を瓢山部再開発のため有効に利用するo

2- 良好な住環境を右する住宅地と公共施設用地を確保し,主として,移転する工場等の従業且

の職住近接をはかるo

3- 自然を生かした海の公園等のレクリエ-シ,ソ地区を確保し,市民の憩の場とする.

3) 1-急激な都市化による乱開発を防止し,総合的な都市づくりを行なうo

2. ニト タウン地域内に,計画的に13業専用地区を設定し,都市出発を確立することにより,

建 設 事 業 都市と怨菜の調和をはかるo

3.本事業は,当初から市民別 口による計画をすすめてきたが,今後ともSi極的にこの方式によ

る都市づくりを推進する○

4) 1-既存供道から離れている周辺区の人口急増地域を坊浜の都心部に直結し,市民生活の利便を

はかるo

2. また,パス等の公衆輪送擬関もあわせて整併し,串利用者を鉄道-振り替え交通渋滞等の軽

減をはかる○

5) 1-地下鉄とともに都市の骨格を形成する高速道路を建設し,34滴 および国土幹線 (東名高速道

砧 速 道 路 網 路 )と連絡させて横浜都心部の5Iミ京圏における地位を強化するo

2-都市内の自動車交通から貨物を中心とした業務交通 .通過交通を分赦し,その円滑化をはか

るOまた,増大する交通正を吸収することにより,交通災啓 .交通公害を軽減するo

6)横 浜 港 1-臨海部の工業地常とふ頭から発生する交通需要に対処するため,港湾と道路の有機的結合に

より,市内最大の交通難所である桜木町～芯色町～横浜駅間の通過交通を処理して,都心部の

交通混雑の緩和に寄与する.

2.東泉 千葉,神奈川の由海部を結ぶ東京湾環状道路の一環として整備するo







ド
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(202) ｢港北ニュークウ'/交通計画を主体とした′くイロットプラ./の検討｣ (S44年)

(203) ｢港北ニュータウン街づくり協定案｣ (S52年 )

叩■



2-1 計 画区域 の現況

(l) 港北地区の歴史

港北地区は古く洪前世の時代の住居跡が認められているように,古い歴史を有している｡近年におい

ては.供浜市の他地域が急速な市街化が進展している中で,この地域は道臥 鉄道等の交通施設に恵ま

れなかったため,比較的まとまった規模で自然の状態が保たれてきたO

表 2-1 着北地区 の歴史 (201)

主 な 事 項

o先住民の居住のあとが認められ,日吉本PT,東方町,折本町で石器が発見されている｡

0今から5,000年ほど前の海岸線は.小机.大棚付近と考えられ.屯見川は入江状に投入

していた｡

台地上には早くから躯蕗が集中分布し,多くの貝塚が存在した｡

o縄文中期以降は鶴見川入江は縮小し,後期にはほぼ現状に近いところまで海岸線は後退

したOこのため,狩猟を中心とする生宿が営まれ,山間部において多くの住居あとがみ

られる｡

○この頃から主として鶴見川流域の低地部分で稲作が開始され,周辺台地には多数の竪穴

住居あとがあり.特に日吉付近は広大な農耕地をもった大JJ!港が存在した｡

05世紀頃,低見川と多摩川にはさまれた豊かな沖硫平野を背斜こ蛮族が生まれ,日吉付

近にはその古墳群が見出される｡また,6-7世寺引こおける古墳群が港北地区に数多く

認められる｡

07-8世掛 こ入っても地区及び周辺において竪穴住居あとがいくつか発見されている｡

o平安期に入ると,産物の貢納のため都への往来が盛んとなり,fi納物のひとつであった

若駒の献進のため,石川牧.立野牧といった牧場地があった｡

○民衆は中土菜を中心に谷毎に共同体をつくって住み,要所に寺社ができ,源氏武士が配

された｡又.鎌倉街道が通り,その周辺が繁栄した.

o武乱 相模の境界地として軍事上の襲所となり,小机城が城塞となったため,従来早測

川流域の台地上にあった区域の中心地が小机妹を中心とする交通の要地に変化した｡

o村数73,戸数4.ZOO戸,人口26,000人で.良家がL 特に勝田付近は豊かな農村地帯

であった｡

2･ 計画の概要 F卜.m

主 な 事 項

明 治
(1868年～)

昭 和

35年

38年

39年

40年

41年

43年

○東海道神奈川宿が栄え,その他の街道は脇街道となったが,伊勢原,厚木,長津m,

荏臥 二子,沸ロは宿場的様相がみられた｡

01859年に横浜港が開港となり,中心部の都市づくりがはじまるが,この区域は 依然と

して農村地帯が形成されていた｡特に都筑都の鼓業生産性は高く,著しい発展を遂げて

いたOまた副菜として丑蚕業,製茶兼が増加していた｡

〇枚後,とりわけ昭和 35年以後,横浜市の人口は急増し,東京からの流入人口がきわめ

て多い,とくに港北区はこれに強い彫轡をうけて,その変化はいちじるしいo

o過去5年間の人口増加率,33%

○横浜線鴨居駅開設

○東海道新幹線閑適,新横浜駅開設

o過去5年間の人口増加率,60%

○こどもの国開園

0第 3京浜道路閑適

o宅造許可件数 100件,面前 184山 全市のうち最高

○田園都市線閑適と周辺開発すすむ

○市営住宅勝田団地建設 (41-43年 )

○台風4号により浸水,ガケ崩れの被審

0人ロ, 30万人をこえる(60年度推定80万人をこえる)

○東名高速道路開通

○横浜線複線化完了 (小机まで)

o港北区から線区が分区



(2)現況の概要

1)地 勢

多摩丘陵から下末吉台地につながる標高10m～80mの小高い丘陵地で枯成され,東西方向にいくつ

かの谷が横切っている.地域のほぼ中央部に早捌川が,南部に大賂川,江川が流れ,いずれも鶴見川に

注いでいる｡

地fiは,三滴層群下末書層の上に下末吉p-ム,武蔵野ローム.立川p-ムが埋っている.

2)土地利用

公団施行地区における現況土地利用構成比は概ね下表の通 りであり,雑木林や竹林を主とした山林と

田畑が約 90%を占め集落は主に谷戸部分に堆中している｡

表2-2 公田施行地区における現況土地利用構成比

区 分 第一地区 第二地区

山林 .原野 34%429726 42%畑水 田宅 地そ の 他公 共 用 地 407326

3)既存家屋,地権者,筆数

公団施行地区内には約 3,600棟の家屋等が分布しており,権利者数,筆数はそれぞれ6,792名,21.259

筆であるOこれらを第-地区,第二地区ごとにまとめると次の通りとなる.

表2-3 公EZ]施行地区における既存家邑 地権者,筆数 (昭和55年度現在)

節-地 区 第二地 区 汁

既 存 家 産 1.788P 755戸 2,543戸

権 利 者 数 3,442名 3,350名 6.792名
(うち借地権者 ) (20名) (16名) (36名)

筆 数 9,978撃 ll,281筆 21,259撃

l｣

2. 計画の概要 馳

図2-1 地形コンター及び水系図

(第一地区)





図2-2 開発目標の樹と制約条件の樹開発目標の樹･長期間開発

･住宅の供給方式の多様性と建築形式の多彩性

･情報伝達装置の幹線不ットワークをくみ入れる.

･行政区の単一性

また,昭和 44年から45年にかけて行われた基本計画策定の指針づくりとしての｢KOH NEW

TOWN PILOT PLAN REPORT 1969-1970･港北ニュータウン交通計画を主体としたパ

イ1,ットプランの検討 ｣(El本住宅公団)では,港北ニュータウンの開発目標が図212のように提案

され,一方では実現化に対する制約条件が整理され,この制約条件のフィルターを通して,開発目標達

成のための7つの手法 (システム)が提案されている｡

孤 2. 計画の概要 ㌫ニ弓匹

制約条件の樹





図2-5 昭和43年度土地利用構想 図2-6 パイロットプランレポー トによるオルタナティヴス

図2-6-1 PPNo.1

2. 計画の概要 E.=闇

図2-6-2 PPNo.2









(2) 等本計画の概要

1) 詩南諸元

表 2-4 土地利用計画 (公田施行地区 )

ALI El 帯 1 地 区 第 2 旭 は l ,7r

面子ホlha)純良比to.l両川(hal れ境比(,●I21.79.3 d綿lh▲) M或Lt1..)

豊' 芸 脱 ,u 地絡Fil f'(川 . Jk 沌 115.946.60.5 21_18_50_1 166.871.1 282.7117_70_5 21.58.90.043D_4他 計 163.0

'i=也 ttで川椎 分 は '宅地 朋地E Tly 旭 65_037_&209_2 lL96.938.2 92.84).9297_1 12_l lS7.85.4 79.738,7 506_3 】2_06_I38.4

Jf- 3】2.0 56rg 431_8 56.2 I 743.8 56.5

▲設榊也 叔 ft施 設 榊地 51.72).6 9.4 57_43_9 41_5 7_5 109ー15.4 63_1 8r34.8汁 73.3 13ー4 l3rl

表 2-5 人口計画 (公団施行地区 )

那 1 地 区 那 2 地 【*. l 汁

I.-枚 人目 lllrt 人ll llll'( 人Ll

比 Il- 也 10.000'1.460lュoll.290 38.000人6,10050047.400 14.280'1.600130】5.830 54.Soot6.70050066.500 24.280'3,06026027.120 92.300 人Z2.800】､0001】3,900

表 2-6 施設計画 (公田施行地区 )

SOD.000̂ -

rtlfBt止 幼 維 ti)ー f: ほ

L大 輔 Btl

hEhtbt.2 Ⅰゞ 巾 lヽ

iid欠施 .2文 化 施 設 地IL/tンタ-地IL/tンタ-

図2-7 土地利用構成比

分謙宅地用地 河川 ･水路

図 2- 9 都市構成モデル図

2. 計画の概要 - ■

2)計画のシステム

■ 交通システム

o広域交通 システム

便利で安全なサ-ビスが提供できるように.公共の交通機関を重視した交通計画が立

てられている｡

その中心となる鉄道計画では.蹟浜市営地下鉄 3号線 (横浜～新横浜一二1-タウソ

ー田園都市線 ),同4号線 (私見～綱島～ニ1-タウン).都営地下鉄 6号線の延伸(東

京都心～ニ1-タウソ)の 3路線が予定されている｡

ニュータウンと周jZZを結ぶ道路としては,東西に 3本.南北に 5本の都市計画道路が

計画されてお り,各々第 3京浜道路,国道 246号線などの既設幹線道路と掛 fれる｡

表2-7 都市計画道路表

種 別 図面番号 名 称 幅員 (m) 都市計画決定

幹線鏑路 ① 新 横 浜 .元 石 川 線 (3_2.3)( 25.32 48.2.9

@⑨ 中 山 .北 山 田 線 3.3.22)宮 内 . 新 梼 浜 線 (3.3.24) 18.22.2822.40 〟47_3.10

④ 日 吉 . 元 石 川 線 (3.3.25) 22 48.2.9〟@ 騎 浜 .上 麻 生 線 (3.3.32) 22.32

㊨ 丸子 .中山 .茅ヶ崎線 (3_4.19) 18 52.8.1948.2.15① 大 構 . 東 山 田 線 (3.4.29) 20

㊨ 佐 江 戸 .北 山 田 線 (3.4.31) 20.28 52.8.19

⑨ 新 羽 . 荏 田 線 (3.4_36) 18 55_12.25〟⑲ 牛 久 保 . 中 川 線 (3-4.37) 18

特殊街路 @ 港北ニュータウン 9号線 (8.5_4) 1212 55.12_25〟〟〟〟〟〟〟.〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟

(歩行者専 ⑧ 〝 〝 13号線 (8_5.5)

用道路 ) ㊨ 〝 〝 1号線 (8_6.4) 9

㊨ 支線 1号線〝 〟 2号線 (8.6.5) 39

支線 1号線 9

支線 2号線 6

㊨㊨ 〝 〝 3号披 く8.6_6)〝 〝 4号線 (8.6.7) 99

㊨ 〝 〟 5号線 (8_6_8)線 1号線 9ll

⑳ 支支線 2号線 6〝 〝 6号線 (8_6.9) 9

a)(a㊨ 〝 〝 7号線 (8_6_10) 9999

支線 1号扱

〟 〝 8号線 (8_6.ll)〝 〝 10号線 (8.6_12)

支線 1号線〝 〝 (8 ) 9

L
;

･∵

.
･
･
･
■

し __



: - : --･:
-)
㌧ し′

/ ,三､ ぎょ .r; 流 血
も L/･小 U,
,/)/

.′ぺ ご --?＼;--君
､一 一 一 ＼ ー -/ ~後

一r や と/A

∴＼ゝ＼ユ

ーヽ -' _
)/J -

′
〟
〟
〟
〟
〃

1
_)A
/
｢

/

＼

-
て ＼ l'

･＼ ＼ J
÷＼､.Ll
/メ-GI_

/-､ ./(､一 一一ノ

了

･1

･P

.

r
Iフ

図2-10 土地利用計画図
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○地区内交通システム

地区内の交通は,通過交通を受け持つ幹線道路と,住区内のサービスを目的とした区画道路と,

歩行者専用道路を設けて処理するよう計画している｡そして,各々の機能が効率的に果せるように

適切な段階構成を形成するよう配tEしている｡また,自家用車を利用しなくても便利で安全に駅に

行けるよう,駅の徒歩圏については歩行者専用道路を,徒歩圏外については,各住区に対してきめ

細かいバスサ-ビス網が設定できる道路を計画している｡

区画道路は通過交通が入り込まない道路パターンとし,また,幹線道路を堀割式にするなど,住

区内の環境を保全し,交通公害を最小限にする計画が立てられているO

歩行者専用道路は,通勤,通学,買物,レクリエーシ.ンなどのEl常生活行動につながりのある

施設,すなわち,小,中学校,公乱 センター,バス停,鉄道駅等と住宅地を,きめ細かく結び.

自動車交通から分離された安全で快適な歩行者の空間を確保している｡

図 2-12 住 区 モ デ ル 図

図2-11 交 通 体 系 図
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■ オープンスペースシステム

○グリーンマ トリックスソステム

港北ニュータウンでは,都市の中のさまざまな空間とレクリェーシ,./行為とを対応させて,醍

られた空間の中で東大阪 L,クリエーン,./活動ができるようなしくみを計画に取 り入れているO具

体的には,公園を始め,広場 ･雑合運動場 ･校庭 ･堆合住宅地内の緑地などのオーブソスペース,

文化財保存地 ･神社 ･仏閣 ･屋敷林 ･樹林地など,現存する食重な緑の資源を,歩行者専用道路及

び録道で結びつけなが ら体系化 (グリーソマ トリックスシステム)している｡

これによって,オープンスペースの効果的活用を図るとともに,都市防災対策にも十分役立つよ

う配慮している(なお,公園 ･緑地の都市計画決定は第 8葦8-2参照 )0

表 2-8 オープンスペースの面積

o開発目標と交通システムの関連

交通./ステムを港北ニュータウ./計画の開発 目標 とのつなが りを示す と下図の通 りとなるO

図2-13 交通システムと開発目標

(202)

公団施行地区 .公団施行地区外 計

箇所数 面郁(山) 箇所数 面前(La) 箇所数 面前(Lu)

総 合 公 園 1 18_1 1 18.1

地 区 公 園 4 25.5 4 25.5

近 隣 公 園 15 33.8 1 1.0~､ 16 34.8

児 童 公 園 65 ll_6 16 1_6 81 13.2

疑 道 28_0 28.0

都 市 緑 地 2 0.8 2 0_8

小 計 87 117.岳 17 2.6 104 120.4

毅合運動場 13 25.2 13 25.2

○公 園

｢緑の環境 を最大限に保存するまちづ くり｣の一環として,公園面前の約半分は,現況の地形や

植生を活かした設計をしている｡ニュータウン全域および周辺地域を対象とした自然公園的性格の

｢総合公園 ｣,自然地形,植生 を取 り入れた ｢地区公園 ｣･｢近隣公園 ｣,子供の遊び場としての

｢児童公園 ｣が,各々の利用圏に応 じて配位されている｡

ド

｣



o隷 道

緑道は,グリーンマトリックスの骨格となるもので,各種のオープンスペースを有畿的に結んで

みどりのネットワークを作り出すことをEI的としている｡緑道の幅は 10mから40mあり.さら

に神社 ･仏閣,集合住宅地などに附属する斜面線地の部分も入れると,操の幅が100m以上になる

ところもあり,絵延長は約 145kmにも及ぶ｡なお.緑道には｢せせらぎ｣が計画されており,｢緑｣

と｢水｣が一体化した豊かなみどりの空間となるよう工夫されている｡

図2-14 掃道断面 図

宅 地 区轟所持 挫 惣 せせ らぎ 水 落

○良薬専用地区

公EZ]施行地区に接して計画されている投薬専用地区は,生産緑地として都市良薬の確立を図ろう

とする地区である｡この地区は,都市の中に景観的なゆとりを与え,あるいは災害時の避難場所と

しての機能をもたせるよう歩行者専用道路などで結び,公団施行地区と一体化するよう計画されて

いる｡

図2-15 オープンスペース体系図
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■ 七 ソク ーシステム

ニュータウンには,公田施行地区のほぼ中央に第 1･第2地区にまたがって2つの鉄道駅を中心

に配置されているタウンセンター,4つの鉄道駅を中心とした駅前センター,さらにタウンセンタ

ー･駅前センターの徒歩圏からはずれた地区に近隣センター6カ所が計画されている.特に,タウ

ンセソタ-は,ニュータウソのみならず,より広い地域を対象とし,将来は横浜市北部の中心地と

しての機能をもち,高い水準のサービスが現供できるよう計画されているC

図2-17 センター地区位置図

図2-16 オープンスペースシステムと開発目標

ダリ【Iリ Aitること.

衝/1配山 行名指 ステム化

に設けること

Lt+tf*
施設を配する○

える-G凍

I)

留為さを碓促するO (cx ガ,:T-)を するので.こ1Lと誓 言≡,tl;.蒜左 票 と芸,"芸忘ニ 7ツ>,､スとの漣も全快の棚 をす をあるr紬 掛 こも けいをとった./ス

小

r-クでもうぷ○
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関連河川は,耗見JlL･早軌 ‖･大馴 Lで,二一一タウン事業に並行して改修される｡(改修前は,

防災ダム(暫定遊水池 )を設置して造成工事を進めているC )

ごみ処理は･地区内に設置されるごみ焼却場で処理される｡

2-4 街 づ くり協定

(1)荷づくり協定の意義

土地区画盤埋地区の民有地部分は･ともすれば用途の混在,敷地の細分化 ビルトアップの遅延,寂

の少ない街などといった好ましくない街が形成される恐れがあり,計画的な術づくりが果たされにくい｡

これは･都市計画法,建築基弊法などの現制度だけでは適用範EBがおおまかで,それぞれの地区の条件

に応じた計画的できめ細かな街づくりを行なうには十分対応できないためである｡

削 ヒニユークウソの公団施行地区には,民有地が約523山 (施行地区全体の約 40%)あり,センタ

ー地区についても多くの民有地を抱えている.このため.港北ニュ-タウ-/を望ましい魅力ある軌こし

ていくためには･これら民有地部分に対する適切な誘乱 コントp-ル方策が誰じられることが不可欠

となる｡

港北ニ-1タウンでは･その基本理念の大きな柱である叩 民参加のまちづくり』を実現するために,

当初から地元の組織づくり(港北ニユータウ･/事業推進連絡協議会)や｢特別な用地｣の申し出調査に

よる換地手法(第6章｢換地｣を参照)などが進められている｡この一項として,計画的な望ましい街

づくりを住民参加のもとに群棲的に推進するため･建築基準法の建築協定を中心とする｢街づくり協定｣

の秦作成が進められている｡

(2) 街づくり協定 (寡)の概要

1)地区区分

街づくり協定妾は･推進協(生活対策委艮会建築協定研究班)の手で作成され,申し出調査による

｢特別な用地｣と連動させそれぞれの地区の特色を生かすため･｢タウンセンター地区｣,｢駅前セン

ター地区｣･｢近隣セソクー地区一･｢工場 .倉庫等地区｣･｢共同住宅地区｣,←一般住宅地区｣の
6区分で考えられている｡

2)地区別の協定項目

現在考えられている協定項目を地区ごとにまとめると.次の通りである｡

図2-22 荷づくり協定の地区区分図

2･ 計画の概要 -

m EIBセ/,一地区

監;ヨ ェ均 金庫等地区

L二 ]一般焦宅地区

7rノートマ//Z'ノ等Jth区



表2-9 荷 づ く り協 定 (莱)の 項 目 (203)

2. 計画 の概要 :コ

項 目 近l集七ソタ-地区 工場 .倉庫等地区 共 同 住 宅 地 区 一 般 住 宅 地 区

建 築 物 の 敷 地 ○ (⊃ (⊃ ○ (⊃ ○

建築物の壁面後退 ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

(⊃

(⊃

私道の設位 ○

敷地の主出入El ○ ○

駐車免 荷さばき萌の敷地内設位 (⊃

敷地内の良化 ○ ○ ○

○

○

建 築 物 の 用 途 (⊃ ○ ○ 0 1 ○ ○

建 築 物 の 形 態 建築物の階数,花さ ○ ○ ○ ○ ○

琵群発諸 学る床輔 の搬 ○ ○ 8 ○ ○

建 築 物 の 構 造 耐火建築物 (⊃

建 築 意 匠 建築物の意匠(デザイソ),色彩等の統一 (⊃ (⊃ ○

雄 琴 広告物及び怒頓の大きさ,色彩等 ○ (⊃ ○ ○

禁 も(邑義:右逼‰ 三一ケ-ド等の ○ ○ (⊃

そ の 他 ○ ○ (⊃ ○(望巷DEC,鮎 発菅馳 苧

建築の時期 ○ ○

(⊃ ○ ○

街区の英唖構成 ○ ○ ○

環境の維持管理 ○ () ○

建築物の共同化 ○ ○

○

○

注)上記の協定額目のうちのいくつかは全ての敷地に適用されないで.敷地 (鏑区 )の立地条件に応じ着用される｡
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3-2 都市計画決定
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3-4 事業吉十画認可



参 考 資 料

(301) ｢横浜都市計画道路の変遷｣ (S56年)

1
1ー■■■■■■■■■■l■■1
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図3-1 公団施行地区における用途地域指定国 (寡)

3. 計画手続 -

3-1 計画手 続の主 要経緯

表3-1 計画手続の主要経 緯

年 月 日 主な計画手続事項

昭44. 4_ 4_5.14_45. 6.10 地区決定

都市計画決定

市街化区域決定

47. 9_2p7 基本方針決定

49, 8.27 事業計画認可(初回)

54. 4.12 事業計画認可(第-回変更)

55. 4.28 事業計画認可(第二回変更)

3-2 都市 計 画決定

(1)市街化区域,地域地区の指定

港北ニュータウ1/の公Efl施行地区については.昭和 45年 6月 10日付神奈川県告示490号及び昭和

52年3月20日付神奈川県告示第232号により市街化区域の指定を受け,また,昭和48年 12月25

EE付神奈川県告示第 1201号及び昭和 52年3月 30日付神奈川県告示第233号により第-唖住居専用

地域に指定されているo

なお,用途地域の指定については上記のように現在は公団施行地区全域第-種住居専用地域に指定さ

れているが,将来的には下図のように土地利用計画に応じた用途指定が行われる｡



l｢ ~-I

(2)港北ニュータウン及び周辺における都市計画の変遷

横浜市の本格的な都市計画は,大正 11年の(旧)都市計画法による都市計画区域の決定を始まりと

し,翌年の関東大賢災によって市域全体が大きな損書を受けたことから.草創期の都市計画は-B災復興

をねらいとして行われた｡

昭和 14年の第6次市域拡掛 こよって港北区が戸坂区とともに横浜市に編入され,港北地区も横浜市

となった｡当時の都市計画は都心部を中心として計画されており.港北地区をはじめとする市の舟外部

については都市計画上の位置付けが特になされていなかった｡

第二次世界大戦によって,横浜市は大きな被害を受け.戦災復興都市計画がたてられた｡ここでは市

中心部について土地区画整理事業を中心に復興を図り,広幅員の街路網が計画された｡

昭和 30年代に入ると.郊外部での市街化が進展し始めたため.これまでの市中心部を対象とする都

市計画から.郊外部も含めた市域全般にわたる都市計画がたてられるようになり,現在の港北ニA-タ

ウン関連都市計画道路横浜 ･上蘇生線(当時,西押葉JIL･寺家線 ),日吉 ･元石川線 (当時,六ツ油 ･

港町線 )が都市計画決定されたO

昭和 L14年の(釈)都市計画法の制定により,港北地区は市街化区域として住居地域に指定され,上記

の2号線の他に,新横浜 .元石川線 (当時同じ),中山･北山田線.丸子 ･中山･茅ヶ崎線がそれぞれ

都市計画道路として指定されたO

図3-2 着北地区及び周辺の都市計画図の変遷 (301)

昭和 18年

3. 計画手続 :コ
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31 計画手続 -

3-3 基 本方針の 内容

積浜北部新都市第-地区第二地区開発計画基本方針 昭和 47年 9 月 29日

神奈川県横浜市港北区の一部

線区の一部
着手年度 44年度

第-地区 5467加
地区両横 第二地区 7688

it I.3155

事業施行方式

土地区画整理事業

1. 開発計画の概要

(1)計 画 人 220,000人 人口密度 167人/Aa

(2) 住 宅 地 計 画

･住宅地を原則として幹線道路により13の中学を中心とする住区に分ける｡各住区は通過交通を

排除し,任区内施設は歩行者専用終により安全に結びつける｡

･歩行者専用絡網は車道と完全分離して住区及び主要施設を有倹約に結びつける｡

集 合 住 宅 地 土地の高度利用を図るためできるだけ張合住宅用地を多くする｡配位及び大きさ

は全体の人口,(ラ･/スを考慮するとともに現況樹木を偉力保存すべく.録道,公

園等をあわせて計画する｡街区の大きさは30-70Ldとする｡

公田宅地分裸地 独立住宅用地は約62加,2.400戸を計画するo

民 有 地 民有地は独立住宅用地を主体に計画し,その規模は平均210nF/戸 とする｡将

来マンシ｡ソ等の建設が予想されるので,人口計画の中では民有地の約 1割につ

いて塊一合住宅用地並みの人口密度を想定する0

(3) 交 通 計 画

鉄 道 徒歩圏域をなるべく広く,かつ.地区全域から均等なサービスができるようなル

ートを計酉する｡予定路線のルート,駅は次のとおり

打)市営地下鉄3号扱 地区内4駅

ルート 横浜中心部～港北N.T～田園都市線

(p)市営地下鉄4号線 地区内3駅 (うち共通駅 3駅 )

ルート 散見～綱島付近～港北N.T

H都営 6号延伸線 地区内3駅 (うち共通駅 2駅 )

ルート 東京都心～港北N.T

街 路 1 既決定の都市計画街路 (5路線 )のルートを尊重しつつ,方向性と段階構成

を明確にした道路配在とする0

2 交通丑の多い街路の交差点については将来立体交差の余地を残す.

3 タウソセンターに対するサービスがスムーズになるような道路配置とする｡

4 通過交通が住宅地を通らないような道路とする｡

5 歩車分錐の徹底を回る｡

6 原則として幅員187n以上の道路を,:スルートとする｡

(4)施 設 計 画

教育施設計 画 住区には,中学校 1校.小学校2校,集合運動場 1カ所.幼稚園2園を計画する｡

高専学掛 ま第-地区3校,第二地区 3校.計6校を計画する｡また.特殊学校を

1校計由している｡

放 生 1校当たり面 前 対 象人 口第- 群二

幼 稚 園小 学 校 ll126630 14ー■7731 0.2▲LZ1.21_92.03_61.2

中 手雄合運動場

前 校特殊学 校

センタ-計 画 タウソセンター1カ所.地区センタ-4カ所 (第一地区2カ軌 第二地区2カ所 )

近隣･t" クー6カ所 (第-地区2カ所,第二地区4カ所 )を計画する｡

1 クウソ七t/クー 早1矧川をはさんで両地区にまたがるクウ./センタ-は.横浜北部の広域的

センタ-とし.商業社会施設等を計画する｡

2 地 区 セ ソクー 各駅前に,40,000-50.000人を対象とした商業社会施設等を計画する.

3 近隣 セ ンター タウン七./クー,地区セ/メ-を補う位際に日用品を中心とした商業施設

等を計画する｡

その他の公益的施設計画

地区の住民のために公益的建物用地として行政施設 (国県市事務所 ).厚生施設

(病院,診療所,保育園等 ),住民サービス施設 (電報電話.消防管象 郵便等 )

等を確保し,中心的施設についてはタウ./センタ-内に計画する｡

(5) 公園.緑地計画

樹木等の自然を股大限に活かす設計とする｡

各住区と駅や中央公園等の施設を緑道によって体系的に結ぶ｡

文化財は捷力.公園内にとりこむ｡

中 央 公 園 全地区を対象に,タウンセンターの西側に,自然公園的性格をもたせて計画する｡

近 隣 公 園 誘敦殿位500mを標準として現況植生を保全しながら歳道歩行者専用路沿いに有

倹的に配置する｡
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児 童 公 園 誘致距離250mを標準として歩行者専用路沿いに有機的に配置する.

緑 道 幅 30mで自転串専用路,散策路,緑地帯を含み,周辺の樹木を活かしながら中

央公園,近隣公園等を結ぶ｡

慕-地区 第二地区 面前 / 1カ所

中央公園 0カ所 1カ所 19山

近隣 〝 9 9 2_0 - 5.OLD

児童 〝 27 37 0.12-0_5

(6) 宅地造成 計 画

造 成 方 針

1 現況流域はできるだけ尊重した造成とする｡

2 地区の地形や家産.樹木等を可能な限り尊重 した造成とする｡

3 切盛土は地区内で′ミラ-/スするような造成とする｡

4 土工丑は平均3m?/d 以下となるよう計由をたてる(第-地区 1,500万d.第二地区 2,000万

TTt,計 3,500万17()｡

(7) 供給処理施設計画

上 水 道 計 画 横浜市営上水道により二カ所の配水池 (第-地区新設,第二地区増設 )から地区

全体に給水する｡

下 水 道 計 画

雨 水 現況流域を尊重し,管尭及び一部閑異により下流の早乱川,大熊川.矢上川,江

川に放溌する｡

汚 水 地区内を管菓により地区外を元石川 ･新羽幹線.山田幹線,荏田幹線.中山幹線,
市ヶ尾幹線を経て菊名処理軌 恩田処理場にて処理の後鶴見川に放流する｡

ガス供給 計 画 東京ガスにより供給するo

電気供給 計 画 東京電力により供給する｡

(8) そ の 他

高 圧 線 計 画 地区内の黒乱 新羽.甲信幹掛 ま現ルートとする｡

港北幹線は都市計画街路新横浜元石)目線に移設することで.現在 関係書と協議

中である｡

文 化 財 公田地区内で279カ所確認されたが,そのうち 39 カ所が破壊されている｡現在

8カ所を公園内で保存する予定で,その外文化財密謀会から保存の要望がでてお

り,市で保存すべく検討中である｡

清掃工場 計 画 第二地区南側に地区内外にわたり予定されている｡

(9) # * *

合 算 減 歩 率 35%

公共減歩率 保留地減歩率 合井減歩率

辛-地区 22_5% 12.5% 35%

第二地区 25_6% 9_4% 35%

2 土地利用計画の概要

い

中 日 .T,- gf 二 全 体 ■ ●1▲ J ヽ ∫ ヽ

忠★局t 正 和公 Eg . 捉 地水 路小 二f I.08一一.000386.000 19ー87.I〇一4 L6Jl5.000612J】007.0002,261.000 2日l7_90129.4 760.228.631.Doe3.75tLOl)091

宅也 耶合旺宅 用 地篭 分 熊 毛 他選 伐 布 地J :+ 7一lD,000332.0002.L75.5003.247.500 )3ー56.I39.859.4 1.000.000269.1003.】2l.6004.410.700 )3.03.810.657.AI 1.710.000621.1005.297.1007,658200 13.24.7'LO358.2 岩El尖学監1- 5;:3言LS
J(8fHt設 用 地岩 脈 その他用地Jt ′J ;f 522.000203,500725.500 9.637l3_3 578,000･135.300i.0】3,300 755.7l3_2 I.100.000638.800).738.800 8.4一.813.2

浜地:f白市に上り公Eal血相地横は上記
上9凍少する史込である｡

2) ^ p 計 *

≠ ■ 7t - ■ 事 二 十 Lt 全 JB は
■竹山 戸 Zt 人 口 iiれ▲■ FIL L 人 口 ■■山 戸 れ 人 口

IL合LECt.分31-A書 JR7iJL 74D33_27ニー5522乙1 1し■001_300400IO.一oo 一320iSOlrS○13rSO loo28jltlII_)I318.1 lSJ○○).ltI05D○14.60○ 58.5001,600lj○○61.00 l74J}6三_ll173_885-■○_5 26JBOOl一〇〇9○○2S,00○ lD10 7001○ll30t】■○○ 杓65J′/戸 38人/ア杓2】6■′/P 一2人/ーヨ













港北地区の用地買収は.200坪以上の土地所有者から各々40%買収をB速に昭和 44年度より着手 4-2 霧 ケ丘地 区等 への特 別分譲

し,企業の所有地については横浜fF,一般民地については農協の協力を持て公団が交渉を担当した｡当

年度でEl標とする面倍の取得をほぼ完了している｡

4-1 用地取得実績

表4-1 用地取得面積年度別内訳

年 度 全 体(LpLE) 第-地区(山) 第二地区(如)

44 358_1 148_9 209_2

45 0.4∠ゝ0.1 0_2△0_1 0_2

46 0_1 0_l

47 ∠ゝ2.1 ∠ゝ2_1

48 0_0 0.0
∠ゝ0.5 ∠さ0.5

49

50

51

52 1,I∠ゝ0_2 0.2 0_9∠ゝ0.2

53 0.1 0.1

54 0.6 0.5 0.1

55 0.0 0.0

合計 360.4 149.8 210.6∠ゝ 2.9 ∠ゝ0_6 ∠ゝ2.3

4･ 用地取得 しコ

港北地区建築抑止者 (昭和 44年以降昭和 49年卒業認可時まで建築予定地を保有したまま,請,公

団の要諦により建築を手控えている地権者 )に穿ケ丘地区の一部を特BIJ分譲することで,港北地区の土

地をTi収しているO

特別分誹を希望する建築抑止老数は当初220名(昭 50)であったが,希望者に変更があり,42名

について首都圏宅地開発本部に特別分譲を依頼した｡ (昭 5LI 2)

o内 訳

茅ケ丘地区 33件

その他地区(港南台,洋光台,東生田) 9件

○その後の蓬枠

昭 54 8 東生田1.洋光台3,計 4名契約

昭 55 3 10名の特別分譲追加依顛

昭 55 3-4 32名契約

残数 42-4+ 10- 32- 16名





5.補 償

5-1 土地区画整理事業におけ る損出補償 ･･1 35

5-2 補償の種類

5-3 港北地区におけ る補償 - 36





5- 1 土地 区画整理 事業 におけ る損 失 補nE

(1)法に定める損失補dtの規定

土地区画整理法では次のように損失補肺を規定している｡

条項 事 項 内 容

第 73粂 土地の立ち入り等に伴う掛 測丘または調査のために他人の土地に

矢の補依 立ち入り,測量の必要上,樹木.垣等を伐陰した場合の補肪

第 78粂 移転等に伴う損失の補位 仮換地の指定等に伴い,建築物等を移転または除却した場合の補依

第 79粂 土地の使用等 移転または除却を要する建物居住老の-時収容施設,資材匠場等の施設に必要な土地の使用

第101粂 仮換地の指定等に伴うfFuCl 工事施行上等の事由により,仮換地を使用収益できない場合の補依

第 114- 権利の放棄等.移転建築物

(2)補作の基準等

補依基準は下記の(カを基とし,港北地区では在)により実施している｡

(ら ｢公共用地の取得に伴う助失補航基準要綱 ｣(37 6 29 閣議決定 )

㊤ ｢日本住宅公Eflの用地取得に伴う掛矢補位の基準を定める規程 ｣(39 6 3規糧解 14号)

@ 区画整理事業への準用 (49328通知 )

◎ 削 ヒ開発局｢損失補依準則｣(554 1)

o｢損失補位準則｣

o補依額算定要領

○補依取り扱い

○標準単価表.同単価罪定内訳田

(3)造成工事と損失補償

造成工事と損失神位の関わりは次の7p-の通りである｡

-35-

5-2 補償の種 類

(1) 区画整ZBe法<定める損失補債

G) 建築物等の移転柵舵 ･･建物移転,工作物移転,立竹木移転.動産移転

(参 建築物等の移転に伴い通常生ずる損失の補位 ･･仮住居神位.借家人補qE,移転雑軒等,改葬補

肱と無し料等

@ 営業補位････.営業休止.規模縮小,営業廃止

(∋ 立竹木伐採神位

(9 農作物等補依

㊥ 土地使用等に係わる択失補依･-.土地使用,権利の制限

(ら (仮換地指定に伴い生ずる損失補拡 )

@ その他の補位措位

(2) その他の補itの種類

事業損失神位 ･ ･工I-邪L実施に際し,十分な工法等の措位を講じたにもかかわらず発生した損失.不利

益等に対する補拡
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6.換 地

6-1換地
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6-3 特別を用地
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76.換 地 亡｣コ

6-1 換地計画の考え方

港北ニュータウン公団施行地区の換地計画は,以降に挙げる｢換地設計基準｣に基づいている｡

(設占†の方孟)

第2 換培d2計ri tB過大FfのiB可を受けた/Jl泉Z.t由Iiひ施行現引 こ堪つきiJ)

ものとし ,その.汁井力だ･PILf包比例)j犬 とする｡

(従前の宅地の櫓tJ)

第5 換地設計を行 うための地心となる従前の宅地の飽俵 (以下 【仏1Y弛研｣と

い う｡ 比 次JAから･n 7JZltでlて規宅する宅地 を除き ,地区を別府 llの綴

分区に区介 し .抜介は栂に次犬に上り芥出 した池坊とする｡

･A- 小 三,認 諾の-" ]̂州 7∫加 で■て服すると地の姓林地dtの公Lil yl和Ll9'1-8日27El

OJjlからQ,7JLlまでlt規定 肌

昭郎 9JH fu 7Ej すると梅の¥榊 d9年8月
鵬 の,t地の触 ･7池 - 27EllR在の企.己3地tAの
絹の飢 † 郎1

2 昭和 49咋8月27E](JPREdfugJ妃可の公告の 日)か ら60Ej以内に公

EZlに地価の訂正を申し比,た宅地ほっV･ては 公tjlが当該宅地を突軌 し そ

の91机地領を鵜軸地FI卓とする｡

5 昭和 49年 8月 27ElJR在でiLt物のある宅地及び姐物のある宅地lてRilそ

れた宅地の )ち塊非が明確である宅地は .公団が災刺 し ,そのji初日由桝を

標IV_として公EElが丑浸 した地桃を題畔地鎖 とする0

4 昭和 L19年 8月27日以ILlTJK7!dFJt{上り土地登記浦に登f配されていると

公視力認める′t.地について比 ,その.i.枇された旭柵を農政地価とする｡

5 E卓日日かつ)-ノ･l-旭Cd亡紳父比な位台鮎にCL錬されていない宅地につい

ては ,その'RMJ他紙を塔や旭岬とする｡

6 昭和 49年 8月27日以降rL升Tt又は合7i75L行われた宅地については ,

登記fB地iRを環gとして公Edが充足 した泡状を甚Zb他紙 とする｡

7 昭 稚49勾8月27dJJ.qFl,F九に｣地億ie讃=こC,,記されIC七垣について

比 ,その記鎖された也朗を盛Lb地横 とする｡

(所有権以外の稚判の目的とTsっている宅地の地iI)

第4 従前の-tijSについて′け る頼イi稚1:l外のT5j■め EIY)となってL̂る宅地D崩

草地頓は .次の外やほ定める旭桃 とする｡

1 所有権以外の稚刊の月的 となっているrt為が 当該宅地の全部である

ときは .･5H の規定 iT:上り定めた也餅 とする｡

2' 所有F5以外の碓利のtJ的 となっている宅地が当該宅地の一節でちると

きは ･環紀fF他紙Xは上地区uiJ告理法 (以下 ｢正｣ とい う｡ )荊85条
の規定に上りEf増 右 しくは届出があった地価 とする｡

(Aa針の蔓草 日)

第5 換地娘3†の弟他日は .昭和 L19年8月27Elとする｡ただ し 次の各号に

恥げる宅地につLrLては ,他の宅治 とのBEl謹上i:由のなV･範圏にかいて 昭和

51年 5月5日】【特別な用地に舶する申出調査 (以下 ｢申出DI充｣という｡)

のu出期限の日】とする｡

lI 昭和 ･19年8月27日以琴にLILnて広沢2集群 b項にdJJiすることと

1_つた上地及び宅地以外の用に供与tLることとなった土地.

･21 昭和 49年 8月27El以韓に3'LrLて稚Fjの移あが生 じた宅地.

(横地Q:)位dl)

第6 魚地の位正tl.5_n段位置を中正する｡ただし.次の各月に抱ける宅地に

ついて比 .特別な配慮を行 うことができるものとする.

軒一地区

川 S転 を必要 とする唖鞄が存する宅地

L2)邦 11に舶げろ用地に供 される宅地

13I 小規模宅地用萌区に供される宅地

2 ilL物移転を避ける区域に香する宅地については,阿qlの規定にかかわら

1.徒刑の位匿に窄めるものとするC

3 公益的地殻の用に供される宅地 .セ/メ-用地の一郎及び公的災合性,i.

川地については ,公EB等の換地及び保留地を充てるものとする｡

荊二地区

u) 移伝 を必要とする埴物が存す る宅地

L2J 那 111く炎〕げ る用地に供される宅地

2 公益的施政のmK供される宅地 ･センターF月他の一郎及びfWJq<合ftL
IH地については ･公EB等の換地及ひ促gr地を充てるものとする｡

H負地の唯f*)

窮7 典地の地坪は .従前の宅抱 に対する稚利相ifEをもとに 浜均すへ き仏のK

も･ける伴利他u(を耳出 し .その地峡を捻唯として定める.

仙 椎利招致は ,次式に1り井出する｡

- - - A . a･×崇 喜 †二

121 稚ir]地相は 次式にII)打出する｡

∑ t:l̀ ぐ1J

Al aLX∑ Al al

elI
式中

A■ 先l村の宅地の地紋(基盤地積 )F,'r 換地十へ きrMq地LRI
･.･ 削 Iの宅地のrn'当た り花数 el' 換地すべ き't他のnJ.kl'二り打出

(特別TL宅地の功い)

第8 次の各引 て抱ける宅地につLp,では ,那 dLiび荊7の馳Till:カか1,らず ,チ



の位歴 ,他紙等について特別の 考膿を払L̂換地を定める｡

配一地区

111 法荊 95L菜那ITLIの燐'jgに上るもの

イ 中川無頼中継所故地

E, 高Lf般鉄塔故地

- 基地(門弟を含む｡ )

21 そ の 他

イ 神社の牧内地

口 寺屍の鳩内地

酢二地区

LlI 荘窮95鶴那1項の規定tて上るもの

イ 港4ヒ藍水泡故地

口 端圧弟鉄塔丑J也

- ttL水Ji設榊地
二 墓地 (内Eを含むJ

zJ そ tJ 他

イ 神71の境内地

口 1r院のfR内地

(公共施投の用に1井している宅地)

窮9 次の各 Ll.:J Tるt旭l二つ'" (.ノ･止･̂195菜･P,dIAのWJtlKlり換地を

従わない｡

たた L,tBf5Fit･を避けるLl-故にIIする亡他及LL･n1Oの規定に題当する

宅地については こ/J阻 [)でTrVl.

llI 遇終止に規正するiEi路のFflK映してVtる't也,

Z E一旭OLkl滞(つねB牌に公九鬼u2であるむねをJZ即 した他日が ;L:収され

･るしいP,I兇∴公i土.の川に供 しているもの0

13J 宅地の仝籾父は一部分か ,ERに公衆の山行の川にtltしているもので ,

次にitMJrる1:地｡

イ iEE畠の恭丘父は舗装等の工-1(を押宗｣llyTL及びf共訳rT)が施行 したも他.

ロ 鍾集都仲良郡42条妖 1項･Tu ･U,Iこ妬ける止緒の指定を受けている

宅地｡

･､ 姐築鵜耕法荊 42条荊2ql父は･755Piの規定にJ:り.は浜市長のjfl

従 を受けia路 とみなされている't;地｡

(地相が小規模である宅地の扱い)

折10火の/dilJlてftlげろt地については 那 7の規定にかかわらず ,波歩は行わ

なレヽ｡
LIJ 昭和 494F81J27日Kふけるra)一人の所有地で .その農40-地坪の合

6 換 地 =】

"If･n 8V)'L他は粁 く｡ )が 165nlu 卜の一t-也｡

L2) 吋川1501rl月7El(遇ザ人gl滞確定公1●】のEl)にかける同一人の脈

地で .その鵜仰他紙の分J十(那 8のt他姓除 く｡ )が lム5'nり1トの･L

地｡

2 次にit3け るt.他tてついてZi .荊 7の規定にかカ･わらで .別称 2日二'.Lめろ

ところに 1 り.減歩の痩it)爪野を手1う｡

r.･)一人かI帯イI-稚父Ei伯他紙をイfするr't.地で 仔rLJu=如げるIlにも Iる

d00TnlJ､(弟の′t:也｡

5 荊2JJlのruHn比 .主として小規f張も旭川糾Jに換地 TるtiA介に過日け る

ものとする.,

4 17;1nIIJiひ那 21Aの蚊'化にカかわらす れ 11に礼lけ るセノターilJ地及

び7-- ト 7/ /'/ tMfl他に換地する叫合は ,F,7の規,Lを遜りJlる｡
(特別な用地に成する申出gl査)

節目 特別のFr!途Iiひ規苦りのある川場とそる次の'61-の川危IJiへの揖妃について .

巾th.1俺を子1う｡

l) セ/ター川地 (タウン .駅rill及び近PS-I:ングー )

12I 7-- ト 7 / ノ】ノTi川地

131 上欄 介順 rl什酢蛸Qr川旭

141 1)こ介長文榊他

2 HiJJねの川地lllへの換地に例する叫.LT!.調rtの))ri枚 ,別 に近める｡

(換地の形状)

窮12 染地の形状は 災方形を珠.仏とし .Lkの熊i3Kより定める, たIIL ,tJ:Tb

串良を渇けるLt城にムいては .旺挿Lの'-i.他の形状1-巧賭して'i_めるもの･L-｢

る｡
州 汲他の的押韻は つとめてin路境界功にLri糾 '(なる1:=-JLd'ろ｡

(2) 換地のLu外殻は ,つとめて一級に7rるようにhiめる∩

3 殺1ごi Jll臥 二刺す/J上)レこ定めるものとし ,その糊口kはtB篠AE雑

-'甘 4 日 ,taJllnの現/LLに琉板 し1.い上')に定めるものとする.ただ し.

rLIJIIりJjトつ換.13が張ほする瑚 llrlこのF.-川 で7'=い

(換地の挺l合せ)

窮 15 設▲空也 ･̀モ･pJの宅地 17日JJL1佃の換地を定める｡たたし ,換地の土地

の }川ほ tL･過 して ,ihL,,tr,21■llにりLil俄か浜也 .(比延..lJ)tf,T<im

にilL1刊J)iAJAを～JtiJ)ることができるものとす 勺｡

2 1y ITJl lこふけ る 換地のqL合 LTをす,Jt鶏/∩-にもVlて ,t正目･lD I:地について†f
するL]Trll冊11J,tの怖れ7)･あるときは その部分tl刈射 亡LJ外す.5ものとす
る｡



- 一一一一一,,,･-■61 洪 地 1-

なお,上記の換地設計基準第3に規定されている按分区及びその按分率は下図の通りである.

図6-1 按分区 と接分率

(法第90灸による措置)

第 14故地11忘'-)たLhことについて rt.他の研有名 (従前のt･地について便t日収

益招及びhj傑lTb博が存する靭合には ,その権利者の同皆を含む｡ )の申し出

又は同意があった場合には .法窮 90条の規定に上り,その宅地の全部叉は

一部について換地を定めない.

(保 留 地)

窮15保田地の位虻は 主とLて小美空†血における公益的施設用旭に定める.

2 1岩ST地の地iJLは ,耶芙ri十画に定め られた他紙とする.

(,市 史 金)

窮16油井金は ,次式のとも り,窮7に1り3ntjした弼利指数と ,換地 として定

め られたrt地の指紋に ,それぞれ1Tff故 1個の単価を乗 じて絹た価の差額とす

ら,

- 令 - A , dl X崇 誉 計 xl世価 - FIT c･ × 坤価

式中 , ∧l 従前の宅地の地価 (基聴地桃 )

al 従前の宅地のm'当た り指数

F,l 換地の地耕

cl 換地のml当た り招致

(権利の移動に対する処理)

第 17 従前の宅地について ,窮 5に規定する日以降持利7)移動が吐 じた場合は

原fuとして窮6及び訳 7の規定により定め られた換地の範BF内で .換地を.1_

める.

(そ の 他)

第 18この韮畔に定めるもののほか ,換地設計に関 LJE紫な邪功は 蘇F過去の宕

見なr叫いて公Ealが定めるC

以 上

また,第 10に規定している165m2を超え,400m2未満の所有権又は借地権を有する宅地の減歩経和

率は表6-1の通りである｡





表 6- 3 減 歩 率 (事業計画弟1回変更)

<第-地区>

6. 換 地 監■ニコ

種 目 施 行 前] 施 行 後 肺 考
地芯 (TTZ2) 筆 数 地抗 (mq-) 割合(i)

公共用也 国有也 道 路河 川水 路汁 334.446047,555382.001 4.40.00.65.0 382.00000382.000 5.00.00.05ー0地体宗田地 道 路水 輪公 園 .疑 地汁 53,4466053.452 0ー70.00.00.7 1,285.9000711.3101.997.210 16.70,09.326.0

A 計 435,453 5.7 2.379,210 31.0

宅也 氏有也 田畑宅 地山 林原 野墓 地水 道 用 地境 内 地公 衆 用 道 路雑 種 地汁 263,9461.849.692202.0421,635.56653,日56.19018,79810.43898556.6134.097,385 53.3 1.0313,1976392.003loo79361020727.187 3.073,6093.073.609 Ilo.040.0国有地 普 通 財 産汁 1.0531.053 0.00.0 33 709709 0.00ー0

準国宿也 日本住 宅 公団汁 2,072,Ll852,0158.0402,082,540 27.00.00.127,I 3,46132ll3.50LI 1.523.1951.3005.4771.529.972 t9.80.00.I19.9
A 計 6.180.978 80_4 10,694 4.604.290 59.9

保 留 地 702.500 9ー1

1,069,569 13.9

施 行 前 施行後宅地地群 差引減歩地杭 減 歩 率

保留地を含 保留地を除 公共減歩 公共,保留A 公 共 公共,保留地JA罪減歩

宅地地芯 めた宅地地毛でi- いた宅地他者i 地 積 地口算減歩地 群 減 歩 率(A㌘ ) 翠(旦謹 )也) (B) (C) (A-B) (A-C)

公帝 =了4,397.667

更生 〝75,139.227 TTT3.853,000 †ナf m2 〃㌔ % %37.1

施 行 前 施行後宅地地殻 差引減歩地芯 減 歩 率

操留地を含 保留地を除 公共減歩 公共,保留A ､ 公 共 公共,保留地A算減歩

宅地地枇 めた宅地地秩 いた宅地地群 地 6- 地口罪減歩地 税 減 歩 率(旦㌘ ) ロ ー率(% )UO (B) (C) (A-ら) (A-C)

公簿 Hi6,180.978 -

更生 ,,250,5.1 m2 m2 一Tiz1,943,757 Trf % %36_5



6-3 特別な用地

港北ニュータウ'/では,計画理念の大きな柱である｢市民参加のまちづ くり｣を推 し進め,また多様

な土地利用を計画的に誘申し,その契現を図るため,特別な用地を設け,申し出調査による換地方式が

採用されている｡

川 申し出換地の背景

従来からの土地区画整理事業における換地方式の多くは法に定められた照応換地の原則に沿い原位置

等重の目白押し換地 (押せ押せ換地 )が採 られているO-九 港北地区は権利書数約 6.5)0名(現在6,800

令 ).土地の革数約 2万筆,施行面前 1.317叫 こ及ぶ彪大な土地区画整理事業であり.横浜市北部の副

都心形成を目指すタウソ七./クー地区を始め.単に住宅地区における基盤整備に止まらない計画が進め

られている｡このような総合的倭能を有するニュータウンを計画的に実現 していくためには.権利者の

主体的エネルギーを活用 して,計画的な術づ くりと対応 した換地方式が必要とされる｡これは,従来か

らの方式による換地では,個々の権利者の主体的意図と計画的な街づ くりの意図とが十分合致せず.ま

た都市計画法や建築基準法等の現行制度では,これを十分に誘申コントp-ルすることが出来ないため

である｡

そこで,港北地区の換地方式では,従来からの現位置換地にこだわることを止め,土地利用計画に対

応 したセンタ-用地,7′く- ト,マンシ,ソ用地,工場 ,倉庫等用地などの特別な用地を設け.商店経

営や7バー ト,7./シ,ソ軽宮に意欲のある権利書及び既に地区内において工場等を営んでいる権利者

に対 し,適地への換地を行 うため申し出謁査に基づ くいわゆる飛び換地方式が採用された｡

(2) 申し出調査

前述の考 え方を具体化するための第一段階として権利者の悪因と土地利用計画と合致させるため,権

利者 6,500名を対象に昭和 51年 2月 16日から1週間にわた り意向確認 (申し出調査 )が実施された｡

この調査は単なる現状の意向確認でなく,将来計画の決心を促し,特別な用地への換地悪志の有無を確

定させる性格をもたせているOこのため.言1LTj説軌 土地利用税臥 術づ くりの趣旨と権利者が果たす

べき種々の役割の炉型等についての説明資料の配布や地元説明会の実施,更に3カ月に至る相談窓口の

開設等,十分な情報凍供の上,約 4カ月間の間に,期限を切って,申し出票の提出で締切 られた｡

また,調査の実施を前に照応要件について相互の,:ラソスを促つため.減歩率に直接幽係する評価の

面では,あらかじめ大方の権利者の了解を求め,また申出適格者.申出規模,調査方法にのいては土地

区i51整理審議会の賛同を得て実施された｡

申し出方法としては,希望する特別な用地の煩型 と,従前地のみを申告することとし,地番は特定 し

ていない｡

(参 考 ) 申し出調査表

6. 換 地 -=コ

(D ｢特別 な刷 也｣に関す る申出調査の案施 にあたって

地権力各(:I
昭frlSlq二2日

u本日-宅公川港北r判発句f荷所

I･TrLi 川 手 昭 二

鵬冬V)I泣､Jr7f位にはます311~脚liJl暇のことと1'壁び申しJHまT.

さて.lJJ･｣[他【火の上地LilJqtZftだ･11.菜L術f‡のご協力をl●FてIf々 と進行L.いよい

よ換地についてil日本的JtJll三文!_とりかかる)rjEぴ となりまし/I

このf2節において.JIJHr-七公川で:i1_地区Lgl]態LTR.LVL=tで雷は中の ｢換地設計

ノJfrJLSJのYi相 の才･.8【こ)占づく特別な用地につきまして.柿【二換地を蘇望される

)ilfiの小川,凋丘を兵権Jl~ることとなりまし/=-

この舶tiは､特別な用地にtlJ11る皆様のご･tLYrLlを根旭に玩映して畑くつえで.き

わめて!Ti要なものとLなりますので､そのご迂向を1'l乍らのノJは同封の説明か等をよ

くこちのつえ､gず肺王のlullまでにt,rrTL出卜さるようご繋内申し上げます.

lIこの凋壬iのrl的

.Jl.北 二 ,11ダウ/の ｢ま(,づくりJ は書損,rL市の7L､火tII文のlつとして.f前浜市の

｣ヒ11じにilrしいIlHihJをlii!,,2しよ')とするLのです.

/Tl‖JH心fF:t公川が行 目 地Ⅰ刈lJLIE柁LJ,,菜は‥IL_uヒニ-_一夕r-I/の1三相とも･な

るへき･1ほでありそJ)日掛1-ところ.三､.75｣ヒニュータf'J/をr蛙ノ)ある耶'IJJにL

とJということと､地はIFlのF他を'1=_.Jiの非望としておられる他紙古の方々の ｢生

hいl顎を締･■(_JするノJ,よとをムhせて考,tてtくわこうということです｡
二のJZl̂ii;ま ul-のよう一三ifi;トのt,と:こ行hJlるLのです
さて .引t:ニ1-ダウ/の rきちづ くり｣のl順 をさら【二進めて畑くI.:めに､土

地抑Fi!/)いて胡fJllを:まか･'て.9く･e･晋のあるt地.十JIJhち七/クー絹地.アパ

ート で/ /-.ノでHl他.rTJiSLthは 【ゞfイTtiJL;写川他.lbfT長文用地の4項目に
爪を特別な用地⊂呼び王ll:_つきまして､他f岳古のL:(糊から検地長与まの=這向を

t,lllLL,せい/I/='き.･:･のもuさを検地にrx映して'Oく繁))をい[_しま十一

%れ 特別な用地の.誰JJTのト地i_ついては､閥LiJl地は方のFllを反映してゆくとr6)

叫L,そilを'(号椛が,-Lfり111でてLOく/_∫=-必要な用途地域 地区の指定がなされる

ほか.七/ダー川地及び7′､-ト マ//ヨ/Trp用地については建築協定などの白



(む ｢特別な用地｣に関する申出調査 説明書

C] 七/ダー和地

七/ダー棚 也に換地 をごG,盟の))Jはこの項目をご覧下さい｡
図 2及び図 2でもわかりのように七/ダーE:は.二ュ- ダ ウ/全域の中心とそる

タウンセンター､ タウンモノター以外の第-､読二地区それぞれ二駅づつを中 Lllと

する駅前センター及び近Fg;の旺区のサービスを対象とLI_近隣センターの三捜類が

あります｡

将来のFfl途地域 地区の面からいいますと. タウン七/タ-は商菜地域もしくは

近FS嫡男地域に.駅前センターは近FB感度地域もしくは住居地域に.また近隣セン

ターはP,二相住居群吊地域にそれ{'tl指遺 される予定です｡

七ン5'-内の土地frJ用は.店舗や*7イスビル及びyタパキマンンヨノ等が立地

する一舟1宅地用地､道路や駅前広場等の公共用地.将東国.娘.市の施設が立地す

る1･定の公益用地､さらにこの土地区画整理叫菜に開通して各センターの成長をは
かるために.切Jg)の段階で公EZ]の出仕において必要な建物 を立地 させる公EB取得用

地のlq畑畑でfA戒されています｡

今回の調査は､二の うち一般宅地川他についての接地希望 をおrLtlきするわけです

E:かつ榊tjlに実現するために､いわLC)る投機的な立城からの換地の申し.LZHま交付で

きませんのでこのE!.をf/JyにごtlP耶下さい｡

七/5'-ごとの.従前他でのLFJ.LIL.税t只及U'想定減歩率は,次の碧之のよ?になr)ます｡

★ タり/七/クーを申し出られる)tili(LTA2.4を参EITfして 下さい)

fl印 影 襲 遺 t,i Jfl.Tr.現恨

A 寸71スt:rル娯 実 ビ ル放允ピル で ヽ Tl500げ 65-75%f71ぜ 500.-.2500rTI150-758梓l

C 汁 h SA :約90咋J

★駅Ilflセンタ-を申し出ら11る糊介 (図2､5を参lmして下さい)

★近済センタ-を申しLT.らL'Lる場合 (図2.5ををLLLlして ドさい)

ニさ∵ FIJJJ,B ■ ∴ ii朋他T,のrl1.Y.税 一兎

A I_Vrl肪ビJL寸7Lスtf̂,FtjZ,ビ ル放任ビJL7; × は'13(氾n') 40-50%ーlJ_l'1 LOO-.2500zTl
B ･VtHr1 ■) ヽ L的 1201 l 2㌫ J:,

C 汁 ll蛸 id1 ○ 400TTlfrl/空ー約 】201 】 2OOJl6011':)

センター用地における換地扱書｢理念について

当地区内に,Eh-dl-lされているようJIJ:大規模を七/クー地lJ(E_I)Uては.

-熊的に相当高い減歩4'が T,NL_]され､その土地fIJ川のされノJ'にE,七/ダ

ーに適 し/=種々の税制が々えらLlています｡

このよ う,JJモノy一姫fiに他幡古のかたJiの在向 をとt)入れJIJl･,い

わば横は約･を換地.2.汁をirうJJiLは.縄々のdiからfl僻して女fましいノJ

?Lであるとは考えられませJl｡

また.あえてこのJJIi;をとっ/=瑚合には.繭玉施..2苛の L'I地肌紬 lやそ
の内谷も停めて13苗的なんのとなり､結F.:Jは二ュ-夕f'Jノ全作 にこ-,て

充足性.利伸性の低い嫡男施設料 こしかならか ､二とL巧えらhま1-,.

さらE:､自らtIf濃を.･･･,L､瑚合を除けば-ilTl】′】E=はその 1地はlt三業でに

IJ刺dlで'iLL'jTきれることにJ-jるでしょ-)が この際の_i地代とい )ものは

そこで-li菜を手誉t･,する企R斤に対 して多)(のf'lEHとrJPJ その気モリさはl絹

J}l,･)行う rthLLl,よはEJでは､前述のよっを群.¥をできるfiけとり除く

迂峠から.センダーit.%[こ色欲のある地階占のか/=JJにfA極的に摸会を

tJうけ､その娃設エイ､ルギーを姓LPすることにより立派JJt/タ-を早

糊に某収Lようとするt,のです｡

今後.建二王スケ/エールや旭案tA左等【こ1判してここに換地 をうtll=地

t生者の皆f羊が中･L/とを･)て､いわば延設計画全講のよう合一阻横ができ上

り､この挟間 を適 してtlT..辰を七/5'.-の育成に努力がiLわれるJjらは､

先行役17や施設の段階姐｡史も比較的円滑に行われ は民全体にとって魅

力ある-I:/ターが1リ卯こ'ik'LRすることにJ:jるでし上う｡

回 Tバー ト マ/ノヨ/耳川地

アバ- ト マノンヨノ神目け也EI換地 をご希望の-JJは二のlEl臼をご覧下さい.

7ハー トやマ /ノヨノの立地については,ニュータウ/全体の人口.地域の居住

頚城.蛙宮の探31tL 立地条件などの安国を配膳する必要がありますがこれらの占

から判斬 して,一般住宅地 となる蒜一様LE居専用地域内では7バー トやマ/ション

の立地は不適当と考えられます｡

これI:対 して､En 及び3でhわかりのように毛として特段逆鞘の沿道地域は.

頗刑として住居地域 もしくは荊 二相住居咋用地域に指定 される1'･定であり.これら

-45-

61 柏 坤-

のfllk.宅地は7ハー トやマン/ラ/の立地が可能になります｡

まI=､沿道利用を嗣碓とし/=ガノリンスタ/ドヤ トライ1イ/盛はクラ7'′､ウス

付きのテニスコー トなどのサービス施設の立地 t..ニュータウ/計画及び関係法令

等の範戚内で考えられます｡

これらのii味から､F'おい aL13!:ホLf=中手練道路沿いの地域lL周辺への領収等
の配膳について､FW系Rr川で粗茶協疋をと自_E的税制を舶雌とLf_うえで､7'ハ-

ト､マ//ヨノ戒は沿itiサービス施設剛也に換地 をG.etlさhる-)).について､そのご
LT向をIJI川きするものです｡

アパー ト マ //ヨノ¶川地に換地 を希う'iされる瑚!?.(.Z=IZTTL也でのLfl出規挟及び

L̂.J.達減歩耕 土次のJlのとt,りで-!｡

アパー ト マンション専用地における換地設計理念について

からfg断 して.公川Lr:もTSが鳩.ききhる公rrr)rJ.lil千日 t;llT他のみrJら1'
A:才TL也にt.一定のLl亡の姓でHt'もが姐話されるものとして.:hLbJさhていま

す｡

-JJ地(近古のかたJJ､I宇r_二の土地1ちl由lllLFJ【又によ･'て†,t米のtTe菜

的rJtE泊非盤が大きく'Bl化することになるか/_ノJL二と )て.その生7F,り

は.安全性.水拙作 .L.mE作で】の府からみてfJ)]JtJものとしてキえらjl

てし-ます.

しかし､rlTf逆のよう【lこの.汁向の中で十起されているLLltTL也に1,1十る

処合は宅の姐12が.岳.汁l噸E=子rhれると十LHflJti;tL411円施p鞍.如fl施.:2

等の古址は+ぐにPLuiを越え.地域乍体の生7Ji水呼を肱 卜させ.･1-人)

の解放前とLて､いhぱ ｢rllい捌 穿ち｣のようJ:J不粂Ll控を′tミずることに
もなりかねません

しかL､払fT托 石川地のk"hEbJな立地は.::.汁.rlL二よる人目悶匙Lばかり

でなく.隣接するは'宅地の‖Lm､連取､粗軒.rl刈･Ii,j:過;ltでの二暮7Ji現
収を凶 を阻.TL+るt'･:･hi,HJT【_i,えらLlま十

二Llらの悶顎を解.Jt十 ･3J)前として.適tJ)I,･川途地域 他lJ_の指,上や

唖築協定の剃噴.よ り祁'Jl_｣Hi..i二†l-劫+iLのてあり､llり也In.:I,い (i,

ることから,二の;Ⅶ'JTの l･.他fJr川は換地p7..H=光か.Iて札Ii･し(1'くど

l貨があるわけで r

Bl ｣.Jil fTE.班 i'tflmJu¶川地

L:糊 料･lL LTLHl,Y(糊T,lH.他に接地 をこG.Ll.JltりノJ.pt_のJH lを二rYLL卜さい

ニ 1- ダウ/の聖偏にと(,ない. 約Ll三t地 上を,517･,帥tlHlF.tJrり巴蛾IJIで･の l

父的な上地fl日日のさIlhは,川J.,のlTtlか{'判断 し( 柑 r'JLbfましい状Ik(･あると
はいえません｡

しかし､現在すでに他E/JJlで上糊でを阜ttELiさLlているLiilTH.trlI_r二二 L一夕rlJ
ノに問達し[=サーヒスⅠJJiL fTIJt.t'(Hhyこ梢での川地力ピ･l&'ヒ円桁される糊!?に:i
このuq分の榊地一二換地 をTT,?IさLlるかflJJ:∴ 'jL絶･:･､りI.'けい.'叫Il'!7;::-)いてのこ



意見をム糊きしI=7えで.榊遠地城やEa蛸LA]Tから稚痘し/=llJ他 をp2.もl.る一g増 があ

ると.._EEhIlます.

このようfJLT味から､他ri内にT梢 食棚 17HzE糊等L:上として刷Hlされるべ

き用地 を隷遺する r道ですが.このln地に接地 をG.elIきhるJJがある),C坤にiiした

場合(:は､そのl宮城はr世l二男地域iは(紬;地域の榔 iitを安川.上地帥 HIの調幣が

はからhることになりまう.そこで.税/L他lJl̂トで=梢顎を毛筆EtされているJJAYtpで

それに適 した L地E_検地 をこG,i:JのJJについて.まう,その=Ll向をtJr川さするも

のです｡

なお.工Jii FYI.lL'nH7LJ韻で用地Z:稚拙 をG.t'IIさIl,3槻合のJIL.I,E減少字は35%

f呈度ですt,

回 取 合 良 男 HI地

処分良男1日地に換地 を='爺e'Bの/):ここのLf日は 二覧 卜さいー

ニュータrJJノの惣偏が進み.liLF5j態FFHl文によるL反換地の桁雀を三日/_練にI'い

ても長安を舶紙することを強 く(I.1::?さlL ニーつ.lqnl_【_よ()農菜に抑 flさhる｣一地の

規悦でに一･Ji;のまi:よりができ/_糊fH_.i,その.Tf;I/Tを(テ雌 lの指.右をヱけること

が可維な払付点笈川地 として,I,̂代そ(7)lllrr■̀tやtkF張でにつしゝてこまう†蛸のこLY向を l

'71に脚 たさせて畑くノ)向で換地 rLりflLL値皇子】いま十

fJfh rf,'Hrlとしてこの日lJ也は･7･, 附 しI.･=川け出城の･い◆一郎irlされるJ.iilで､その

このよ う王位味 から.EX托折で伯換地L')捕.tを王 †I_あとでL-Ji'JTJ)rL".計l郎 り

[=長男を祁托JrることをG.L=TlさLlろか-:ノブ.I)二IJTY向を,ますI,.rylさするt,I)です

なI'.11りeJ<､rlj/IJFJifllt:卜軸 勺てLT軟 ト')桁丘を,ll:†て史実を鮎試 される形

態としては.1_Yrきi他Ll:∴Lと')'さ砧･FT..hdlJと'.I.大壷される生推緑地剃犀やfA.戻

市のrj胡r1 ,と-JrIILRJEきLlろTLt-肘的 いてが巧,1/,LLま+.7､二ILろしっ削Fiの

適川を三:†･3I_5').一川(接地J川T,上-.i‥_r宅′-, ヒ他l<LQ態LTHi罷こ.ヱ別途:二締

TLTJ)r綻 jtJ,-Z･lytlと1 1王 し っ IJ∩_林kllt'き 卜きい

★生産緑地制度と丘鼻緑地制度の仮要

L2 玉 村 地 割 哩

指定の表作 他で内であること

指 rlE Liが.aF)ら

摘ま糊&..1

10年r,lh.の平朽LIii】は

苛fIL.Iif=､}!rJわれ}'LくJ生るの行YIの別FJJ ERされる 指してI2-;I:::;

上地のTTれり又lJ -A/=とき次の同作いる1.指定2.農兵不可 7′.' EJ一.一.鵜舟

1… a 事2~4-み: ーL.Er-I

(3) グル ー プ討 沫 位 置 決 め の基 準 (グル ー ビ ングな ど )につ い て も各 権 利 者 の希 望 状 況 をあ る程 度 認 識 した上 で , 振 端 な

特 BFJな 用地 につ い て , 申 出権 利 者 は .土 地 利 用要 件 の表 示 作 業 を 自 ら行 な った訳 で あ るが , 合 同 目標 場 合 に は権利 者 間 で ･相 互 調 整 が な され るな らば , これ を認知 す る形 で 設計 条件 と して受 け,個 別 の配

で あ る土 地 利用 計 画 が 既 定 条 件 とな るた め ,受 け 皿 は 有 限 で あ り, 申 出 是 との 関 係 で.特 別 な用地 の過 置設 計 を実 施 す る こ と も可能 で あ る｡

不足 を生 じ, 丑 的 調 整 の必 要 性 が生 ず る｡ この 調 整 が終 わ った段 階 で は 施 行 者 は 裁 丑権 に基づ き,換 地 この よ うな 丑的 調 整 ･ ま た位 置 決 め の ル ールづ く りに つ い て権 利 書 の意 思 を交 換 す る場 と して, グル

設 計 を阻 めば 免fiされ る訳 で あ るが , よ り望 ま しい照 応 状 態 を形 成 す るた め,特 別 な用 地 の換 地 設 計基 - プ討議 の場 を設 定 した｡

翠 ,基 本 方 針 とい った ル ー ル決 め につ い て も, 申 出権 利 者 の意 向 .了 泉 を得 る こ とが 望 ま し く大 まか な

146-



表6-4 ｢特別な用地｣ 申出調査結果

港 北 第 1地 区

A B C D 汁

タウ ンセ ソクー rflLLlrh人 数 148.20046 52.62081 41.20069 51.000ll 293.100207

翠即l一七I/メI イ 申出面前人 数 23,50014 17,30019 34.30047 8.3003 83.40083
P 申出面前人 数 29,40013 27,80034 34,90043 21.2007 113,30097

近隣一七ン'メI 申出面戟人 数 3,9004 2.3004 9,70014 00 15,90022
申出面前 4,000 5001 8,20014 Ll.600 17,300人 数 2 2 19

アパ ー ト.マ ソシ ,ソ等 申出両群 LTl ㊨ @ @ @ 汁
人 数 33,10027 32,50022 35.60020 134,10086 105,00075 340.300231

工 場 .倉 庫 等 申出面前 51.800 (注)
人 数 55

非合蛙菜 用 地 申出面前 187,000

A B C D 計

タウ ソセ ソクー 申出面前人 数 235.30069 89.900123 48,20077 7∠l,80017 448.200286

響ソメI ホ 申出面前人 数 64,50032 37,40044 56.90070 19,1007 177.900153
- 申出面前 ll.100 17.20022 24.40033 28,800 81.500人 数 8 6 69

近A也ン′メ1 ト 申出面前人 数 3,4002 8002 3,8004 1.6001 9,6009

チ 申出面前人 数 6.6006 17,20019 35.00048 4,0002 62.80075

リ rflHl血人 数 2.6002 4.7005 8.3008 i.6001 17.20019

早 申出面前人 数 1.8001 2,1003 2,7006 00 6,60010

アバ - ト .マ ンシ 】ソ等 申出両群 @ (ラ @ @ ⑲113.2(XI76㊥ ⑩ 計人 数 23,20024 38,50030 62,200 8.200 81.30053 15,0008341.602446 7

工 場 .倉 庫 等 申出面前人 数 64.700 袋合農業用 地 申出面芯人 数 170000

図6-2 特別な用地位置図
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こ 6. 換 地 .__コ

6-4 仮換地指定

港北ニ 1-クウソの公団施行地区における収換地指定は,昭和 54年 4月lElを第 1回として下表の

ように行われている｡

表6-5 仮換 地指 定 の状 況 (右欄は累計値を示す )

回 効力発生日 権利者数 従 前 の 土 地 仮 換 地 権利巻数 従 前 の 土 地 仮 換 地SB 登記地前 基準地群 街区数 由地数 浜地地芯 筆数 登記地芯 基準地前 鏑区教 画地故 換地地群

1 54_4_1 名24 筆62 〃～15.930.84 一㌔18,687.56 5 30 Trl14,771

2 54ー10.1 8 20 4,389_39 5,379.67 1 12 4,390 32 82 20,320_23 24,067_23 6 42 19,161

3 5′l_12.1 1 13 30.510 37,171.06 1 2 32,880 33 95 50,830.23 61.238.29 7 44 52,041

4 55_6.1 3 6 321.21 284.42 2 3 473 36 101 51.151.44 61.522_71 7 46 52.514

5 55.ll_1 7 12 990.09 1.003_49 4 6 968 43 113 52,141_53 62,526.2 ll 52 53,482

6 56ー3.1 29 64 5,209_13 5.371.60 8 29 4,824 71 177 62,559.79 67.897_8 19 72 58,306

7 56_4_1 106 201 25,113.28 26,977_03 27 104 22,334 177 378 87,673.07 94,894.83 46 176 80.640

8 56ー5.1 ll 25 2,805_42 3,132.89 8 ll 2.656 188 403 90,478.49 98,027.72 46 187 83.296

回 効力発生日 権利者数 従 前 の 土 地 仮 換 地 権利者数 従 前 の 土 地 仮 換 地蟹数 登記地群 基準地前 街区数 l画地教 換地地箭 蟹数 登記地戟 基準地6- 街区数 画地数 換地地研

1 54_6.1 令17 翠22 mz2,683_27 pT/2.735_26 9 16 〝72,681

2 54_lO_I 17 18 2.723_07 2.774.43 4 ll 2.617 34 40 5,406_34 5.509.69 ll 27 5,298

3 55.1_1 1 124 112,613_91 130.442.85 2 2 83.651 35 164 118.020.25 135.952.54 13 29 88,949

4 55_3_l 44 69 12,468_15 13,654_55 5 49 12,624 79 233 130.488.40 149.607_09 17 78 101.573

5 55.4_1 1 48 47.185 56.436.46 1 1 36.161 80 281 177.673_40 206,043_55 18 79 137,734

6 55_6.1 1 37 26,836 30,736_85 1 1 19,280 81 318 204,509.40 236,780.40 19 80 157,014

7 55ー10.1 ll 13 1.810_74 1.817.74 3 7 1.493 92 331 206.320.14 238.598_14 19 87 158.507

8 55.ll.1 3 4 766 819_38 1 3 626 95 335 207.086_14 239,417_52 20 90 159,133

9 56_2.I 26 36 4.341_78 4,778.75 5 24 4.463 121 371 211.427_92 244.196.27 32 114 163,596

注) 1 権利者数で共有者は延べ人数でカウソt･

2 累計の萌区数は既指定を含む街区は累計に加えない｡
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図6-3 仮換地指定状況図

J- 仮換地指定痢

現在までに仮換地指定を行なっている土地は,既存家屋の移転先となる先行使用宅地 (当該家屋の敷

地部分に限る),近傍居住者のため先行して必要となった学校等の先行整備施設及びC7,C8文化財保存

区域である｡

6･ 櫓 唯■-

6-5 76条 申請 (建 築行為等の許可 申請 )

川 建築行為等の許可申請

土地区画整理法第 76条の規定によって,事業計画の認可の公告日から換地処分の公告がある日まで

の間,事業施行の障害となるおそれがある次のような行為を行なおうとする者は,神奈川県知事の許可

を受けなければならない (昭和 56年 10月からは許可権限が横浜市長に委任されている)｡

イ 土地の形質の変更

口 建築物その他の工作物の新築,改築もしくは増築

- 重畳が5トソをこえる移動の容易でない物件の設置もしくはたい額

当地区で行なわれる建築行為の内容は,既に宅地造成された仮換地 (現時点では先行造成のみ )にお

いて,権利者が自分の居宅を新たに建築する場合.あるいは,存僅区域における建て替 え,改築,増

築等である｡仮換地での新築は,当然,仮換地指定直後に集中するが.件数では,使用開始区域の広が

りに対応して昭和 55年度以降急激に増加している｡他方,存置での建築行為は年間通じてコソスタ./

トに発生しており.約 20件/年間であるO

先行造成地については,宅造規制法に準じた横浜市の仮検査を受けて使用開始されていることから,

原則として既存建物の直接移転のための新築だけが受け入れられるが,建築待ち老 (従前の更地の所有

者 )が新築しようとする場合には,地元,市,公団で構成する｢76協議会｣に諮って,新築の可否が

判断される｡

(2)許可申請手続の流れ

申請は施行者公団を経て行なわれるoまた,建築基準法による建築確認申請時点までに,敷地条件,

排水設備等を調整しておく必要があるために,この手続の流れの中で供浜市の閑係部局と事前調整が行

なわれる｡

図6-4 許可 申請手続の流れ

横浜市 (都市整備局港北ニ ウソ建設事務所 )



(3) 申請件数

表6-6 76粂 申請件数の実績

但し,建築前に公団と協議し十分な調整が為されている協合は法 76条の手続きを省略できる｡

(例) ･公団が建設する集合住宅,仮住居

･都市運営施設 (ex.清掃工場.電報電話局 )及びそのための仮設現場事務所

･教育施設 (ex.小･中学校.高校 )

･行政施設 (ex.国 ･県 ･市庁舎.野察乳 郵便局 )

6. 換 地 ≒



7.宅 地 造 成

7-1 造成計画

7-2 造成手法

7-3 進捗状況



参 考 資 料

(701) ｢港北ニュータウノ第-地区 (第二地区 )基本設計｣ (S47年)

｣ 『



7-1 造成計 画

(1)造成計画の基本方針 (701)

港北ニ8-クウソ基本設計報告酉 (昭和 47年 )では,造成計画の基本方針として以下のIB項が述べ

られている｡

① 地区内近FE産土是バラ./ス

㊤ 現況植生の保存

◎ 既存集k.社寺仏閣の保存

㊤ 土工量の低減

⑤ 現況分水嶺の噂韮

㊥ 境界周辺との造成協力は原則として行なわない｡

⑦ 造成定規

図7-1 -般部分の造成方針

図7-2 グリーンマ トリックス部分の造成方針

■■一一､､

L呈虻 _｣
疑逝

宅地勾虎の鼓和
グリー/の陳全
オ~ブ/スペースの確保

7･ 宅地造成 - I

(2)切盛計軌 工区割

港北 ニ ュータウンの造成計画は図7-3の通りであり･これに基づく切土 盛土計画は図714の通

りである｡

図7-3 造成計画水系図



図7-4 切 盛計画図

<第-地区>

1- u巴_ _ _ ㌘ 一柳 "

田 切土区域

[コ 盛土区域

⊂コ 現況保存区域

7. 宅地造成 -

(3) 防災ダム

港北地区における防災ダムは下表のように,第一地区と第二地区のそれぞれに5カ所,計 10カ所が

計画されている｡

表7-1 防災ダムの諸元

ダム名 計画流域面前 湛水面前 有効貯水量 計画ダム高
Lo I,a vX1037ガ ナーl

*也区 357910 18.6527.6321_0080.4317.15 1.351.551.104_121.10 20_242.035_942_536.4 6.708.709.308_708_00

第 112131418 139_3038_38 4_201_50 132_924.253.4 13.006_60也 45.51 2.403.301_15 9.80区 56.5071_20 49.648.7 10_008_50

このほか.造成工事にあたり,市の指導に基づき各所に調整池を設置するが,河川改修 (屯見川バイ

プライソ)等の状況に応じ,その建設及び撤去について市と協議している｡



7･ 宅地造成 1-

図715 一次造成フロー
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7-2 造成手法

(1) 施工手順



｢｢

(2)先行造成地と偵検査

直接移転先となる先行造成地については,二次造成完了後.市の仮検査を受けることになっており,

その後建築行為の許可申乱 本建築が行なわれる.

図7-8 先行造成位置図

巴 コ 先行造成地

図7-7 先行造成地と仮検査のフロー

一次達成 二次達成

･仮設

･本設

市の 76粂

仮検査 申請

建築

7･ 宅地造成 -

(3)造成協定

造成工事の実射 こあたっては,当初各工区ごとに市と協議を行なってきたが,事業の円滑な推進を図

るため, 52年2月に市と公団の間で造成協定を締結した｡

その後,同年3月に全体協議その1(一次造成及び先行造成を目的とした規制法に基づく全地区一括

協議 ), 53年9月に全体協議その2(二次造成を含む新たな全地区一括協議 )を実施している｡

横浜北部新都市第一地区,第二地区土地区画

整理事業の施行に伴う宅地等の造成工都の協

議等に関する協定

横浜市 (以下｢市｣という｡ )と日本住宅公団(以下｢公EZl｣という｡ )とは,横浜北

部新都市第-地区,第二地区土地区画整理事業 (以下｢区画整理事業 ｣という. )を進め

るにあたり▲｢横浜北部新都市第一地区,第二地区土地区画整理事業の事業計画について
の寛容 ｣を遵守するほか.第 1条の目的を達成するために,必要な事現を次のように定め

る｡

(目 的 )

第 1粂 この協定は,公団が行う区画整理事業の施行に伴う宅地等の造成工事にあたり,

宅地造成等規制法 (以下｢規制法｣というO)及び.El本住宅公EZl法に基づく協議並び

に公共施設等の設計協議,維持管理,検査,引継等を円滑に進めるとともに,工J:riの安

全と事業の推進を図ることをEl的とするO

(用語の定鼓 )

第2粂 この協定において,次の各号に掲げる用語の意義は,それぞれ当該各号の定める

ところによる｡

ll)一次造成

工事用道路,造成上止むを得ない場合の地区界擁壁及び自然崖における裾止め擁壁

の築造を含んだ防災工事を主とした宅地造成で,他の施設等は仮設とし,道路の舗装

擁壁,雨水桝等の構造物は原則として設置しない造成をいうO



(2) 先行造成地

区画整理事業の推進を図るため,本事業の特殊性に鑑み地区内の家屋を移転するた

めに.全体協議(その2)に先行して造成する用地で,市及び公田が協議して定めた

ものをいう｡

(3)先行造成

一次造成の特例的措置として,先行造成地において宅地盤.道路盤,及び擁壁の築

造等が,全体協議(その2)の計画に整合する造成をいう｡

(4) 二次造成

事業計画に定めたすべての工事のうち,一次造成及び先行造成以外の造成をいう.

(5) 全体協議(その1)

一次造成及び先行造成を目的とした,規制法に基づく全地区一括で行う協議をいう｡

(6)全体協議(その2)

全体協議(その1)成立検,二次造成を含み新たに,規制法に基づき,全地区一括

で行う協議いう｡

川 設計指針

道臥 擁壁,及び防災措匿等の実施設計に必要な指針で.市と公団が協議して定め

たものをいう｡

(8) 標準構造図

設計指針に基づき作成された標準的構造図をいう｡

(9) 設計協議

実施設計の詳‡乱 及びその設計内容等を協議することをいうO

(全体協議)

第3粂 全体協議(その1)の成立に引続き.公軌ま,全体協議(その2)の早期成立に

努力するものとし,市は,それに必要な協力をするものとする｡

(設計の基準)

第4粂 道路,擁壁,及び防災措尼等の設計は.設計指針.及び標準構造回によるものと

し･これによりがたい場合は,公軌ま.市関係局と協議するものとする｡ただし,他の

定めがある場合は,その定めによるものとする｡

(周辺道路の整備)

第5粂 公軌ま,地区界に接続する既存道路については.当該道路の管理者と協議のうえ,

必要なものは整備するものとする｡

(造成工事の着手)

第6粂 公田は,全体協識成立後,造成工司り 簡易な工事は除く)に着手する際は,事前

に市関係局と設計協議のうえ,着工屈を提出し,工科 こ着手するものとする.

(工事上の防災持田)

第7粂 公団は,造成工科 こ着手する際は,｢駄浜北郡新都市第-地区.第二地区土地区
画整理事業の施行に伴う防災ダム,水臥 及び公共下水道の譲位.引継,維持管軌 廃

止等に関する協定(昭和 51年 9月 10日締結)｣によるほか.設計指針,標準構造図

(防災捨置構造図)に基づいて,造成工科 こ先行して防災措置を施行しなければならな

い｡

7.宅地造成 ■■■

2 台且の接近▲集中賓雨等が予想されるときは,救重な監視を行い併せて災害の未然防

止に努めるとともに.この防災措置についてはすみやかに,状況を市に報告しなければ

ならない｡

(設計協議変更)

第8粂 公団は,造成工事中に設計協議済の設計内容を変更(軽徽な変更を除く)しよう

とするときは,第6灸に準じて取扱うものとする｡

(検 査)

第9粂 公団は,造成工ZJfが完了したときは.横浜市宅地造成等規制法施行細則第 10粂

(工事の一部完了検査)に基づき.検査を受けなければならない｡

(使用収益の開始)

第 10粂 使用収益の開始は,前条に基づく検査を受け,検査済証が交付された後とするO

軒こ,他の定めがある場合は.その定めによるものとする｡

(維持管理 )

第 11粂 公団は,公共施設等について,市に管理引継完了迄の間,善良な管理者の責任

をもって維持管理を行うものとする｡

(公共施設等の管理引赴 )

第 12粂 公共施設等の管理引鰍ま,原則として,すべての工事が完了し公共施設等が市

に僻属した後とするが,第9条に基づく検査済証が交付された場合は,市と協議し部分

引継が出来るものとする.

ただし,他の定めによる場合は,その定めによるものとする｡

(要 領)

第 13粂 この協定を実施するにあたっての.串籾取扱いの基準は要領の定めるところに

よる.

(疑 義)

第 14粂 この協定について,疑義が生じた事項については,市と公団が協謙して定める

ものとする｡

付 則

(先行造成地に係る特例 )

1 公団は,先行造成地が完了乱 地区内の家屋を当該箇所に移転する際は,この協定の

規定にかかわらず,別に定めるところにより措位できるものとする｡

(施行期日)

2 この協定は,昭和 52年2月1日から適用する｡



7-3 i匡牲 状 況

昭和 55年度までの造成工事の進捗状況は表 7-2及び図7-9の通 りである｡

表7-2 造 成進 捗 状 況

全体計画 一 次 造 成 二 次 造 成

54年度 55年度 55年度 55年度 進捗率 54年度 55年度 55年度 55年度 進捗率
迄 計 画 菓 戟 迄 迄 計 画 実 統 追

第-地区 ALZ548 tLJ142 La54 ▲a33 Ld175 %32 ▲014 ↓a6 一4 ▲α18 %3

第二地区 769 431 112 81 512 67 22 82 82 104 14

図7-9 造 成 進捗 状 況 図

7. 宅地造成 -

二次ja成弟手所

56年度二次j正成必手予定

一次造成怒手折

56まド庭一次速成泊手予定
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8-2 オープンスペース計画

8-3 供給処理施設計画

8-4 教育施設計画

8-5 センター計画

8-6 その他施設計画
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J8 施設言†画 し コ

■ 推計結果の概要

o全 トリップ

港北ニュータウソから発生する全ホームペース トt) ,ブ(片側 )は約 61万 トリ･/プ(1人2ト.)

アブ)と推計されている.このうちのEl的 別 ,行先別及び交通手段別の ト.)ップは表 8- 2-蓑 8-

4の通 りである｡

表 8- 2 トリップの交通練関別配布 (ホームベース トリップ)

Tl Tb T● 一IJL▲● Cl 亡■ CE C● rl
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表 8- 3 行先別利用交通披閑比率 (ホームベース トリップ)

表8-4 目的別利用交通機関比率 (ホームペ-ス トリップ)

(802)

○ ニュータウソ区域外への トリップ

ニュータウン区域外への トリップは全部で179万 トリップであり.内訳は図 8- 3の通りであるo

o自動車利用 トリタブ

自動車利用 トリップは全部で 154万 トリップ(1人当たり05 トリップ/日/片側 )で.これを

自動車台数にすると 108万台/El/片側となる｡内訳は通勤 367%,只物,社交,娯楽 184% ,

業務 443%,通学 03%である｡







2)計画鉄道網整備時期 (803)

｢港北ニュ-タウン交通体系整備計画 ｣では,需要予測結果から前項の計画鉄道網の必要年次を予測

している｡

■ 推計の方法

日的種塀別のマストラ潜在需要を既存の路線 (田園都市線,横浜線,東横線,南武線 )に配分し

(表8-7,衰 8-8参照),これらの港北ニュータウンによる付加需要に港北 ニ ュータウ./以外

の各路線の後背地人口増による需要増を加味し,港北ニュ-タウンからの付加需要をカ/く-できな

くなる時点を求めている｡

■ 推計結果の概要

① ｡号線が必要となる年次は,横浜k,糊 線の横浜方向への輸送余力からみて昭和58-6｡年

となるO

(参 6号線が必要となる年次は,田園都市線の東京方向への輸送余力からみて,昭和68-70年と

なる｡

@ 4号線については,港北ニュータウ./から,散見,川崎都心方向への詣要からみて,昭和 70

年以降にその必要性が高まる｡

ただし,ここで推計された付加需要は,港北ニュータウソから域外へ向けて予測されるr需要で

あり.鉄道新線の需要としては.このほかに,域内需要,誘発需要,他線からの乗 り換え需要な

どが加わることになる｡

以上の,鉄道輸送余力からみた新線必要年次の検討の他に,これら既存鉄道駅に集中する,1スア

クセスの能力について,主として駅前広場の容量から検討した結果

① 横浜線の場合,現在討面中の,十日市場駅,中山駅北口の広場整備が完了したとして,昭和

58-59年頃に/､スノミ-スの不足が疏著になる｡

④ 田園都市線の場合,昭和 60年頃からパスパースの不足が現われるが,それ以前に3号線が開

通し,田園都市線への乗り換えが十分機能すれば,昭和 70年頃までは,現有施設での対応が可

能となる｡

(彰 東横線の場合,港北ニュータウンからの,1ス7クセスを含め,駅前広場の整備について,抜本

的な改善が望まれる｡

(9 3号線開通後においても.F駅駅勢圏には坊浜線へのパスアクセスが残り,昭和 64年頃から

パスバースの不足をきたすことが予想されるので,6号線の必要時期は早まることも考えられる｡

3)施行方法 (804)

｢港北ニュータウン地下鉄の同時施工のための諸方策の検討調査報告告｣(S55 4)では以下の理

由から,区画整理事業の造成工率と地下鉄建設工事とを可能な限り同時施工することが有利とし,建設

(3)鉄道計画

1)計画鉄道網

港北ニュータウンの鉄道は,都交零の答申(41年 3,4号線,47年6号線 )に基づき,以下の3

路線が計画されている｡

(∋ 横浜市営鉄道 3号線

･ルート (本牧一関内一桜木町一横浜一新横浜-港北ニュ-タウソーあざみ野 )

@ 横浜市営鉄道 4号線

･ルー ト (鶴見一末書橋一港北ニュータウン)

㊥ 東京からの鉄道新線 (6号線 )

･ル-ト (大官西部-高島平-El比谷一三田一港北ニュ-タウンー神奈川西部)

･答 申 昭和 47年 3月 1日都営地下鉄 6号線 (高島平一巣鴨間開通 )の延伸としての,大官西

部から港北ニュータウンまで答申された｡

図8-6 計画鉄道 網 図



班の比較,整備方策の検討を行っている｡

① 土工事の重転が避けられる｡

造成工事はまず土の切盛工事から始められる｡その後に地下鉄工率を行うとすれば,一度造成

工事で盛土した部分を再度頻り返すというケースも生じるが,施工の段取りを調整することによ

りこのような無駄が省略できる｡

合わせて土木工事に伴う防災措旺等も宅地造成工事サイドで地下鉄工事部分をカ/く-できよう｡

◎ 沿線地域への工事に操る環境対策が容易である｡

既成市街地部分での地下鉄工事では,振動,騒音等の環境問題による地元住民との トラブルを

発生しやすいが,区画整理区域内での造成工事中はそのような懸念は不要である｡

Q) 埋設物の切りまわし等の附帯工ZJiの発生を最小限に止められる｡

④ 路面穣工等の工程をほぼ全面的に省略でき,交通のきりまわしがほとんど不要である｡

4) 梢 造 (804)

鉄道 3路線における構造形式は図8-6の通 りであり,また,鉄道教の土地利用区分は図8-7の通

りであるO

図8-7 鉄道構 造形 式
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表8-7 既存鉄道方向別付加需要 通勤通学目的 (ケース1)

午 発生 A(田園都市線 ) B (&*&) C (兼併浪) D(南武簸)
吹 貼中 麻 方向 八王子方向 計 東京方向 朕 方向 計 汁

5456586062646668707280 0D0D0D0D0D0D0D0D0D0D0D 111I1I22 376 24 500413 126 539523 149 672 JlO7 78 LI85443 80 52)599 94 693943 )48 1.09) 2.3701892,8392093.49227一15.8814267.0日7577.8268459.5149549.504I.08)10.4031,486日.lLI61,500-2.808 】1.996 291352785384358519271 1817467 1454545 1622978 1827498 1064967 )85638ノl 2879215 2801 66154)624595850793152243LL982)I3714674927810021453703Jl2530379023747 326763968248910S8571681.0163011.1613361.2383791,3524291.520592I.5715981.796785

表8-8 既存鉄道方向別付加需要 通勤通学目的 (ケース2)

午 発生 ら (排浜扱) C (,j舵併線) D(南武線)
吹 躯中 汁

5456586062646668707280 0D0D0D0D0D0D0D0D0D0D0D LI5610I)I)21l4).598 395 4376 124.095 JI88 5389 ー2JI日7 6LO 6487 LLILl691 2)8.190 397 1.329 4LH 1.520 493 2,993500.583513,727631.59L909.554.857.977,770.615.013 II11 491 250 1407 78184 JI88464 124987 6106JILL H41日 1,083 8068 218 1767 1.333 10925 397 2225 1.502 11147 441 2751 1,608 】2408 493380 1.736 17)2 56l927 1.9LIl l3745 780 4402 2.020 14762 798 Jl240 2.293 15878 1,057 7̀11485672588597788l94286100322727583359901 189 352l97 LtO2249 558356 925 1616 1.666 2687 1.859 2785 2.08JI 2894 2.347 36615LH643599885&075692816532821905▲l6852869 3267640884516lり96̀l1851,1503351,319374),399421I,513472I,684649L.734651l,953847112 734 561177 1.941 1391 78056一1 2.020 2433 789721 2.293 2308 1.072 295 273 241

く注) ケース 1 地元使先入居梓が80年の場合

ケ-ス2 地元gE先入居枠が100車の朝倉

(803)







(3) パス運行計画 (802)

1)/1ス運行システムの基本的考え方

港北ニュータウンでは,/iスサービスの基本的な単位として,各種の施設に対応した歩行圏であるヒ

ューマ ンセクタ-をバスサ-ビスのル-トでつづ り,ニュータウン内の鉄道駅に対応した,;スセクタ-

という概念を導入している0,1スセクターの単位は図8-10の通りであり, 1セクター当たり3万- 4

万人の圏域人口を有している.

また,バスセクタ-とともに,パスを忠誠的に集中して処理するノミスjJき中軸を設定している.

図8-10 バスセ クター図

(802)

8. 施設計画 iiiiii

2)/:スルート

｢港北ニ 1-タウン交通計画｣では,前項の/ミスセクターを囲む形で,次の6種類の/ミス系統が提示

されている｡

(力 住区の末端から各駅への往復路線

@ 各駅からセ/クーへの往綬路線

④ ㊥の起終点を同一にし,経路の異なる二ルートを結合させた循環路線

毎) ニュータウソ周辺既存駅とセンタ-を結ぶ往復路線

(9 横浜,川崎等周辺主要市街地からの長距離路線

このうち,朝,夕の通勤時には住),(参のピストソ輸送の運行頻度を高め,昼間の男物時には(彰,(彰の

往復路線の頻度を確保すると同時に,車輪の回転上循環運転が経済的な場合は(彰を補強した/:ス運行形

態が主力となるO

図8-11 ニュータウン内のパスルー ト想定図

-L-解凍既存駅からの-スJL/- ト

○ 堺

(802)





以上の考え方に沿って,現在では次のような幹線道路網が都市計画決定されているO

図8-14 都市計画決定済幹線道路網図

(∋宮内 ･新横浜線

◎ 丸子 ･中山･茅ヶ崎綴

@新枕浜 ･元石川繰

(む中山 ･北山EEl綴

(9日舌 ･元石川綴

@ 横浜 ･上麻生線

⑦ 佐江戸･北山EEl鋭

頓)大㈹ ･東山田線

㊥新羽 ･荏EZ]線

(◎牛久保 ･中川線

0 1 2 3 4 5KLn

2)道路断面

港北ニュ-タウンにおける段階構成別の道路標準断面は,図8-15の通 りである.
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(5)駅前広場 (802)

｢港北 ニュータウン交通計画 ｣では,駅広面前の昇定を乗降客数を基礎とする都市計画協会式によ

る方法と,駅集中交通量の交通手段別内訳を基礎としてもIiみ上げる方式の二方法で推計しているO以下

はその結果である｡

表8-9 駅 広面 積 計 算結 果

乗 降 客 数 都 市 計 画 協 会 式 宥iみ 上 げ
上 限 標 準 下 限

A 32.420人 4,100m2 3,900〝㌔ 2,8007㌦ 1.9007Ti2

B (51.320)56,700 7,300 6.80012,0005,100 5,000 9,760

C (101,400)123.500 12,900 8.900 18.0205,9406,8105.690

D 43,040 5.500 3,800

E 52,420 6,700 6.200 4.600

F 50,080 6,400 6,100 4.000

(江l) ( )内はニ1-タウ/内発生のみの乗降客数

(注2) ｢石7み上げ｣棚は次項bの井定結果であるo

上表から.各駅の駅広面前を次のように設定しているD

A 4.000m2(第一地区広場第 3号 3.450m2)

B 8,000 ( // 第2号 10,100 )

c 16,000 (第二地区広場第2号 14.140 )

D 5,000 ( 〝 * 1% 5,760 )

E 6,000 (第-地区広場第 1号 5,990 )

F 5,000 (第二地区広場第 3号 5.840 )

計 45,000

(荏) ( )内は駅前センタ-部の基本設計結果による面桁で,事業計画hFrt(1変)による｡



図8-15 主要 道籍断面 図
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図 8-20 住宅 地 内の緑道

図 8-21 通常の造成による断面 図 8-22 緑道の拡幅 (A-A')

盛 も 』 - 轡 - -

■ 線 形

線形は極力直線を折りあるいはずらし,さらに曲線を導入することにより,単調さをなくすとと

もに,空間のスケールに対応した空間領域をつくり出す｡

<3m歩行者専用道路の折れまがり,すみちがい>

住宅地内では,公共空間の幅は3mの歩行者専用道路に6m区画道路を沿わせて9mとなるO

折れまがり,すみちがい等の設計技法により形成される空間鎮域に対し,周囲の住宅側において

-74-

8. 施設計画 相排

この空間をひき立たせるような配慮が望まれる｡例えば,閲降は生垣とし.特に屈折点の住宅は歩

行者専用道路の見通し先に高木がほしいO

図8-23 折れ まが リ

図8-24 すみ ちがい

<住区内幹線歩行者専用道路>

住区内の幹線歩行者専用道路は,小中学校等公益的な諸施設がこの歩行者専用道路に正面を向け

て配置され,通学,買物等に日常的に利用されるOその計画 ･設計は捺能動線の連続性を確保する

とともに,土地利用あるいは地形条件に応じて,空間的な変化を生み出すように曲線あるいは折れ

まがりを入れ,縦断方向にもスp-プ,階段,橋梁等を配置し,7クセントをつけているO

図8-25 幹線歩行者専用道路の空間構成





<タウソセンター広場 (例)>

タウンセンター南の駅前歩行者広軌 ま,用地区分として道路用地 (歩行者専用道路 ),公園用地

(都市緑地 )および宅地側の公開空地からなっているが,設計にあたってはこれら用地の帰属にこ

だわらず,むしろ周辺の建物と一体となった歩行空間の創出を図った.

図8-30 タウンセンター広場

8. 施設計画 こ=コ

この広場は北下がりの斜面状をなし.野外ステージとしての機能を合わせもち,様々な催し物 ･

行事がくり広げられるよう配慮した｡

</:スベイ>

パスストップは毎朝の通勤をはじめとしてきわめて日馬的な施設であり,その周辺は歩行空間と

して横能的,空間的なゆとりをもたせることが特に重要である｡

図8-31 -スヘイ横断面

図8-32 バスベイと歩行者専用道路 (幅30m)との接続

3) ボンネルフ (805)

港北ニュータウソでは,独立住宅地における歩行者専用道路の一部に以下のような人と串を共存させ

る｢ボンネル7｣タイプの歩行空間が試みられている｡

独立住宅地の7'1=プク内では.幅員3m (一部45m)の歩行者専用道路がU字型の区画道路 (幅員6

m)の先端部を束ねる形で配置されているが,この区画道路の先端部の串の孟はきわめて少なく,ゴミ

収雑事あるいは,各戸への荷物配送車等に比較的限定される｡一九 歩行者専用道路の3m(一部45

m )という幅は歩行者の快適性を十分に確保するほどの余裕をもっていないoそこで,この両者を共存
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させることによって,より豊かな歩行空間を実質的に確保するという提案を行った.つまり,歩行者専

用道路と区画道路の先端部を一体化し,総幅員9m(一部 105m)の中でボンネルフ的歩行空間を実現

しようとするものである.

図8-33は97叫高見におけるモデルプラソであるが,もちろん車がこの歩行空間を横断することはな

い｡また,歩行空間内部の線形は道路自体の｢折れまがり｣の線形にさらにアクセントをつけ,より身

近な空間領域の形成を図っている｡

図8-34-8-36は,既に施工されている具体的設計例であるが.歩行者専用道路のJ(クーソとして

はやや特殊で,幅員が45m,線形も直線となっている｡

総幅員105〝の内部設計は,基本的立場として歩行空間に串が遠慮がちに進入して来るという見方で

行っており,舗装幅は壌低45mとするものの,できるだけ植栽部分を多く設けている｡また,舗装部

の線形は.人のスケールに対応してやわらかみのある曲線とする｡特に留意すべきは人と車の出会いで

あるが,この歩行空間に進入する車に対し,より早く,この場所が｢人の空間 ｣であることを知覚させ

るため,舗装材は車道とは異なるものとし,進入部はさらに材JBの違うものを考えるO歩行者に対して

も同様の配恵が必要であるが,一九 この空間は通行の場として以外に人々が語らい憩う場所でもあり

直交する区画道路のつきあたりに設けられるベノチは,進入してくる車に人の存在を印象づけるととも

に,植木でガードされた安全な｢たまり場｣を形づくるO周辺の住宅は,この空間に対して表口が開か

れることとなり,そのための出入口部を確保しなければならないが,その部分を除いて,宅地と接する

部分は植栽部分とし.宅地側の緑化と一体となった空間構成を図っている｡

このようにしてつくられる空間は,周辺住民の共有空間として意識され,沿道の人々を中心とした,

歩行空間をより豊かなものにするための戟極的な参加が期待できようO例えば,出入口の規制,宅地の

間際への配慮,植栽の努力などの忠誠が実態をもって認識されることとなる.

図8-33 ボンネル7 ･モデル (幅90mの場合)
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図8-34 ホンネル7実施部分
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(7)橋 梁 (806)

1)設置数と位置

港北地区において計画されている橋梁は,全休で133箇所あり,その位置は図8-37の通 りである｡

表8-10 種 別 橋 梁 数

図8-35 ホンネル7実施部分断面

図8-36 ボンネルフ実施部分パース

橋の種類 交 差 形 態 第-地区 第二地区 計

道 路 橋 一般道路A =--一般道絡一般道路B--歩行者専用道路B′=二些些竪禄 道 247 796 91313

歩 専 桶 C=旦亘蔓亘塁些墜_一般道路 37 53 90

緑 道 橋 D=旦 一 旦 _一般道路 1 7 8

(806)

2)橋梁計画の考え方

｢港北地区歩道橋等基本計画｣では,橋梁を重要な景観要素と捉え,計画にあたっての基本的考え方

として次の点を挙げているo

■ 橋梁計画の基本理念

(∋ 安全かつ機能的な橋づくり.

㊤ 人々とのふれあいを大切にする橋づくり｡

(参 よりよい景観を浜出する橋づくり.

■ 橋梁計画基本方針

① 撮道に幽連する橋梁は,緑道の機能を十分認識し,よりよい空間を演出するよう,特に綿密な

検討を加えるo

(9 幹線道路の上にかかる橋梁は,路線毎に ト-タルプランニングを行うo

㊥ 限定された要所に象徴的な橋梁をデザインすることにより,そこのポチソンヤルを高め,ニュ

ータウンの構造を明確に意識させるO

④ タウンセンターに関連する橋は, トータルプランニングを行うo



図8-37 立体交差位置 図
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8.施設計画 __

■ 橋梁計画留意事項

橋梁の計画にあた･,ては,次の点に留意する｡

① 事前に周朗の状況や予想される人々の活動を梼査し,そこに望ましい橋梁のイメ-ジをつかむ｡

(参 計由設計対象には橋梁周辺部も含める.

@ 土質条件は構造形式を限定することがあり,これをしっかりと把握する｡

G) 構造物が他の用地にくい込むことのないように｡

(9 橋梁療葉物については関係機関と十分に協議する｡

3)モデ′レ設計(a-12橋計画 )

B-12億は.｢せせらぎ公園｣として近隣公園と線道の一部が先行的に整備された区域をまたぐ幹

線道路(IBM)の橋梁である｡設計にあたっては録道からの景観を重視し･その機能,構象 形鼠 仕上

げ等にち密な工夫をこらして道路橋という土木的スケールを周辺の水辺空間及び接地空間と一体化し･

かつンソポリ･,クな空間を杭出しようとしているD

図8-38 8-12橋の位蕃 図8-39 B-12楕 周辺状況図



図8-40 B-12構設計図

図8-41 B-12楕パース
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8. 施設計画

8-2 オ ープ ンスペ ー ス計 画

∩)港北二ュ-タウンにおけるオープンスペースシステム<グリーンマ トリックス ･システム>

捲北ニュークウ./におけるオープンスペースソステムは,その税幹にグリー･/･?トリ,クス .ソステ

ムをおき,人間優位の歩行空間の追求を戴く指向している｡

システムの基本的性格,体系等は次のとおり位旺づけられている｡

l)開発EE標 (801)

グリ~ソマ ト1)ックスの実現は･港北ニユータウン計画上の主要なテ-マの 1つである｡周辺がすで

にスプT]-ル等によって市街化されているという立地条件と,組発手法が区画整理であるということか

ら生ずるきびしい開発条件の中で,グリーンマトリ ックスは豊かな空間の造成と人間性回復の街の実現

を.より包括的体系的に追求するためのシステムとして提案される｡

具体的には,このシステムで解決を言1ろうとするr娼先日標は,次のものであるO

① 通勤.ri物時歩行の安全性.快適性の確保

㊥ 余暇活動のうち,休息.散歩,-イキソク.スポーツなどの機能充足

③ 教育施設-の登下校時安全性快適性の確保

④ 公害 (特に自動申公害 )を防ぎ自然の恩恵を確昧

㊥ 豊かな空間構成(ふるさと,季節感.にぎわい,親密な人間的係)

@ 災害時混乱の防止

2)捕成要架

グ1)-ソマ トリックスは歩行者専用路を軸として,次図に示す構成野乗をもち.スペース系 (桝成要

莱)と行為系の多様な相関としてとらえられる｡

3)構成の仕方 (システム設計)

(9 --ドなグI)一･/の検出

ダリ-ソマ ト1)ックスの検討において求められるのは,基本的には土地利用と緑地保全の殻合性

の問題である｡保全の系として現存する録を考え,この現存する禄の中で保全の対象となるべきも

のを･開発にかかわりなく持続する都市構成要素という意味で.｢--ド｣なク.)-ソと呼ぶ｡-ー

ドなクリ-ソは学術上の重要鼠 景観上の盃安産を指標として,現地詞乱 植生臥 航空写巽1/

2.500現況図をもとに検出される｡

㊤ 幹線ルートの決定

-ードなグ1)-ソとして検出された,斜面のグリーンと,校庭公園等のオープソスペースによっ

て幹線 (全体系)を形成するためには,幹線を谷部分に通すことが有効である｡これによって谷底

のオープンスペースを通して斜面のグリーンを効果的に見ることができ,広がりとグリーンを満足



でき,丘陵のすそ野部分の集落社寺等の屋敷林を組みこむことが可能である0

④ グリーン系とオレソ17系

グリーンマ トリックス幹線は,学校等を含むため,いわゆるグリーン系のみで形成されるわけで

はない｡また,グ1)-ソマ トリックス幹線はセンター等の開発密度の高い部分を結ぶため部分的に

目的的ないわゆるオレンジ系によっても形成されるO従って,幹線はグリーン系とオレ./ジ系の二

種掛 こよって有機的に計画するd即ち各駅の徒歩圏は高い開発密度を予測して｢オレンジ系 ｣優先

を原則とし,駅圏外は｢グリーン系 ｣優先を原則とする｡又,各支線はオレンジ系を原則としたO

(∋ 公園ソステムとの連動

公園のシステムは,中央公園 (自然公園 )- 地区公園- 近隣公園- 児童公園の系統を考え

る｡

各公園は自然地形と,既存植生を活用し,中央公園を中心にして幅 50m～ 100m のもの とし

て連続的に展開し,段階別の各公園というより一連の公園群あるいはオープンスペースとしてより

オープンな住区構成を生み出す｡

以上の検討をもとにまとめられたのが,次に示すグリーンマ ト1)ックス,iタ-ソ回である｡

図8-42 空 間 と行為 の 相 関
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図8-43 グリーンマ トリックスパターン図 (歩行空間の全体ネットワーク及び緑道部分の標

準断面 )
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ィプ空間とする(学童のみならず一般市民の利用も考える)｡

･広幅貝の歩行者専用道路(生活軸 )に隣接して配置し,小学校,中学校と一

体化をはかる｡

小 ･中 ･高 校 一 ･都市災害時の避難場所の俵能も果すQ

㊥ その他

文化財 ･寺 院 一 ･現況の姿をできるだけ残し"ふるさと"をしのぶ素材とする｡

堆 合 農 地 一 ･一定期間良薬を継続したいという人々のために.ある期間良薬緑地として担

保する｡

集合住宅用 地 一 ･主として撮道沿いに配し,約 20%が現況地形.現況植生で残る｡なお,こ

の部分は空間的には録道との一体化をはかる｡

(彰 その他地区

緑道体系は公団施行地区内で完結するものではなく,早絢)lL周辺,及び虚業専用地区を含んで一

体となる｡

河 川 ,水 路 一 ･早測川の管理用道路を,レク1)エ-シ8ン動線とする｡

･早測川の支流である水路敷 (暗渠 )を,緑道的性格に盤併し,第 1･第 2地

区を結びつける｡

凸菜専用地 区 一 ･生産額地であるとともに,緑の空間,災害時の避難場所の横能も果す｡

(2) オープンスペース体系の基本構成

オープソスペース体系の群成要素は,公園緑地を中心とし,公益的施設用地及び集合住宅用地.寺玩

用地等であり,その内容は次のとおりである｡ (807)

(9 公園撮地等

公園緑地には,操の保全と7クティプ空間の確保の2つの側面があるが,港北地区では.操の保

全を主体として,計画,配置しており,それらは歩行者専用道絡,及び緑道で帯状に掛 fれている｡

なお,各公園は,次のような役割を果すことが期待されている｡

捻 合 公 園 一 ･広域型タウソセソク-と一体となって,買物,L,ク')エーシ zLソ等の行為の

共存をはかり.リ-ジBナルIt=./クーの一役を果す.

･自然公園的性格を中心として,多El的な役割を果す｡

都 市 禄 地 一 ･できるだけ現況の地形,及び植生を保存し,公的空間として禄を担保する｡
近 隣 公 園

(例えば,現造成計画では公園全体の約半分が現況保存であり.残りの半分

が.造成面F平場』となっている｡)

児 丑 公 園 一 ･児童が遊び,行動する助D

･比較的小規模なものを適宜配位し,それぞれに特徴をもたせる.

特 殊 公 園 一 ･クウソセソタ-内の-'いこいの揚 "｡
緑 道

･各種のオープンスベ-ス(公園緑地,公益的施設用地,非合住宅用地等 )を

結ぶ禄の都市軸.

･緑 ･水 ･土が一体になった自然の空間(例えば,現造成計画では比較的ゆる

い勾配で斜面を仕上げ,群棲的に線化r移植等』が可能なように配慮してい

る)｡

歩行者専用道路 一 ･通勤 ･通学動線

･各住区 (中学校区)の生活軸｡

･幼児の遊び場｡

･都市災害時の避難ルート(主要なもの ).

◎ 公益的施設用地

公益的施設用地は.地区の人口に対応して適宜配位しているが,教育施設用地として小学校.中

学校.高校の他に中学校区に-カ所,柴合運動場を配位しているのが特徴であるOなお.これらは

歩行者専用道路,疑道で結ばれている｡

非 合 運 動 場 - .公園緑地を群棲的に線化する反面.教育施設用地である集合運動掛 まアクテ

表8-11 オープンス

ペース一覧表

(807)
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4)公園 ･緑地の配置

公園 ･緑地は約123血,地区面槌の約 93%であり,地区計画人口1人当たりでは 56mクになる｡

地区別,種別ごとの計画面茄等は次のとおりであるo

表8-13 公園 ･緑地配置計画

地区種別 第 一 地 区 第 二 地 区 計箇所 数 面 積阜⇒ 箇 所数 LnlUl+Ll 箇所 数 d1机一日

総 合 公 園地 区 公 園近 隣 公 園児 童 公 園 2826 ll.320.05.4 12739 18.918.218.16.2 141565 18.929.538.1ll.6

公 園 計 36 36_7 49 61.4 85 98.1

都 市 緑 地緑 道 12 0_3ll.2 13 0.512.6 25 0_823.8

緑 地 計 3 ll.5 4 13.1 7 24.6

(江) 面前は都市計画決定幣料(昭567)による.

(4) 公園緑地計画の事例

1)総合公園 (808)

第二地区に計画される総合公園のデザイン.コソセプトならびに同公園整備のための 7事業は,次の

とおり提案されているo

総合公園の整備は,グ1)-ソベル ト,タウソセンター,早調川地区のそれぞれの中核的施設として,

さらにそれらを総合化した港北中心地区を形成するモ-}ソトおよび媒体となるものとして位置づけら

れるO

基本的な戦略としては,総合公園を牽引力としてタウンセソクーのポチソシャルをあげ,それによっ

て早捌川地区の整備を誘導し,さらにタウンセソクー,早が川雌 区,グリーンベル トを一休化した港北

中心地区の形成をねらってゆこうとするものである｡このような戦略は総合公園整備計画のための3つ

の扱略計画に対応する3つのt/ベルにわたって展開される.

総合公園の整備事業において日本住宅公EEの関わるべき範鴫は,<空間モデル>の検討で示 された

く山の整備><オープンスペースの形成>くタウソセンター組織構造の形成>により,総合公園整備の
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図8-44 公園緑地配置図
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ための基礎的条件を整えることである｡これらの事業は.基盤整胤 基幹整胤 投合整備の各段階に対 図8145 総合公園整備のための7事業

応しつつ.<空間モデル>に示された空間構造を具体化するもので.図8-47の7つの事業 (計画範噂 )

として提案される｡

これらの事業は各々独立したプロシフlクトとして企軌 計画を進め,それぞれの条件が整いしだい個

別に邸菜化しうる｡また,これらは轄北中心地区の形成という目的のための7つの戦略的7L,-ムとも

いうべきものであって,固定的なプラソではないことはいうまでもない｡

図8-46整備構想のコンセプトと空間イメージ

二二二二= 18.施設言十画 J

＼ I_VT+～+Ill L=FZlTaLtiirEJ*

■1tl (:≡≡⊃

JB■7SL■ ++1Alj⊂三二)

L.tt+ d市の有

図8-47 総合公園整備のための7事業概念図
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2)せせらぎ公園

せせらぎ公園の配置計画 .設計の基本方針は次のとおりである｡

住) 現況の操をニュークウ./全体に体系化する緑道は,その中に｢水｣をとり込むことにより.自然
と調和のとれた都市空間の創出がより確実なものとなる｡疑道は谷筋を中心に配正しているため,

ここに液絡 (せせらぎ)を串入することは物理的に可能であり,さらに撮道に接する公園の要所要

所には池を拠点として配置する計画としている｡

◎ 例示した近隣公園および疑道の一部は,比較的早期に一次造成工事が完了した部分について先行

整僻したものであるが,疑道の幅員は公園部分で 20m,他の部分で 10mと全体の線道計画の中

では中規模あるいは小規模のものである｡また,周囲は.集合住宅地の現況斜面および独立住宅地

に接しており,緑道沿いの土地利用の典型といえる｡

㊥ この公園の平坦部は,あえて運動スペースをとらず池を配し,水捌 ま水に親しめる部分と保全緑

地と調和させる部分の二種類で処理を行.,た｡公園内の保全撮地は,そのまま禄道沿いに頒合住宅

用地へと連続し,その区分は不明確であり,むしろ将来,管 (公国 ),氏 (iLi合住宅地 )一体とな

った保全を期待しているOさらに,園絡および池周軌 こは個性あるデザイ'/の藤棚,パーゴラ,ペ
ンチ,モニュメント等を配IFYEtL,まわりの朱観との調和に配慮したO特に現況斜面に紬まれたくぼ

地には地区内の古い民家の休憩施設として移築し,新旧住民のふるさとの再現を図ることとした｡

(多 このせせらぎ公園を横断する形とな･,ている幹線道路 (幅員 18m)ち.録道からの'Jfi･観に大き

な影響を与える｡この道路は緑道をまたぐ橋梁となっており.道路橋という土木的スケールを.そ
の機能.構造,形態,仕上げ等にち密な工夫をこらすことにより昇華させ.逆に歩行空間の有劾な

空間構成要素として6-極的に活用しようとしている｡

図8-48 せせ らぎ公園
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図 8-49 せせらぎを含む縁遠の断面



3)川和富士

港北ニュータウソ計画区域は,標高10-80mの小高い丘陵地で多摩丘陵に連っており,埋蔵文化財

の宝庫でもある｡また,江戸時代関東一円で広まった富士講は.本地域においでも｢七富士巡り｣と称

する歴史的背景を有しており,小高い丘陵を富士に排し,｢港北七富士 ｣として信仰の対象としたO

川和富士は現存する4カ所の七富士の 1つで,港北地区内で現況保存された北山田古土とならぴ】第

二地区近隣公園6号内に移築 ･保存される計画であるD

整備計画の基本方針は,次のように設定されているO

(ヨ クリ-ソマ トリックスの一部として疑道と連帯した緑豊かな空間とする｡

④ 第二地区第二位の標高 (海抜 70m)を有することから.地区周辺のラ./ドマークとし.併せ展

望台としての故能を付与し.富士信仰の場であることのデザィ./表現 (形態,施設等 )を図る.

(5)緑 道

1)整備方針

港北地区における禄道整備の前提条件,及び整備方針は次のとおり捉えられているD

① みどりの体系は港北地区の特徴であり.その中でも｢緑道 ｣は都市の召格となる様に,計画,醍

置されているo

@ 疑道そのものは幅員10m～40mの造成地であり,現況樹林をかかえているわけではないが,

その周辺には多くの樹林が保存され,一体となって緑道空間を構成するo

㊥ 宅地開発は結果として,存在していた緑を破壊してしまう｡つまり港北地区において,緑は現状

より大鼓に減少せざるを得ないo

④ 緑の育成には時間を要するO成木を導入して形を整える事は可能であるが,多萌の資金や管理費

が必要である｡

⑤ 今後,港北地区の民有地に緑が植えられたとしても,総量としてはそう期待ができないo

㊥ 都市の中には,そぞろ歩き･かたらい ･子守り･日なたぽっこ･思索等の為の空間が必要である

し.また,体力の弱い人 ･老人 .子供等の為の空間は.公共的に用忠すべきであるO

(う 港北地区においてはアクティブなスべ-スをうけとめるものとして,集合運動場の一般開放や歩

行者専用道路の活用が,十分考えられる｡

㊥ 人口の定着には相当の時間がかかるとみられるOこれは造成された平坦な土地が相当長期にわた

り存在することを意味し,スポーツレクリエ-ン｡ソ需要を吸収する場としての利用の可能性があ

ることを示している(土地所有者である農家の生活対策上も,考えうる手法である)a

㊥ 港北ニュ-タウン区域全体からみると,早捌川沿岸等,今後アクティブスペースが供給される可

能性が残されている｡
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⑲ 運動スペースから樹林への転換は非常に難しいが,その道は今までそうであった様に,比較的容

易であるO

⑯ 緑道を樹林中心とした場合,隣地あるいは附近住民との摩擦が生 じる可能性があるが,それは問

題の生じた時点で,まちを考える契機が生じたのだと応極的にとらえることもできる.

⑩ スポーyレク1)エーソ;/Elf,'要は増加しているが,その内容は多様であり,すべての要求に対応

するには多生の土地が必要とされる為,これを区画整理事業の中で全住民の負担,即ち公共施設と

して整備すべきかどうか,疑問がある｡

この様に緑道 (緑道空間 )を,緑の環境づくりの主役として考えると,禄道の内部に｢水 ｣をとり込

み,せせらぎ計画として水辺空間の創出を図る意義は極めて高いものとなり,疑道を中心としたみどり

の体系は,ニュータウソ全域及びその周辺部へとより広範に展開してゆく可能性を残している0

2)せせらぎ (809)

せせらぎ計画の概略は次のとおりであるO

(∋ 緑道計画との関連

｢線の環境を広大限に保存する｣ために,現況沢筋に設定された録道 (幅員 10-401n)沿いに

は,既存の斜面緑地 (コナラ,クヌギ等の雑木林や竹林 )が公園の一部や集合住宅地の一部,ある

いは神社 ･仏閣,文化財の一部として計画的に保全される｡

このニュータウンの軸となる禄道に｢水｣を導入することで,線道沿いの｢緑｣は景観的にも機

能的にもその存在意義を大幅に拡大し,自然と調和のとれた生活環境の創出が可能となるO

(参 全体的な配置′くクー ソ

総延長 15kmの緑道内に6系統の流路とこれに附帯する池を拠点として配位する｡流路は繊維的

に水を流すことを主眼とするが,落差をつけるあるいは部分的に拡幅するなど,宗観上の配慮を行

う｡また,拠点には周辺の景観や用途に応じて自然型または人工型のたまり･よどみを考える｡

④ 水源の確保と流品

雨水を他に貯留し,それを放流することを中心に考え,これに,i-:ソプによる循軌 青梅桑や井戸

からの補給等 を組み合わせるO雨水による場合でも,下水道計画との調整をはかれば,年間150

日程度の流れが期待できるO同時に,各流路は降雨時でも水深約 20cm,流速 10m/秒を超えな

いように下水道計画と調整する｡

④ 建設計画及び維持管理

水源の確保,維持管理,公園計画との調整などは充分な検討を行い,その解決を計らなければな

らない問題であるが,実験的な試行のくり返しや関係者間の話し合いの中から解決策を求め,この

計画の実現をめざすものとするD



図8-50 せせ らぎ模 式図
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(6) 集合運動場

1)整備方針

港北地区において,教育施設用地の一環として計画されている張合運動場用地は極めて注Bされる｡

これは中学校区.つまり二小学校,-中学校に対応して,操道沿いあるいは歩専道沿いに配置されて

おり,児童 ･生徒の活動の場を主たる目的としている.しかしこの用地は,当初から考えられていた

ように,学校の休日の時には.一般市民の利用が図られるべきであり,小学校用地.中学校用地と一

線を画すエリアで約 2山の面前があることから,相当量の,主として育少年層のス,ボーッL'クl)エー

シ'ソ需要を充たすことが可能であるOまた.公共の公園施設内では,実質的に運動場という形で,

広い空間を整備するのは難しいことからも.この空間は.まずスポーツレクリエーシZ,ソの場として,

効果的な整備が図られることを期待したい｡その整備内容は,児童 ･生徒の利用とともに,一般市民

の利用としてふさわしいあり方が実現されるべきであり,今後十分な検討が望まれる｡

2)配置計画

集合運動場の計画規掛 ま,第-地区6カ所,面前約 116La,第二地区7カ所,面前約 136Laである｡

表8-14 集合運動場配置面積

節 - 地 区 第 二 地 区

ノ佑 面 前(La) _砿 面 前(▲a)

12 1_9201_824 12 1,9061.994

345 1_9781_9342_0001_929 34567 I.9692.060I.8916 1.7332.093

計 ll.585 計 13_646



8-3 供給 処理 施設 計 画

川 河川改修計画と洪水調査

港北ニュータウ1/の開発スケジュー′レを円滑に推進していくためには,関連河川の改修が大きな,ポイ

ントとなっている｡関連河川としては鶴見川,早誹りrt,大鴨川.有馬川などが挙げられる(図8-51)0

このうち,早捌川と大場川については既に改修済 (53年度完了)であり,これらが流れ込む鶴見川に

ついては昭和 60年を目途にその改修が進められているo鶴見川は,これまで幾度にわたり氾濫を起こ

し,流域住民に浸水被害をもたらしているため,監督官庁は当地区の開発にあたって厳しい開発指導行

政を行うに至り,雨水放出品を調整するため地区内に防災ダム(当初 25基 )を設置することを開発の

前提とし,机見川の改修の完了までダムを存続させる等の指導が為されているoLかし,鶴見川の改修

計画の完了に合わせた開発スケジュ-ルでは現行の 62年度が 65年度構成となり,事業遅延に対する

地権者の反発,仮設防災ダムを長期間存置することによる事業採井上の不経済性などの問題を惹起する

こととなるため,次に述べるような対応策がとられている｡

① 鶴見川の流下能力を早急に高めるため,事業資の一部立替を行うo

改修計画を開発スケジュールに合わせるため./くイ7'ライン等の建設幣金を公田で立て替え,鶴

見川の流下能力向上措置を早めることにより,ダムの早期撤去を計るo資金は譲渡施設方式により

施設使用料として回収する｡

㊤ 地区内ダム代替施設として白山地区に暫定遊水池の築造を行うa

横浜市が緑処理場の三次処理場として予定している白山地区に暫定遊水池を築造することにより

使用収益の早期化を計るO

打) 規 模 面前74La 貯水量20万m3

tP)跡地処分 横浜市に時価譲渡

なお,白山地区の暫定遊水池については,横浜市と寛恕を交わしている｡

(日 用地取得時期

公団は,横浜市が権利者等と行う協議,説明及び覚告締結後用地取得を行う.

(2)用地取得価格

用地取得価格は,公Eflが定め,横浜市の意見を聴収するO

(3) 未取得用地

末取得用地が生じた場合,その取扱いについては,公団と横浜市で協議する｡

(41括浜市の買取 り時期

横浜市は,原則として公田が用地取得完了後,次のいずれかに該当する時期に公EZ]か

ら用地を取得するo

V) 横浜市が,下水道三次処理場用地として必要となる時期 (昭和58年をめどとする. )
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図8-51 港北ニュータウン関連河川

ぎ8.施設計画 二=コ

表8-15 鶴見川 ･早測川 ･大熊川河川計画

区 分 鶴 且 川 S 執 Jrl 大 熊 川

流域面積 km2 234.5 27_8 1_4

延 長 km 42.5 8_48 2.34

計画高水量 (長期 ) 2300仇3/a 350ポ// ら 70加3/S

〟 (暫定 ) 950仇'/ら 200mJ/ S 70㌦ ///ら

概 要 昭49.3 2300T'LJ/ら 昭54.4350mシ/S都荷 昭42.5缶見川合流点決定 言十画決定 エb下村椿まで1板

23007'tJ/Sの内訳 昭46.3矢崎橋 よb関 河川

1800爪シ/S は本川で 根橋まで1級河川-

500''Lシ/Sは遊水池 原橋まで 1顔河川

又は分水 川補助制度で改修 昭和 45年度よb都市

宋往長大 812mン/S 昭46以降都市′｣＼河川 小河川補助制度で改



(ロ)公団の土地区画整理事業の進捗に伴い 遊水池設置の必要がなくなった時期｡

(′うV),(ロ)以外で,公団と横浜市で協議して示す時期
(5) 買取り価格

横浜市が用地を買取る価格は,横浜市が買取る時期の時価を原則とする｡

図8-52 早,XIHll.大熊川の河川改修標準断面図

○ 早 綱 川

○ 大 鴨 川

矢橋 一得 捺

璽 璽

西原紘一川根格

(2)下水道計画

横浜市の下水道計画区域は,約 39,500Laで,9処理区に分かれており,港北ニュ-タウ./地区はこ

のうち港北処理区及び線処理区にまたがっている｡

港北ニュ-タウンの下水道事業は,横浜市公共下水道事業の一環として,公団が横浜市より一部,施

工委託を受け,事業を実施している｡

処理システムは分流式で行い,雨水は早測川を始めとするニュータウン関連河川に放流し,汚水は地

区外の港北,緑両下水処理場で処理されるD下水道の主要系統は図8-53,8-54の通りである｡

8･ 施設計画 朝田

1)計画の経緯

025 10 市 下水道事業認可

027 4 市 都市計画決定

032 3 市 都市計画事業認可

047 12 市 港北下水処理場運転開始

047 11 市 緑下水処理場建設着手

051 3 横浜再告示 第 86号

横浜国際港郡建設計画下水道の変更(横浜市決定)

051 3 神奈川県指令計 第504号

横浜国際港都建設下水道事業横浜公共下水道認可

051 3 建設省神都下公売 第 11号

公共下水道事業変更認可(録,港北処理区 )

051 9 市と公Eflとの下水道協定及び確認事項

054 6 既浜市告示 第144号

杭浜国際港都建設計画下水道の変更

054 8 建設省神都下公発 第 11号

公共下水道事業変更認可(港北処理区 )

055 3 神奈川県告示 第241号

横浜国際港都下水道事業横浜公共下水道認可

2)計画の概要

Jl 第-地区の計画概要

汚水排水施設は,計LBj処理人口約92,000人,時間最大汚水韮 7502(1人1日に換井 )として

計由し,汚水管約 108,000m(地区内内径250mm～ 1100m )を布設し,地区外の横浜市公共

下水道の山田幹線,元石川 ･新羽幹線及び新羽ポソ7'場を経て港北下水処理場-導く｡

■ 第二地区の計軸概要

汚水排水施設は,計画処理人口約 128,000人,時間般大汚水丑 750L(1人 1日に換罪 )とし

て計画し,汚水管約 153,000m(地区内内径 250Jnnr- 1.200m7W)を布設 し,地区外の横浜市公

共下水道の山田幹線.元石川 ･新羽幹線及び新羽ポンプ場を経て港北下水処理場へ,一部は市ヶ尾

幹線を経て録下水処理場へ導く.

なお,山田幹線,元石川 ･新羽幹線,新羽ポンプ場及び港北下水処理場,また市ヶ尾幹線及び緑

下水処理場の事業は港北地区とは別途 (横浜市 )事業となっている.





図8-54 下水道計画主要排水系統図 (雨水 )
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表8119 事業排水量原単位

分 類 原 単 位(17か/ら)
南 桑 地 域 0_00520

準 工 業 地 域 0.00139

学 校 施 設 用 地 0.00100

その他 捻 合 病 院 0.00420
清 掃 工 場 0_00547

福 祉 工 場 0_00100

o管渠施設

表8-20 管渠施設の計画延長

8･ 施設計画 -

(a)o学校施設用地とは.小･中学校及び砧等学校を言う｡

0析掃工掛!,準工薬000139(nl/ら)を見込んだも

のに更に0035(†一ん/S)を見込むものである.

地区負 区 分 雨 水 汚 水 計地 区 内 外 小 き十 地 区 内 外 小 計

慕 円 形 管定 形 菓 123_63,0 4.41,6 128.04_6 96.302.70 4.0000 100.302.70 228_34.6
也区 ト ン ネ ノレ,陣 没暗渠 1_1(194ケ) 00 1_1(194ケ) 3_8(194ケ)
; 計 127.7 6_0 133_7 99.0 4.0 103.0 236.7

A 円 形 管矩 形 菓ト ン ネ ル 161.71.40 6_65.437 168_36.837 144.6044 7.0007 151.6051 319.96.888

也区 階 段希 桑 (127ケ) 0 (127ケ) 0 0 0 日 27ケ)
計 163,1 15.7 178_8 149_0 7.7 156_7 335.5

○処 理 場

･港北処理幼

計画処理人口 2系列 226,000人

･歳 処理 場

計画処理人口 1系列 142,000人

うち港北地区分 190,000人

うち港北地区分 30.000人



(3) 上水道計画

日本住宅公団が施行する,港北第-地区及び第二地区への給水は,神奈川県内広域水道企業団の¢

2,800%系 (西長沢浄水場系 )を水源として,横浜市が受水し,第-地区には牛久保配水池,第二地

区には新港北配水池を設旺し,これを配水拠点としそれぞれ高区,低区系別に配水管網を梢成し配水す

る｡

高区系は加圧ポンプ方式とし,低区系は自然流下方式とする｡市区及び低区の区分は造成計画地盤高

が標高 25m程度を標準境界線とし,土地利用計画及び地形等に応じて区分した｡水源及び配水系統は

図 8-55.図81 56のとおりである｡

図8-55 水源 系統 図
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図8-56 上水道計画配水系統図

8. 施設計画 ■-



1) 計画給水区域

計画給水区域は,公田が施行する港北第-地区 (面蹴 5483山 )と第二地区 (面前約 7686La) で

ある｡

2)計画給水温

計画給水丑は,一般給水丑と特BIJ給水温とを加算したものであるQ表8-16のとおりo

d 一般給水丑

一般給水丑とは,港北二ュ-タウン計画給水人口22万人に給水原単位を乗 じて得た鼓であるo

給水原単位

-人-日液大給水晶 250∠//人

■ 特別給水丑

特別給水益は,土地利用計画に基づ く公共,公益,商工業施設,その他の水益であるo

これらの給水原単位は｢横浜市給水装位工事設計施工指針及び設計施工基準 ｣により安出し.こ

れによりがたい水丑は実穀及び推定で算出した.

土地利用計画に基づく用途別人口は蓑8-22のとおりである｡

表8-21 計 画給 水 量

yth) 捕 (bL) ^ E](A)
- I.特 別 Tt 一一 ■.特 h= 王十

念tt Ji E 1014 190.554 Jl7.585 2一.62B dP.21 108.555 57.8一Z 16ム197
岨 区 215.5 29.646 }417 i572 10.789 22,251 10.116 52.id7

!汁 1.51L9 22aDDD 55.DOC 25.000 8uOOO 158.dOd 67.95も 198.544

7L也区 4 LT 445.a 72.652 18.5El5 8.74占 26.904 4a544 22.899 d5,2d5

低 匡 ー05_A 1?.5dB 4.842 754 5.594 ll.52占 2.242 1i788

†十 5J8_5 92.COD 25.dOt】 9.50l) 52.SOD 54.89tl 25.ld1 8nQ51

那也区 + さ d58d 17.7(】2 29.425 12.8e2 42.507 67.991 54.945 102.954
旺 区 loo 1D.298 2.575 2.618 5,195 7.725 7.Ei54 15,57?
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表 8-22 土地利用計画に基づく給水人 口

8 施設計画 TW

内 訳 全 地 区 折 1 地 区 軒 2 地 EE
面廿rhり 人 口.(A) 面冊 (h8) 人 口 (人) 両gr(118) ^ 臼 (人)

公了F]1汁昭有棉地地 ik 合 t三 宅 1 57_a 92.508 65.a 58.□【)0 92.8 5一1.500

介 Ja ti 宅 7?.d 12.800 57.8 丘1【ー0 Ill.8 ム70D

公 益 的 地 殻 172.2 1.ロoo 7乙5 500 9B,9 500

J t十 40?.d lt】ム1DO 176.1 JLl,600 255.5 占1.50【)

氏衣也 央 合 性 宅 5.4 2.200 5.6 2.200

84.5 52.4□0 52.1 28.0〔10 52_2 52.40【1

小 規 絹 宅 地 45.4 12.800 50_A 8.don 14.8 Ll.28D

- l投 住 宅 512_0 58.2DO llB_5 15.500 195.7 24.90□

タウン′センタ- 1?.5 2.400 7.d 1100 119 1.500

駅前セ ンタ ー 15,5 5.2ロ0 7.1 1.400 8.4 1.80【】

近険センター 6.7 1.4ロ0 17 boo 50 1.10□

公 益 的 L5枚 0.8 0.5 D_5

I娘､ 倉 Fy 等 ld.占 1.500 5_9 500 10.7 800

′ト ー汁 50ム4 115_900 209.2 47.ADO 297.2 dd.5【】D

公共用也 公 Ed . 損 地 117,7 dA4 71.1

道 路 ーその他 2852 116.4 1dd.8

小 鮒 4009 1d5.ロ 257_9

計 1.516.9 220.ロoo 548.5 92.000 76B.6 128.000

なお,港北地区における配水管延長は表8-23の通 りである｡

表8-23 配水管延長総括表

口 ii Jl (I) 合 Tt (一 才 十七 IE Lt ( ■ ) 介 Nf ■ ■
ELJLt ◆ 伍q配水Y + Ib:ヶ tr ■ Llh-十Yr

5D 1十†

lnO l9.850 占7.958 lOD 77.Die lh自87 87.955

712 占臥57J 10Jl.995

DlS 5Je9

15 1985

2,8～1 2.590 占.808

574 5,575

1271

ptE]00

bt100 ◆1.loo

○12ロ0 ○ヽ200 250 +ナL1



○配 水 池

･港北配水池 用 地 58.400m2

貯留丑 30,000TTf うち港北地区分 16.250〝㌔

(港北ポンプ場 150kW×3台)

･牛久保配水池 用 地 24,500 m2

貯留丑 23,700〝㌔ うち港北地区分 23,250〝㌔

(牛久保ポンプ場 220kW×4台)

(4)廃棄物処･哩計画

以下に示す地区内に設置されるごみ焼却場で処理される計画である0

I)清掃工場の計画概要

○計画処理能力

○建築物の内容

○敷 地 面 前

○建 築 面 研

○延 床 面 群

○建 築 期 間

○事 業 主 体

○処理対象区域

○余 熱 利 用

800トソ/日(400トン/日×3基 2基稼動, 1基予備)

ごみ焼却場,管理事務所,収4Je事務所,要員宿舎,計画棟はか

64.200〝f

17,148〝㌔

33.472〝f

昭 55 1-昭59 3

横浜市 (昭 54 3 24都市計画決定 )

駄浜市と調整中

隣接する駅前センターで余熱利用施設を検討中

2)位置決定に係る経緯

当初事業計画の策定時 (昭 49年 )の計画では,横浜市の要望により第二地区東方段専地区と接する

位置に地区内4如,地区外の袋専地区 45血,合わせて9血の規模で考えられていたOその後一地区外

の用地確保について,市と地元が協議した結果,戯専地区での用地確保が困難となるとともに,位HILJiに

っいても,現計画位置 (第二地区,池辺段専地区と接する区域 )に変更の要望が出され.地区内に全体

敷地規模約 64Laを確保することとなったO
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図8-57 清掃工場位置図

8.施設計画 - i



(5) 地下埋設物の道路占用位置

1) 占用位置検討の経緯

昭和 50年 3月

51年 3月

54年 3月

54年 4月

54年 11月

55年 3月

｢横浜北部新都市第-地区,第二地区土地区画整理事業施工に伴う道路の

維持管理に関する協定 ｣

上記協定に基き,｢港北ニ1-タウン占用物件調査連絡委員会 ｣において

｢港北地区道路等埋設物占用位任国 ｣を作成

道路占用許可基準告示

事業計画変更認可

上記卒業計画変更及び許可基準告示により,占用位置図を改訂する必要が

生 じ,港北ニュータウソ占用物件調整連絡小委員会を結成

港北ニA-クウソ占用物件調整連絡委員会の結成

2)道路等埋設物占用位荘園

前項の検討経路の成果として,道路幅員BIJの占用位位を次に示す｡なお,占用位掛 ま横浜市占用規則

の｢道路占用許可基準 ｣とつぎの3項について相異する｡

t)汚水管及び雨水管が各々単灸の場合,左右の占用条件 (汚水を右,雨水を左 )を規定から外し,

左右どちらでも可とする｡

11) 60m道路に埋設する下水管の中心間隔を075mとする(道路占用許可基準は055m)0

川) 25m未満の歩道及び25,花で植樹のある歩掛 こ設ける汚水管の占用位位を車道に変更する｡

また,作成にあた.'ては,以下のような関係各棟関の間で協議し調整が行われた｡

横浜市道路局 日本住宅公団

〝 下水道局 日本電信電話公社

〝 水道局 東京電力株式会社

〝 都市整備局 東京瓦斯株式会社

8. 歳設計画 コ

図8-58 道路等埋設物道籍幅員別占用位置図

荏)(》 単位はメートルである｡

② 屯は道路の中心妹を示す｡

③ 占用位田圃は北又は東に向った併断の表示である.

④ 凡 例 S 下水管(汚水) R 下水管(雨水) W 水道 丁 問詰 E･乍E力 G ･ガス

⑤ 囲スケールは範々である｡

4.5m道路 ら
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岳 l 0.3∴
iit}E l ∴･…, r (sR,



9.0m道路 し
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⊂=二二_二==

港北ニ1-タウンにおいては.電柱の地中化及び建柱の場合の建設位置について,以下のような検討

がなされてきている｡

電柱のあり方については,電柱問題研究部会で昭和 53年7月 15日の第 1回部会を皮切りとして過

去8回の討議を重ねてきており,その結果次のような意見の集約をみている｡

港北 ニ ュークウソ地区内の配屯のあり方として,全面地中化は現段階では不可能であり,

建柱はやむを得ない.但し,少なくとも以下のような地区については電柱,電線を排除す

る方向で進める｡

(D 幹線道路及びこれに接する宅地の幹線道路沿

㊥ 歩行者専用道路及びこれに接する宅地の歩行者専用道路沿

@ 禄道及びこれに接する宅地の緑道沿

¢) 公園内

㊥ 学校札 その他公益用地内

@ 集合住宅地内

⑦ タウンセンター地区.駅前センター地区

また,電柱の建設位位については唖々なる理由により民地建柱が望ましいが,地権者の

協力が絶対的条件であるO特に,小親般な宅地,在位.l区域の一部,道路と宅地の高低差が

少ない宅地等については間超があるので,その迎柱については関係者 (市,公【乱 当該街

区の地権者代表 )の間で細部検討の上で決定することにしている｡

建住位tEtについては,電柱間堪研究部会及びその後の合同協での結論を踏まえ,各地区対策協で討談

された結果,道路用地に建柱することとなり, 55年 6月公【乱 乱 東京rdi力KKの間で覚.lfを交換し

た｡

歩車道区分のない道路予定地- 道路の民地側に建柱

歩車道区分のある道路予定地- 歩道の車道側

コ8.施設計画 ロ



(参 考 )

表 8-24 電 柱 地 中化 に よ る土地 利 用別 の効 果

8. 施 設 計 画 ~コ

*各欄の○は地中化に上る効果の大きさ(◎大.0中.･小 )を表わす

這言､聖竺 ダウ-/-t=ソク -駅 前 七 L/ ク ー JA 合 住 宅 地 内 幹 線 道 路 - 般 住 宅 地 旅 姿

設 備 把媚 芸霊芝芸三雲いので ･芸芸的榊 がつかめ 以上

先 行 役 fi ⑳悪霊讐 蓋言霊冨貰 ◎慧害芸妄霊bL言いる ･ぞ芸冨掘軌 が少な 刺 設旺

･慧警 表芸完 いる 儲 架'l;JLEli軍票 る'Xi宰相

電 圧 ･霊芸志望芸するので ◎ 同 左 ◎霊芝禁 誓言己雌 的 で不利 盃凱 品野:2誠 ,'畠比較

変 圧 器 ･三;Tn.誌 設駅 き ◎ 同 左 ◎ 同 左 .菟誓護 貨 幣 詳記浮ならない の難易

中 朝 交 通 ◎聖祭慧覧詣 難 題巣大 ○ かれる 性の比較

歩 行 者 通 行 ･蓋毒重宝柴野 鍔 ○ Cl 同 上

景 観 きるので効果大 ◎ 同 左 ◎ 同 左 ･霊芝芸払 じるので 確 琵琶笠による開放 ･霊霊宝臥 じるので

植 栽 ○ ○ ○ ･票冨諾 霊が多く大 @S冨琵琶i==五品大木 ◎ 同 左 ○

消 防 活 動 ◎空軍壷肇だ弟苧詣果大 ･雷雲TD芸芸芸圭ご申 ◎ 同 左 ◎最 言完品茄言訳区 (⊃ ○

避 難 活 動 ･霊霊芝昌這.bEbD;慧芸 ○ ･霊芝慧芸とな｡地中 ◎ 同 左 諸 賢讐gaQ,与最 琵男必要 ◎ 同 左 ○ 有無

･芸禁 芸立志霊芸が ◎ 同 左 ○ ○ ○ ○ ○
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(8)電 話

電話工作物は,電々公社が施行するO埋設ケーブルの系統及び電報電話局の計画は図8-61の通りで

ある｡

図8-61 電話供給施設計画図

ケ-フル (埋設 )

●旬報i民話局

8･ 施設計画 句H■

8-4 教 育施設計 画

(1) 計画の概念

港北ニュ-タウンの教育施設は,バイPyトプランレポートにおける公益的施設ンステムの一環とし

て計画されており,周辺地域も含んだ利用圏域,施設の複合的利用(集合運動場 ), グ1)-ソマト1)ック

スシステムに組み込んだ配置.他の施設体系(社会教育施設,公園,緑地琴 )との有機的結合など,い

くつかの新しい試みや特徴を右しているo

1)施設の設置数,規模

教育施設の設置数と敷地面前規模は表8125の通りであり,幼稚園24Ea 小学校27校,中学校13

校】集合運動場 13カ所,高等学校6校.特殊学校 1校が計画されているO

2)施設の配置

教育施設は図8-62のような配置計画が立てられており,地区の歩行者路沿いに配置されている.



表8-25 教育施設の設置数と敷地面積規模

中'7:校 〝fl l9.6602 20.0003 17,7504 18B805 19.4506 19.610 〝～1 18,9102 19.4303 19,4004 19.0105 17月306 18.9107 19.410

l 115,350 ..'† 132.900

tit選一I鶴 l 19,2002 182403 19.7804 19.3JlO5 20.0006 19,290 1 19.0602 19.9403 19,6904 20,6005 18,9106 17.3307 20,930

計 日 5,850

.写り.佼 1 32A102 37.2503 33,770 1 29.4402 28,3703 36_230

;f 103ノ130

!苧 .汁 計 11月70

班惟A m>l l.9002 2.0003 2.0004 2.0005 22106 19607 2.0008 2.2209 1,80010 2.210ユ1 1,990 lJ1 2,0002 2,3203 2,2304 2.0005 2.1606 2J)007 2.1608 2.0009 2,00010 1.99011 2.45012 2.03013 2.000

,汁 22290 計 27.340

小学校 1 13,2502 12.6803 12,0004 12.2205 12,0306 12,0507 12.3508 12,0609 12BOO10 12,13011 1225012 12J9013 12.190 1 123tI02 12.8503 12.3704 12,1005 13.1406 12.0807 119808 11,6009 11,990lo ll,97011 12.07012 12.95013 12.34014 12220

図8-62 教育施設の配置計画図

∈≡ ∃ 運 動 也

⊂:コ 闘 ,丁梓

m 中学校
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[エコ 小 学 校

匡 ∃ 蒋鉄芋按
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(2) 小学校

港北地区で計画されている27校の小学校のうち,山田小学校と中川小学校 (既設校を移動 )の2校

が既設校である｡

｢港北ニュークウソ学校計画 ｣では図8-63のような小学校区が提示されており,この小学校区と対

応した人口･戸数は表8-26の通りであるO

図8-63 小学校 区図
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表 8-26 小学校区別人口 ･戸数

<第一地区>

8.施設計画 ｢-

V- 分 l(k:ふ ., 2 } 鳥 … 6 7 'l' " 】1 tZ .慧 た､い

i,,I,iIII; :gil fI.羊ii;iiiiTr享i毒3177451.2C5 2.9831.136一62○ 27一一12 ･ 一g5 一31539767123 416 6.293

50151596一TT8 6一0 1.○○57～3531 27D 9.615033 5一60139 一.29一● 〇 一l●○0 2r19021235SJTS62 6726D 2C1●●●■一S～ )一I 245T1〇一23933 32}133 1_131159 ■32 ～2一l 一6 0000I,〇GB 一3 108一一1一200 0d O一S一 GZS いZI一2DgT12～一l
.,～" 1.22ZL ～57 乙2.2

I I

(2117

… … L … .… ' ,,1 … l … 川 ,‖ … L ",… L…

lIBT Z.07117日 11112.1日 1017 1Il u11 115 1t日3 Hl 1022 15日 1412 30日1

汝 - t 1::∴ こ:; 3:;; i;;: ::;: 1:;: .:;∴ ;;日 ;:∴ :丁目 ;;㌔ :;:,::三 三;:; 三;:;:
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8. 施設計画 ｢-

(3) 中 学校

港北地区で計画されている 13校の中学校のうち川和中学校が昭和 55年9月･茅ヶ崎中学校が昭和

56年 4月にそれぞれr娼校 している｡中学校区はほぼ小学校区2つで鵬成されており･その区分と中学

校区別人口は図8-64の通りであるC

図8-64 中学牧区 とその人口

中学校区 ( )が中学校区人口

_I--一一小学校区

(810)

(4)高 等 学校

称等学校は地区内で6校が計画されており,このうち荏田高校については昭和 55年4月に粥按して

いる(図8-65)｡

図8-65 荏田高校配置図







8-5 セ ン ター計 画

川 センター計画の変遷

轄北ニュータウソにおける七ソクー計酎 まこれまで多くの検討がなされ現在に至っている.

1)｢港北ニ1-タウソ基本計画原案｣(昭和 43年 )によるセンター計画の概要 (812)

上記基本計画原秦では,センターの段階構成を l)中心地区センタ-.lL)地域センター,l")地区セン

ター の3段階構成とし,鉄道駅周辺に商業核を形成する多核的センターシステム(ポリセンクーシス

テム)が提示されている｡中心地区セソクーは鉄道駅を中心とする地域センターのうち,特に通勤乗降

客の多い駅を位置付け,この駅を中心に文化セ'/メ-･ゾ- ソを形成し.商業の中心的地域セソクーと

合わせ港北ニ1-クウ./の/ソポル的な地区にしようとするものである｡これにより,鉄道網からは多

核センター塾である港北ニューダウソが施設配置からは一核七./メ-型の性格を持つようになり,多核

型の利便性と-核型の都心性高度性を合わせもつ校合型の右利きをもつようになる｡また,地区センタ

ーはヒ1-7ソ七./タ-を背掛 こ歩行者専用路に沿って′くスス トァプを中心に配位している(図8-67)｡

図8-67 r港北ニュータウン基本計画原案 (S43年 )｣によるセンター配置パターン
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-8･ 施設計画 J

2) ｢港北ニ1-タウン′(イロットプランレポ-ト｣(昭 44年 )による七ソクー計画の概要 (802)

上記バイp'トプランL,ポートでは.港北ニュークウソの開発日原を実現するシステムとして, 4つ

のシステムが提示されているaこのうちのひとつとして▲七ソクーシステムが挙げられており.ここで

は以下のようなセ/クー計画の基本的方針が述べられている｡

港北ニzL一夕ウ/の条件 (計画人口30万人,新規開発による道路網,鉄道網の完備,港北セソクー

における都市施設の不足状況等 )から,当地区のセンターは横浜都心に対する副都心的性格を持つ,強

力なワンセンターシステムを考える.センターの段階柄庇は l)中央センタ-,")地区セソクー,川)近

隣センターとし.中央センターは南北両地区にまたがる1)ニ7状のものを考え,郁心性商業及び広域的

公益施設を核として形成する.地区七･/メ-紘(4地区 )各駅前の600〝l徒歩圏に配置し,近隣センタ

ーは徒歩圏400mの範掛 こ9地区配位する｡

このように.バイロァトプラソレポートにおけるセンター計画の大きな桂は横浜副都心を目指したワ

ソ七./クーシステムであり,この考えが現在の七ソクー計画に引き継がれている｡

図8-68 ｢パイロットプランレポー ト｣によるセンター計画

(801)



(2) センタ-計画の概要

1) セソク-計画の方針

七./クーの段階構成は,リージ,ナルセンタ-の優位性を高めるため,ワソセソクーシステムを採り,

タウンセソタ- -1)-ジZ,ナルセンタ-を補完する形で副次的なセンターとして,駅前センター及び近

隣セソタ-を配位するという,三段階構成となっている｡

¢) タウソセンター

タウソセソクーは港北ニュ-タウン(計画人口30万人)のみならず.横浜北部圏域 (将来人口

100万人)を対象とし,広域交通網も,周辺から7クセスしやすい/くターンとなっている｡また,

セソクーの性格は.脇に総合公園をひかえ,施設内容も都心性商業施設のほか,広域対応の文化,

社会施設等を予定し,投合的な機能を持たせるよう配慮されている.

このタウン七ソタ-は中央の市街化調整区域をはさんで,区画整理両地区にまたがって位tEして

いるが,これは,市街化調整区域の将来像を方向づけ,タウソセソクーの一体化を回る一方で.区

画整理地区相互の均等性が意図されている｡

喧) 駅前センター

ニュータウソ内に計画される鉄道駅6駅のうち,タウンセンター部2駅を除く他の4駅を中心に

駅前センターが計画されている｡これは,5-6万人の圏域人口に対し,身近なセソクー地区とし

て,一部都心性商業施設 ･近隣性商業施設のほか,駅勢圏対応の文化,社会施設が配置される｡

⑨ 近隣センター

タウンセンター,駅前セソクーの徒歩圏からはずれた住宅地については,日常の買物等の利便性

確保のため.近隣センター6カ所が計画されている｡ここには,近隣性商業施設のはか,医者村,

公民館等のコミュニティ施設が合わせて配置される｡

2) センタ-地区の施設需要量の推計

商業施設を主とするセソクー地区施設需要丑の検討はこれまでいくつか行われているOその主なもの

は｢KOHC経営計酎 こ関する調査研究｣(昭48年 ),｢港区ニュータウンのセンター地区に係る段

階建設とコント｡-ルシステムに関する調査研究 ｣(昭 54年 )などがあるが,ここでは近年の計画条

件及び周辺地域における商業活動等の情勢を組入れた後者の調査研究結果の概要を述べておく.

1■ 推計の方法 (813)

港北ニュータウンの人口定着プpグラムに沿って,小売業の需要予測をノ､フモデ′レを用いて予測

し,その他の施設については小売商業施設との関係から類似地域の各種原単位によ･'て予測してい

るO

3)センタ-の配置及び規模

図8-69 センター地区配置図

8. 施設計画-I

■{タウ/-k/クー(徒歩醜600m)
⊂=]駅前センタ-(〝600-)
亡二コ近醗七/クー(〝400m)



聖地 盗碧空聖恕空重≡空碧空三豊塵塗壁聖慧翌聖堂j三空室竺監≡

図8-70 センター施設需要予測の推計フロー

脚 8. 施設計画 済

図8171 港北センター地区の商勢図と消費比率分布 (昭和80年 広域対応)

･I ■ ヽ

■ 推計の結果

表8-31 センター地区の施設需要星

年 次 昭60 昭65 昭70 昭80

セン′ク- TC SCNC 吾十 TC SCNC 冨十 TC SCNC 計 TC SCNC 言†

デJ{-トスーパー 6.94013.6322.83826.535 20.67869.50412.55734,239 27.61883,13615.39560.774 14.56322,9055.14B48.037 41.282124.13222.99362.759 55.845147.03728.141110.796 27.03839.490ll.077142.603 50.771l45,48731.98795,699 77.809184,97743.064238.302 59.44385.26823.307242.532 65.692167.(J]538,03JI113.584 125.135253.]836】.341356.116-鮫/ト元飲 食下 や

(江) l)全てグpス床面駄

目) SC,NCのデパート,ス-/i-施設詔要は全てス-′ミーo

llD公共公益施設,駐車場施設は除く｡ (813)(813)

4) セソタ-計画における地元参加方式

センター地区では,港北ニュ-タウL/の計画理念に基づく群棲的な地元参加のセンターづくりがなさ

れようとしているOこれはニュータウソ全体の基本構想から.各センターの基本設計に至るまで,公団

･市 ･地元の三者の合志を経てまとめられてきているOワソセンターシステムの採用についても原位位

換地にこだわることを止め,地元民全員が商業経営に参画できる故会を公平に与える手立てが講じられ

ることを前提に採用された｡この確認事項は,その後,センター用地,7-i-トてソ/,ソ等用地,工

場倉庫等用地,張合投薬用地の4種類の土地利用について,換地の申し出調査を行ない,換地計画に反

映させるという形 (申し出調査による換地方式 )で実行された｡

七./クー地区の申し出調査を行なうに際しては,センターの街区ごとに一定の制約条件を与えたうえ

で実施されたQ これは,地主相互が協力し合い,譲り合うことにより,応も有効な土地利用を可能と

するよう,またセンターの計画意図を確実に実行するような手立てとしてとられたO

申し出調査の結果,セ./クー用地換地希望者が殺到し,予定換地面前を上回る土地も出てきたoこの

ため,丑的調整が必要となり.意向の確認,調整の基本方針等についてグループ討議を経て決められた.

グループ討議の結果,商業目的の民有地枠を拡大することと申出辞退窓向調査の実施が提案され,育

度意向調査が行なわれたが辞退者はごくわずかであった｡その結果から申出総量を確定し民有地枠の位

置と面前を確定させた.次に同様にグループ討議で提案された換地の優先順位を与える要因(意欲度,





(3) セ ンター別 計画栂要

1) タ ウ ソセ ンター計画

ク ウ ソセ l/クーの計画及び設計作業は ,'イ pッ トプ ラ ンにお け るセ ソクー シス テムの基 本的考 えを受

け,昭和 47年 に基 本計画塞 く1/2,500)が作成 され.昭和 50年 に基 本設計 が示 されてい る｡基 本設

計 につい ては,公 EZlに よる基 本設計 を受 け, 引 き続 き横浜市 と公団 に よるそ の修正 案が ま とめ られ, こ

れが申 し出調 査の際 の土地利 用計画原案 として地元 に提示 された｡

｢港北 ニ --ク ク ./中心地 区基 本設計 ｣(昭 509 )では . タ ウ ./七 ./クー地 区 にお け る基 本設計の

目標 を. バ イ p ･, トプ ラ ンの セ ンター ./ステ ムと対応 させ なが ら.図 8-79の よ うに示 してい る｡ ここ

での空間構成 の主要 テ ーマは,図8-80の よ うに ク ウ ノセ ンター地 区の背景 と して 自由大通 りを位位 付

けた ことで ,南北両地 区にわた って各部 /-二 ./タを串 ざ Lにす る形 で,幅 40m.長 さ 1.3007nあ ま

りの 自由時間 系 7 クテ ィ ビテ ィの場 と しての歩行者空 間が提示 されてい る｡ この修正 案 では,次の よ う

な タ ウ ソ七 ソクー地 区の空 間構成 ,施設配恋 等 の方針 が示 されてい るO

■ 全体 構成 (815)

① 歩行者空間 (基 本軸 の設 定 )

○歩行者 専用道 路 網 の設'E

安全 で気持 良 く歩 け る歩行 者 /- ソ- .グ リー ンマ ト.)クス

･オ レンジマ ト1)クス

○市民広場

新 しい横 浜市民がつ どい.憩 える市 民広場 を形成す る｡

8. 施 設 計 画 こ:コ

図 8-73 r港北 ニ ュー タウ ン中心 地区基本設 計 ｣ (公団案 )に よ る タウ ンセ ンター
基本設 計の 目標

バイO-Jトブランにおけるセンター/ステム

¢)余16,%軌の充実

スポ1-/としJt=ウ.芸横を確しんたり.発光に並んだりして一日中

iさせも七/71

･プール_ナニス,-rrzとかムワ.入ポーr/t見たqLたりする｡

･古巣文､発術打h:ど芸術平TJB出来ろ｡

･親繋推318･亜っている｡

･ウイ/r/∫?I-ンybL燕しめ､火事も出兼も｡

･持～合せの⊃-チ-.ゴーヒー′r71なとで人とのt出合い｡

･公用.広中なと払いの均が^つ.油や的F古SJで危惑いT=芳田先｡

◎ tか11空rLEltt成

にぎわい.生き生きとした串肺嫉

'きれいにヘープざれた大通り.内牧Jま∫まrL唖抱のだ正.色彩.

77サート.税X的に7-.三ナ1のtSい電m構成.

･人が大串払まク､満点tJ7も井やh で､生き生きと活JiRある空r..l｡

･公取 広軌 q様店､,>テルのF･ヒ-なと拓か11も叫HF｡

II,利のあも広切 ､ /ンポリタグrL岨始.I‡哉ある商店軌 個性且

I)rL軍r''l柵成｡

Q) ンヨyビノクの利便性.低廉性.快適性
･交通の鯉の良いとこらに蹄店fL7

1中央七/タ-.肌肘地LEt:/ターヘ行rllf.とんIr人でt何でも

TT入､旦択か色々できろ｡

･噂門店かあり､ウイン ト/117ヒ/7だけで楽しい｡

I/,タL=/Yに撲れたら.大正や喫茶店で休Bでき.公領や広明

lこ行け1EF̂分転換できも｡

･#まZL発前カBlh九もrLと.品物が安く.DT軒rLtのh手に入る.
･7i名相店門か f79. 枚行の瓜が71えも｡

G) Bt圭のi57i

･t′7-1dZtLlは三■-タウン内にはLE

･LL兼島.qiの決裁

⑤ 稿究免展の余地を充分に捜しておく

･J子方州立牙のBA免t.考えての並 Fa-∫-/.鳥設妃L 姓Z2のス

ケ / I- JL

･上-のJRtt,R込したt上木■五

タウンセンター基本絞首†の目標の孝一哩

出来上ったセンターの魅力麦作もための巳標

① 多抜性にTL' 王としてエL,′/トの作り方
･潤い.布前 書の あ b為所
･括rAの^る41斤

･いろいろTLスケールでの作り方

･全LWg的なnmJ)可能rL汝JiRd

･JB形の変化か卓じられる様なil出

･■I外でのいろいろ(LdHbの切所の鋳出

② 荘択性.=TL. 王としてdtbEO)仕方

･J8TLも故kと宵闇先をもつ朋席をJA掛こ分けTに
色々/-タユ ン /▼ルlZ涌出をもって的反する｡

(》 わかりやす~さに苫t.

･全体の空nqM収汲VtQ値妃EEについて

･JI体的rL肌々の単糸の作りJJJについて

･一体格をもたせろ7WLH叫ER 免れ姓はその】つ

の肝性にあるコ/t･ブトとしてだ1も｡

④ 参加の書鞍を高める

=･ろいろIL枯れを見たり見られたりする様な場所

の作ワッJ

6) 軍師感に吉L'

事業計画ストラテ/一にji献するEj標

⑤ 変化への対応性

の コノトロ-ルし鼻さをホめる

･公炎連なの丘t.i,-〟.速成の仕方,用地皮■

◎ 安全性_防災

⑳ 蛙L2プE]セス上のttt*維持

㊥ 市長のJi産となる排Jl公共的外希空棚を作る

･これFITd)恥的(iRFI

(814)



図8-74 ｢港北ニュータウン中心地区基本設計｣(公EZ]案 )による

全体空間構成模式図

(814)

檀) それぞれの地域に,それぞれの特徴を与える｡

07,バータウン･ダウンクウ./(第 1地区,第 2地区は,鉄道 L,ベルの差による地形を利用して,

それぞれ7ッバ-タウン･ダウンタウンを設定する)

O-対としてセンター磯能を補足するO (ベ7-センターシステム)市街化調整区域によって分断

されている両地区を,それぞれに明確な特徴を与えることによって 相互補充し,一対としてセ

ンター機能を充足するo

o第 1地区

第1地区には｢森の広場 ｣を中心として,デパート･スーパ-マーケット･･市民文化センター

等を配置して,おおらかな街を形成するo

また.ダウンタウ./紘,幅 12mの緑の多い一巡できる歩行者路を中心として,喫茶店 ･パー.

レス トランが並ぶ小規模宅地群,専門店等の並ぶ中規模宅地群,また,業務ビル･駐車場ビル等

一番外側に位置する大規模宅地群が形成され,アッパータウンと対比してにぎわいの筒を作る｡

8.施設計画 斗開始

〇第 2地区

第 2地区には｢壬糾､の広場 ｣を中心として,文化セソクーホール･デ′i-ト･スーパ-7-ケ+/

ト･専門店ビルを配置して,第 1地区と同様に,おおらかな街とし,ダウソタウンは総合公園や,

地域体育館に至る道を兼ねて,にぎわいの街を形成する｡

〇第 3地区

第3地区は官公庁施設 ･ホテルを中心として街を形成する｡また,第2地区から連担する広場を

設けて,総合公園を密接な槻連を持たせるO

(垂 ソヨツピソグコリダー

第 1地区 ･第2地区を結びつける為,鉄道高架部分の下を利用し,ソヨツビ./クコリダ-を設

ける｡ンヨ P/ビングコ1)ダー払 両地区とも駅舎部分の地下を通って,市民広場と直結するO

図8-75 r港北ニュータウン中心地区基本設計,市 ･公団修正案｣
によるタウンセンターの全体構成







↑

図8-78 タウンセンター地区計画図 (ゾーン区分,用地区分 )

8. 施設計画
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表8-34 タウンセンター地区用地区分計画表

第-地区 餌二地区 合 計

公 E3l 民有地 公 田 民有地 公 E3] 民有地

公益施 設 用 地雨薬 .兼 巻 AちCD m}37,98635.372I.3849331,6080 〟34.623ll.826ll.20617.972 rJ65.22053.30一l2501.4317一日3.055 mJ55.86722,74315,04422.616 m,103.20688.676I.6342,3642.3523.055 一才90.Ll9034.56926,250Ilo.588

毛 地 計 77,283 75.627 124.004 116.287 201.287 191R97

公 共 用 地 127.090 219,726 346.816

% :+ 280.000 Ll60.000 740,000

2) 駅前センター,近隣センタ-計画 (816)

駅前及び近隣センター計画については,昭和 50年に基本設計が提示され,次のような基本的方針が

述べられている｡

① 人と串の分離

港北ニュータウソの計画理念をセソクー地区においても展開するため,歩行者空間 (シ,ツt1㌧/

ダスト1)-ト,広場等 )と車の空間を明快に分離し,歩行者空間をセンターの中心に配して,これ

を軸に諸施設が接し,ス ト1)-トを構成する｡一万.年は衣からサービスするよう串の為の空H,'lを

周囲の道路沿いに配置する.

図8-79 人草分離のパターン図

･ ＼一 五 - ､･

⑧ ストリート構成

駅前センターにおいては,幅 12mの歩行者専用路のメインストリートと幅3-6mのサブスト

リ-トの組み合わせにより.廻遊佐のシ,･'ピソグが出来るストリート構成とする｡

8. 施設計画 ■■■

㊥ センタ-地区と周jZZ地区の辞境

七ソクー地区と住宅地との間に緩衝横能を有する緑地帯を廻らす｡これに沿ったかたちでサービ

ス道路をとり鼓串場やサ-ビスヤ-ドを配置する｡

図8-80 センター地区と周辺地区の環境調和

51亜)も･†-ヒス11I 店納

住宅地 サーヒス退路 そよ地滞
(七/クーの外皮 )

(む スト1)一卜空間と建築椛成

センターのメインストリートには,両側の施設の前面に庇状の7-ケードを設け,センタ-毎に

デザインや仕上げ等を統一したものとする｡民有地においては商業施設と住居施設を人工土地的な

基盤によって立体的に明快に分離し.商業空間に対する配慮からストリート側から出来るだけ住居

施設を後退させる｡

図8181 ス トリ- ト空間と建築構成

人工土地的基盤 店 嶺
(816)

(9 駅前広場

駅前セソクーに設けられる駅前広場は,鉄道とのレベル差を利用して人と車との動線を立体的に

分鮭する｡駅前広場の形状は台形型として,長い方の底辺を取付道路に接し,短い方の底辺をスト

I)-ト側に接した配位とする｡

以上のような基本方針のものに,土地利用計画案が作成され.申し出調査による換地調整等を経て,

現在では図8- 82, 8- 83のような計画により事業が進められている｡



図8-82 駅前センター計画図 (ゾー ン区分,用地区分 )

民有地

計画建設用地

公益用地
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図8-83 近隣センタ-計画図 (ゾーン区分,用地区分 )
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表 8-35 駅前及び近隣センタ-用地区分計画表

8 施設計画 -

地 区 商 業 専 用 商業業務専用1 商 茶 業 劫専 用 Ⅱ 店 舗 併 用 (手芸 :i) 小 計 公益施設用 地 汁

計画建設 A 街 区 B 街 区 計画建設 A 街 区 計画建設 A 街 区 B 街 区 計画建設 A 街 区 B 街 区 C 街 区 D街 区

駅前センター地区 イ 4,800 3,100 1,600 1.600 5,000 5,200 13,900 4.500 23,600 7,400 47,100
P 5.500 3,900 2,300 3,500 4,1005,800 8,3007,900 9,600 25,50013,700 8.200 59,100

ホ 4.900 10,700 2,900 8,100 2,000 3,5001.200 2,0002,800 13.9006,600 6,6001,500 26,00014.loo 8.500 75,200

6,400 2,200 1,000 2,800 2,600 1,100 2.500 9,200 14,700 30,100 6,800 49.300

汁 16.100 21,500 1,600 9.400 18,200 6.1002.000 9.8001,200 8,6008.600 45,30014,500 35.4001,500 105,20027,800 30,900 230.700

近隣センター地区 3,600 1,900 800 5,200 6,000 4,500 16,0001,800 2,000 6,700 2.800 9,500 4,800 18,100

ト 700 1,000 4.loo 1,000 2,500 7,600 2.700 12,000

チ 2.800 6.800900 7,00013,300 13,80014,200 4.500 35,300

リ 900 1.200 2,500 4,000 1,000 7,500 4,500 14,100

ヌ 1.700 1,600 1.100 1,500 2.600 4.500 10,400

く注〉 公共用地は除く｡





ホ)初期段階において不足が必配される菜種.とくに生鮮食料品兼副こついては,スーJq-マーケット

形式で整備し.近隣七./クーとしての魅力ある核の一つとする｡

+地権者の意向による菜種について, 1.000戸対応で不足すると思われるものは,栄,負,肉,

青果,洋品 身辺雑貨,薬 ･化粧品,ク1)一二ソグ,哩 (美 )容,中華料理店などである.

廿スーパーマーケyトは.食料品を中心とし,これに初期段階での不足業種を若干加えた品揃え

とすることが望ましい｡

-) 駐車場,サーtl.スヤーrなどの共同化,店舗前面の歩行者専用道路のL,ベル(勾配 )調整を含め,

利用しやすい土地造成を行なう｡

ト)地権者相互の調整により,建築の共同化をはかり,効率よい施設計画をたてるO

-123-

8.施設計画 n抄





8.施設計画 測

(3)セ ン タ ー 地 区 に お け る 街 づ く り協 定 元 参 加 の も と に 実 現 す る 手 立 て と し て , 以 下 の よ う な 街 づ く り協 定 が 考 え られ て い る (筏 づ く り協 定 に

港北ニュ ー タ ウ ンは セ ン タ ー 地 区 に お い て も 多 くの 民 有 地 を か か え て い る た め , 計 画 の 基 本 方 針 を 地 つ い て は 第 2章 ｢計 画 の 概 要 ｣ を 参 照 ).

(例 ) 駅 前 セ ン タ ー 地 区 に お け る 丙 づ く り 協 定 案

域の日比Lて7日ノて､虎Y,､ Y,件､丈TL/riの千日+の那JfJlJ-ビスを桜桃 し､廿かfr了fJLく'H.r.
の糾込に役立て1)とす,1もいで1o LJL_75･,て､邪ppIヒ/′一帖LlでH､繭Y.､Ytj;､

丈化,F,柴も上ひrいく一f=rET,にL'懲tln+織JIfとr,LIYrてさせるとl"JE桝亡､恥]･lヒソクー旭【xは

ふさわしいLq攻を鮒甫し､ト'】in拝 し地とのE即鼓のu郎伯 山7)り1.がら'/i(十で快適と魅力も

ニー ･̀ヽ ..-.I7_IIrユニ▲,.!I_p､､

｣地【x血昏用IT;てに上る外分軒絹jI_-された後Et:は､tB繋札Nf_1/I,Er上って､tB物の111

良.形撃たと､Iq蝿畦f～にk'埠J'_､ こく他項的7P.1兇制カITJわれ､畑的相即 Jlr)芽IBをとb

のそ く血IrDTlモそれtす. しカし､tFlや休と､妹全1_九･5)地として発展させ､僧JIの故地

やキB相をもっとも句'Iと的に利ETlしてhくた桝 これ 地気 を8薬玉､ム⊥ひf持寄人IrrのJ地

唖杓の利和省力･､IR杓の唖て方､則印の75･lA､i･エひ維!†門Jyの15法VTについて､Elらの

I! lLJ

そこで､ ｢tもつくb倶違令｣として､その);紫を以 Fのエうに定的､瓜連のtちつく

りにりする要吉の扶-とはカ少額和ある党鮭をk)きしtす｡

71IEl.

(Ei 的 )

唯を甑たし､良さfモ商果､EL規旭Ltとしての項塊を絶綿､rl.1越するとともに､駅1】Tlt /
タ-地区E-Lj言わし'̂tiJ)ある郵 てft成することをEl的とするO

(用鉛の道義 )

荊 2 粂 この協掛 こムりるFu紺の定点比､姐襖≠碓法(打ILn2541法tliq,201I,,)も

エひ唖第兆雅江施行令(耶Ll]25ir較令?,558号)の例に上る,.

(1, 林 )

(協定の結hl,)

祁 4粂 この良定は､FT.7先に定めるLi牧内の土地のIn f省もエひ旭燕物のf軒巾をr]帆

とする地上椎､1たtH8倍椎を布する古(以下中に｢土地の11T有名で｣という)の全LL

/･l=P.I_1'･l▼l/rこ

(搬屯の史ylふよひ触 り

那 5 菜 こ()tちil_ほか つるb:1/JuJrR､tと零わにJ判する札～､fl'dJtUIF:;)､ム上ひEL札 ,L的

がもった場合のEl偶 を99上し-tE)とする)与治 . l地山l軒tJr弓のiLLJの合さlH l,,_汁

九は1_ら1.h｡

2 こU)仏お汁 FM LIF)とするti治 Li､ L地O,軒イJrf,仇tyr1文の合J!に⊥(,1.けJL
l.H,:1､

(tyLEのieuT)

FTJd 発 mJ射 てエ9娩TLを統括 し上r)とするJも合i･エひF,5泉Bこ1-)1品芯且gtJIH'

は便止し上')とする槻合､土鳩のJlrイJJIlr,rl､その斤を′E的Lれをf約毛.I,I,lて一.～,I川 n.･｡
し､そのuT‖Iを受け7'_7け九はJ_らfJい｡

(tL_掟のlx_域)
r.7糸 この脇を()L･'披け､わめとL少とする｡

(tB集杓の札付､)

?.8 才 LNXに定める軌道Lメ城内のtB革杓j)則 包､ tlhtも上ひ彬啓比､/いく;｣的る01-得

物の鵜恥は上ら1=け九ば/.,ら/_い｡ (別ホ )

2 こU)牌'i鬼子Jの肝､1 TLCtヒ琴折また11日 tLl】のl上浪杓 でこのty.11〔適合し1.L-L瑚

〇､ ､当Etmt奄Tblてriこの臨TLのLyJJLlの札～を適lHLr. L̂U たrLL,このguALぬ71枚に

珊冬する唱合わ､⊥感 那 14てりしてこ()†卑'il_の川17LJL')≠林乏通tH1る｡

(払てZ_のイJ効Uln:)T;)

?,9 魚 このy qJi､V,6兼にrrLめるiEE･Iの'j11■】のtほ ら幼ノ)を免′け る.

2 この阻止CrDイJ卿 U川口は､F,占条EC芯めるr日<tTJ.JL･JごnのLjカらiIJE<()味FIc7)LIUElJ

の/LyJ川 tでと1る.

5 イ】劾u)lr:‡】抑 て丸Tした.QkLのnl掛 てruLてri､U仰】捕7枚も/_,も効力をイけ るb

(iL_絹ーの軌Jjの示威 )

釈 10粂 この鉄石は､'hL<rJueL,J公'.I.のEjll汝において､F,7条E〔荘y)るrLl在lメ城門の

土地のJTr巧J右Tと/_,ったEに11しても､その効力カあるも()とする｡

(油奴=t;のfm柁)

lJ,11g= 机8JjJこ定める与IL茶杓の准似 こ,生れ した省のLi;合､JJ51L!条に芯めるをLlfミH

;jn,I5条に芯める告11rJ_LJ)JhG_17:斗つ き､Llu真t嶋のr芥イ】i;やはりして｣-y為†(咋ILを

占/I,frL､かつ丈)ほ も一.て州 Vlの姉 rtU】ri"旦つけてLrla7ETL7さをjE目するため()･k'役々がモ

凧をとることをJJ,たするものと1る0

2 Fl･LJLlrJdI/失カあったLi与合は､LLh旦l_地のTfrhrYTはこれに従わ1_け九はlLら/.い｡

(a,flIFf-叫ぶitF)

･7712条 I山菜耶lJJJq)JI★カあっ/(叫合で山】誠1地r)f軒イJElrrヵそq)ufl,又Lt従わたhと

きri､･Y,143.に定めるをinlrirl･?,li条に定める香11台のtJLrElC札つき,その頻別nL

.pT,火す･Dものとする｡

2 PplIEJ()はDff綻､7に■72する1帥似 ､1祓 い也のF軒ィ,占1q)fltHとする｡

(i H 1-)

?.15条 このILrt',Lをユ当E首するたわのtn熟t∠柁 J全道をLは (llF｢LILlと ｣という)をrn

F花するL,

2 重ilとは t地の付和LIP(lJlL過に上iHnlJJされた左Ll1.1名をもってtJl扱する0-

5 をLlの作JyLは 24事とする｡たfCL補欠()長日lJftl抑iIJJftnJ)残rlU]lillとするb

(†1rL tl)

?.14条 左urLLに次vJ

卓 上l Lて 1名

hmi=u Jて 1名

仝 Lir l乞

2 金川鎚(i,をIlの

を蛇柑するO

選化け る｡左uLi比重Ll会を代人し､脇定迷Eqの'Ft純

oILL考に上biB出する.

a:LIL:lこIr放ちノ.'～〇､こJL'HLPlllL

(雌 rり)

. Lt川.: 二日 JlIL一 二..㌧~L■Tt･'

5 M糊は､ELI2-の水d)に化 してきり丘lIへる.,

(補 川)

?I,16j- F前日 見ほにめるJモカ､なLli･()(11崎､jX.巧､^Ilい/りJT/つにrklLてLfll j

比別にr-,Lめる｡

(剛 ulJ)

があ .た綾､rlJKにLWILた2詩心の')ち1,F恥をJirLtZL(カrJpTT 1 ,J ,

t†

昭･fE】 1】 日 日

< 1地()Flrl】7;'rl>

作 Ffr Tr,帆

<l禾1日 地のJ<′J>

邦lR抑 8粂lてもとつく蝿領巾の推称Hけ､ljとJりとする(gEl地区 )

1 +R穐杓の敷地

rl) +lr薬物rJ忠相のJlt主小血概
Eと零他のか他のLEtL小机f八は､(̂lJ的 【メことに定めた血tJlとする｡たTLL､昭和

勺 日 日に油知】されたわ則 包EA]梢7)･次の萌Liことに定める血樵以下の触i}には､

そのllI棚をJIントLlulJILとする｡1_も､撫地1如析カrLを した桜合にはその血LJiをLtl,Jdrfn

とする.

(2) tB熊物r)唱血後iLt

JLL'fT名qJfl並指に血する次のtFTLiの敷地にtB鞍するとき､別田 (t71-2 Etト 5)

に女7TlLたぎ6分は､姐賃物の歩行老中Ff7止籍にはする階の噸血後退をし､その方8分を

歩Tlの仰 て桝するものとする.

tlt熱論の及地ri､サ~ビス十一ト(iE北端含む )を血圧Lf=け九はf=らなV,Oた花

し拡掛 て由する如きlてある選任煎出捕､fB捷fd人 LZ:域も上ひ歩行苛やり事】述月日このみ血

する敷地は除く｡ (広域も.Eひ歩行右耳用退路Lte)み血する薮地のサービスヤ-トは

隣接する他の忠地の中に設EKするものとナる｡ )



(協定の生突､もエU廃止 )

那 4 灸 この協定ltかかわる協定区域､協足巾IJJ､か⊥ひイT勅AWL･lを愛艇LlBとする

ときは土地の所有者rTの全Liの合意に.lらl.け九はfIらない｡1た､こQ)鉄石を煉止し

エうとするときは､土地lh布部等の過半数の合掛 こ1ら1rけれげf=ら{=い｡

(tqrltの【J_根 )

T う l Tl.L'.T'I･別.'･_▼･T=..､

(払 定 一】tTj4)

のu l･触Jk､EIEHi()削岩､Iq岐{)絶1IV,にfkIする脇正邪IL1については別に芯めるb

(iy,Lの1J幼り榊 )

?.7 糸 このti'～左のイJ勅胡rulyiqJl宍8'T9条に定める和幼AW"lと回 しとするo
(協定の勿))()凍挑 )

第 8 粂 この払E_揃に後､土地の所イ1老qtFrl､土地のF市4iflEの.RElかEたrl､地上他も1

ひllIf汗fhのhT+i:､Ji疎さたYlb.肘 Ttとする叫合､ この臨定桔㌫ 古の地Dを凍鮮する旨の

射 手をfllるものとする｡

(昔 Ll t<-)

?,9粂 この脇碇を適】Ⅰに.¥皆するためユ雀宮'BLl仝 (以下 ｢香Jl仝Jとhf))をhn耽す

る｡

5 衣u会の十六rir,箸tlの佳恥､その他を11台の運Ln7:･Rrjf=tlr.qlは別に近均るO

(附 則 )

この協定は昭和 年 j) 巳カら効力告発4-する｡

2この駄句鞍は 2部作成 し 1郎を路絵巻が保管 し､ 1打tiを委Ll金が伏甘する.

上記協辰の緒柾に同意 し1す.frも､仮換地指定とru郎 ほとの協定を純挫いた LiすO

昭利 旬 月 El

(土地の席イi名笥 )

任 所 和也

rL I. L.I

(T3T41土地のt･示 )

訳2宍伍飢 6衆にもとっく協定JLLL](那1地区 )

1 地熱 巨匠 (チャイン)の条件

M iLt茶杓の創 1'(デサイ/ )､色彩∧†の扶-

拙策物の畑築するにあた ってyl､geHtI七/クーの現場の凋柵をrlか 少､ L娘をrHJ｣

音せるため､街区ことLこ別に定める扶-≠坪(注 1)に鵜つき､毛と項物の.形態､色17三､

附.1､1琵血後退による歩道加分の舗集材約1を恵一するものとし､そのtR卒.jlLbを此

めるほもた って吋､ できるIEけ■,棚 に､香Lは (汀2)にF相 ､IB燕音レT(テIrイ/)

Ltついてtl.nuhするととo

f2) 広L.L.坊､広/,I,物ムエひII根の大きさ､ 色影やの放-

クーの環境の調和をはカ り､ 史収をrl】L上させるため､恥L-*ことに別に定める統一仏神

(注 1)に堪ついてRA催するものとし､これ らを,ilrL釈するにもた っては､ できるたけ

r†]-糊に委Ll会 (江2)に申出､大きさ､色彩､材料でほっLhて臥Iiすること｡

(51 日除け (/i- 卜)､耽､7-ケ- トtPTの大きさ､色rsでの統一

とtt敷物の艶 色内にq'iけるEl椎け (/,- ト),瓜 7-ケー ナでの人 ささ､IL｡さ､

巾､包子3､FJ糾WlほっV,てr1､的匡ことに別に定める托一札吋 (tl1)に.ELJI)と

Ll これらを設此するにもた っては､ できる1Eけ上川 】にを11台(fL2)忙中Lrl､協,A

するとと0

-126-

(4) サービスF71車両の進入口の位は

伝) 植樹Jhの退避

次のtt7fRは､lエ｣lZ樹x_ほ揺する,B級て血 してir-ビス1- トをJlW.十'JuiTHこ(i､

ri3還 したiei姑のiR外からCJ 5ノー トルl⊥トの稚脚荷を"辻1F'したE=lLl/_らlrい｡

2 城革杓の川▲毛

(1) 繭宅 ･茄帥 tH (fll)
次の的区の敷地に†t熟するtC繋均の川.垂は､腐 t･丈掛 川 とT;,.{=11し､ 爪｡

された退鴇に接す//I.三の用途は､近曜鵡1L地域内にtB冬1ることカでh-JⅦ鞄物'7)ラ

ち､止篭､J的 公宅､'&宿舎､ 下Tlj､,】鳩 l事r､工lih E】削 .TkY,･]1F､(川.rPナくもの

とするo

(2) 雨Xt･菜秩AW Hl ((い )

次の粥区の忠地にtB策する姓集物の目途は､曲 X･rI株lい日とTも｡た1'し批 ._LT

九た道路に播するr･.I_の恥 ftは､近隣泡盛地域州 こ唖哨することができる唖噂柏のうt,､

tt宅､共同住宅､寄宿舎､下7(,T､=敬 白載りはね軌 lr､ 行目･をVTくものとtむ,

(EEl)商卒･救顔鞍用

出張西燕地域内に岨夷するととカできる姐集物のうち､住宅 (当放免地に柚つ

柚須物を竹埋するために阿いる任店､当抜敷地に畑つiB薬物内の店鎌市の絶食老

もしくは､従弟り1の用に供する住宅で l戸かつ 120千万ノー ト̂ ･以 下のものは

除 く)共同住宅､帯捕食､T7d 作紫所の床血枕の合%Tが 100平方ノー トルを

越える工場､床伽H(の合きいb15平方 ノー トルをこえる市含､ 日払jrL教習所を除

.lPtTTYい .̀.

(5) 店舗朋 【 (注2)
次の街区の戟地にtB集する地祇物のF目途は､店舗併用 とする｡たたし､指定 された

in路 (図-2 回-り に接する丑の用途付近憐肉盛地域内Lこ畑恭することができる

唖集物の用途のうち､住宅.卿 ･)住宅､'#侶合､下描､百合､ 自軌 ‡轍 習所､倉肌

工鴇を除くものとする.

(注2)J2湖 tfE叩

近第両萩地域内に娃策することカできる蛙恭物のうち､ 自動}rL教習所､倉価を

枚 く蝿範柚をいう｡

(4) I占舗併用 Zl

決の所区の魚脚 でtJt燕する蝿範頼の榊遠は､佳店地域内lて娃集することができる根

毛物の)ち､ 自動Jii瀬習1所を除くものとする｡

5 槌灸物の形態

(1) 櫨頻拍の栖政

次の街区の蝿薬物の階数は､地陳を捻き5以上とする.

(2) 岨鵜物の境南後退の臣魚

指定する歩行専用iB措 (図-2 図-5)に面する次の輯Liの敷地に唖裾する岨燕

物の外l塗せ九はこれに代る良和 )･ら指定 したiEi称Lh押tでの距離 (以 T｢ケ1唱校AiR3

月 ｣とhj)か上ひ地藍面から天井面tでのIlさ (以下r外壁枚退前言｣とV,ラ)は､
各 々歩11T省畔用道路用yfからの外壁後退拒紫20メートル以上 地盤血からの外盤扶

退箱書58/- トル以上確執鎌過をし､その旨6分を歩行の川に供するものとする｡

窮2邦

(目 的 )

那 1嶺 この協定は､本島定区域内によけるthも物苛の意軌 地熱の叫剃､ か 也の火ト.J

利用､iFJ区の邦tiJF成､ 日脚の篠臥 現場の維持料 7:ついて換定 し､lt軒な鹿又､又粍

地区としての可牧を維持 ･増進するとといて､駅6･Jセンタ-地区に1さわしh魅力ある

tちに行成することをE]的とする｡

lrLJJ'.L'Lji I
r,2 粂 那1部?,2集の定跡 て上る｡

(協定の括耗 )

T:五 条 茶1打帽日 系に淀める土地所イf名TT,の全Llの合食に 上り締結する｡

8. 施設計画 加持■

) サ-ビメヤ-トの共トHt:

抗の縦軸 穀地に蝿革するtEm rl､粕 9㌢ ヒ･1ヤ~トを d断 るものとし､そ
の設匙にあたってrl､ できるfEけ早朋は 委 il全に申出､打武､形 状ではついて脇uhする

二1,

-_ lrt ~･llLr

次の街区の忠地に雌牛する蝿恭物のLB恭叫朋は､土地の使I事欄 比後または鉄道開設後

1D年以内とする｡

4 隣接吸旭の畑燕物への E3Ki確恨

各街区の敷地にtt範iる碓茶物は､菜種敷地のut張物に横浜市日照等TFl斗要綱に益つ

く日照時rL･Eを確はするものとする0

5 析L茎の典椎l書成

各桁区において､適正{=英機捕成と貞己肝をrlかるため､祉無計画を進める段階 で､ で

きるたけ早朋に委n会 (江2)に申出､その薬fiの立地の適否､時期等について協法す

ることO (公垂用地は除く)

) lqlJJ rllFl

歩行者群別道路､IJ)路桝等の珊掃 ･管理は､原則として､それらにa]する故地の椅利

者か上ひ地竣団体 (注 5)にかいて行 うものとする.

(注 1) 扶｢姦雄は､r鵜附 7E利苛 (孤2都祁五条)に1少､民主的に租鼓された香川金

にもL̂て決定された ｢銑一基畢 ｣をいうO

(注 2) 香山金は､JR順 怖利者 (.x2郎那5粂 )はり ､民主的に絹点される｢套Jl金｣

をvlDE,

(注 5) 地域Bl体は､駅前センタ-地区内に投足される商工EZl体等をいう｡



(4) センター地区段階建設計画

セソクー地区の段階的建設計執こついては,これまで多くの検討がなされてきている｡基本設計ではセソ

クー地区の望ましい発展のために街区ごとの期BIJ建設計画案が示されており,また.｢港北ニュークウ

-/の･t:ソクー地区に係る段階建設とコントp-′レソステムに関する調査研究｣では.商業施設の需要先

推移の推計と造成スケジ1-ルによる入居開始時期,鉄道開通時期などから段階建設計画の基本的考え

方及び,特に初期段階における戦略的成立条件などが提示されているOまた,術づくり協定(秦)で揺塾

ましいセンター形成のための建築時期の指定がなされている(タウン七./クー地区のみ )｡港北ニュー

タウンのセソクー地区にあっては.多くの民有地が存在するため,その長期的毛僻にあたっては,公EZ]

用地 (計画建設用地 )を街づくりの核としつつも,いかに民有地を計画的な街づくりの中に誘導してい

くかが大きな課題である｡今後は地元参加のもとにこうした検討が更に街み盃ねられていく｡

ここでは,先に示した段階建設とコントロールソステムレポートから,･t=./クー地区の段階建設計画

についての考え方を以下に整理 しておく｡

1)初期段階におけるセンター地区整備の考え方 (813)

初期段階においては.詣要が供給を下廻ると考えられるが,この段階の整備の考え方は次の二つに分

類できよう｡

イ)EJ.A.'要追随型

輔車に応 じて施設を整僻するものであり,施設経営上は確実性がある｡SC,NCについては近

隣性渦矧 こ対応してこのようなかたちで整備することが現実的であろうが.TCについては,より

高次な都心性施設の整備が遅れる可能性があり.柄只力の流出とあいまって.TCのイメージ低下

はまぬがれない｡

p)需要喚起型

ニ >-タウ./の人口定着のみを対象とせず,周辺地域を含めた広域対応により施設を整備するも

のであり.他地区との読合などから.過大投資となる恐れもある｡しかし,ニ ュータウンの人口が

確乗に増加することを考えれば.需要を先取りした躯中的な施設投賢による効果も期待できる.

2)造成段階での整備方針

昭和 57年から入居開始となるが.造成完了の昭和 62年までの間についても,センター地区の整備

に着手する必要がある｡

イ) TC :3号線の閑胤 隣接する絵合公園などと合わせ,釆箱書の動線を考慮した基盤施設の

整備を行なう｡また,第 1地区と第2地区の一体的な開発を可能とする基盤施設の整

備を行なう｡

･,) SC-イ :周辺人口の定着からみて,昭和 61年以降の整備となろう｡また4.6号線の開通時

に本格的な整備を行なう可能性を残しておくことも必要であろう｡

8. 施設計画 ■-

･う SC-ロ:周辺人口の定着,3号線の開通などからみて,早期に整備する必要があるbとくに商

業施設について払 田園都市線沿線の圏域と境争しうるだけの挽操を当初から備える

必要もあろう｡

ニ) SC-ホ ･周辺人口の定着.3号線開通などからみて,早期整備が必要と考えられるoとくにセ

ンター造成が昭和62年まで捗るので,ブロック別の整備方針をたてることも必要と

なろう｡

ホ) SC-- .周辺人口の定着は昭和57-60年で.七t/クー造成と対応して.プp-/ク別に早期整

備が必要と考えられる｡また4.6号線乗入れまでの間は自動車対応型に整備し,棉

来の拡張余地などを確保したものとする必要があろうO

-) NC--,:SC-ィ,ホ地区が近隣セソタ-的要素を兼ねて先行的に整備されれば,NCの周辺

二,ト,チ 人口の定着時期からみて,昭和 62年以降に整備することとなろう｡

ト)NC-1), 昭和57年入居が大半を占めることから,早期に整備する必要がある｡また,ニi-

ヌ クウソ周辺の田地等も考慮に入れた施設規模を考える必要もあろう｡

図8-85 センター地区整備時期と周辺地区の入居時期
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3) セ ンター地区整備の長期展望

項 目 rr) ■q 成 長 期 成 魚 朋

鉄道尿通時期F5重義白帯安産捷BS改素手 3号農 ヰ 6乍Gl . 4号果 す

TC と競合73兼i刀の国東条件の朗tti としてのta能の悪化et出防止71策的輪舞 大広域化分化更新

SC との競合(SC.E'1分超(SC.- )oTCへのlZi寺(SC.ィ.ホ) 吸収(SC.ィ.-)

(5) センター地区開発経営計画

1) セ ンター地区開発経営にあたっての課題

港北ニュークウソのセ ンター地区には多 くの民有換地 を抱 えているため.それぞれの権利者が全 く随

意に土地の転売,建物の建築が行われたのでは.ニ1-タウン全体の街づ くり構想に応 じた中心地区の

熟成が図 られず,また街区ごとに棲能分担 した特色あるセ ンター地区の実現が非常に田津となると較念

される｡

港北 ニ11タウンのセ ンター地区では新 しい試み として.希望する地権者に換地するという申し出換

地方式がとられているが,これによ り港北 ニュークウソの計画理念である 廿市民参加の街づ くり"が具

体化 し,開発利益の地元民への還元とい う目的が達成 されている｡ しか し一方では,セ ソクー地区が教

官名の地権者の土地によって構成 されたことにより,非常に細分化 した筆の画地 (小規模,ス リフト型 )

が出現 し.絶対的に共同利用.共同開発 をしなければな らない街区,ない しは共同化 した方が望ましい

街区など.七 ソクー地区における 什共同化事業 "とい う必要性が生 じてきている｡

以上のように.港北 ニ1-タウ./のセ-/クー地区における開発経営にあた っては,細分化 した画地 を

含む多 くの民有地 をいかに計画的な街づ くりの L,-ルに誘等 し. コ./トp-ルしていくか,またこの場

- ユ28-

8. 施設 計 画三…±
合どのような形で公的セクターが関与 し,役割分担 を担 ってい くかが大きな課題 となっているC

2) 七ソクー地区開先経営の検討麓給

前項の課題に対応 して.これまでい くつかのセソタ-地区開発経営に関する検討が行われてきている｡

その主なものは ｢港北 ニ ュータウン中心地区の経営計酎 こ関する調査研究 ｣(昭 48年 ).｢港北ニュ

ータウンのセ ソクー地区に係る段階建設 とコン トロールシステムに関する調査研究 ｣(昭 54年 )であ

り,前者は申し出換地以前の検討で.中心地区における開発経営主体の煩型化 を行い,その利害得失 を

整理 して,地元会社,土地保有組合などのしくみ を捷示 している｡

一九 後者は申 し出換地検の検討であ り.前者の検討 を受けて七 ./クー地区における細分化 された土

地の共同開発方式の検討 を行い,合わせてこうした港北地区の特質 を踏まえた開発経営形贋 を提示 して

いる｡

3) セ ンター地区開発経営計画の概要 (813)

ここでは上記の調査研究の うち,主として ｢港北 ニュ-タウンのセンター地区に係る段階建設 とコン

トp-ルソステムに関する調査研究 ｣の検討結果の概要 を以下まとめてお く｡

■ セ ンター地区における共同開発方式の詰手法

○土地の共同化について

土地の共同化には.イ)単なる合繁によって共有する場合,I)土地保有組合が所有する場合.′t)土地

の現物出賢による会社 を設立 し,会社保有 とする場合.などが考 えられる｡

土地の共同化は,地主個人か らみると土地処分に一定の制約が加わることになる反面,土地の活用

(暫定利用を含め,建物の建設な どによる利用)をスムーズに行な うには望ましい方法 と考えられる｡

o土地 ･建物一体での共同化について

土地区画整理卒業後でかつ従前の活動実鎖のない地区では.従来の共剛 ヒ手法は適用 しに くく,こ

れらの制約のなかで,建物の建設 を含めた共同開発の頬型 を検討 した結果次のように要約できる｡

共 同 捌 先 の 類 型 所 有 形 .Q
土 Jt LE+

地主による共P)S! 掠 q7 共 同 型 何人(各輩のまま) 区分所有

合ZE(共有部分) 共 有

会社止立塁 会 社 型 法人所有a)舟 地 璽 他人 法人所有

檀)掛合介iE璽 法人所有

拙 技 会 社 設 立 璽 法人JR有

(托)① 全社はJt王とfRJt燕的t轄ぷl札 打Jl'契杓予定対価の授受は行わず,相当地代(土地咋格の84相当yI)
と支払うもので.WLilの棚 に托いれ次l打地FE価他が発生するが,こTuま相良錬8tSft5yiから姓除される｡
② 現物出YZlこより幹正される土地CMTLL合とはDJに会社を設立L.全址は出合から土Yとtl他するもの｡
⑳ 地主は土地を姓眺し.デー-.,,-ーはt-ルを蛙帯する｡地主は克JRしたt-ルの床i上地と守Pで交換
する｡





<建設 ･扱宮の協議会など>

最大公約数的なものであるが.組織体としては弱体であり,地主の利害関係の純化をはかる

必要があることから,次のような各段階.目的に応じた組織化が望ましいC

イ)計画 ･建設協議会 :原則的には全ての土地所有者を対象として,各種計画,協定を踏ま

えた協3.調整を行なうもの｡

ロ)経 営 協 議 会 '.将来にわたりソ.7ビングセンターの経営をしようとする者を対象

として,単なる貸家業に陥ることなく,販促,イべ-/ト,テナソト

対策などを協議するもの｡

ノ,)商店会 ･連合協議会 :既往の商業地に設けられているもの｡

<地元共同全判二など>

会社組鰍 ま大きい程,計画建設の調整が容易になり.競業関係が少なくなるなど,安定した

経営が期待できる｡また利益配分のうえからも合理的なシステムといえるO

-九 地元共同会社がその事業用地をどう確保するかという観点から次のタイプが考えられ

る｡

イ)現物出資方式

土地の現物出資によって会社を設立するものであるが,区画整理事業の従前地として低い

評価衝で出資されれば会社は虫も容易に恥業賢産を確保でき,自己資本率の高い健全な経営

を可能にするばかりでなく,自社の含み資産の増加というかたちで開発利益を畜箭すること

となる｡

一方,出資者からみると.毎年分雌課税の範囲内で段階的に出賢し,譲渡所得税の節税を

はかるとか,資産の評価がえによる増資を行ない株式の無at配賦による開発利益の還元方法

なども検討すべきであろう｡

F,)借地方式

現金出熱 こよる地元共同会社が,地主から土地を借地するものであるが,会社の事業計画

に合わせて必要な土地を確保できるか否かに不安が残る｡

但し,地主は地代収入が期待できるのであらゆる出資者を迎えることができる.

Jl)土地保有組合方式

現金出資による地元共同会社が,別に祖織された土地保有組合から事業用地を譲 り受け又

は借地するものであり,組合は.事業用地の確保の目的と,さらには相続税対策にも投立て

ようという目的で設立されるものである｡

しかし,鼠合-の出賢が課税対象となるので,土地所有権を移すことは得策でなく,地主

-130-
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から組合へ土地の管理委託をするかたちとし,地元共同会社へその一部分を提供する方式が

望ましい｡

以上の検討から,図8-86に示すようなセソクー開発のためのプpグラムチ･,-トが提示されて

いる｡

図8-86 センター開発のプ ログラムチ ャー ト(莱)

執力段調 協力地主Z運営血& [
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〟イト'ブ 雌爪也のy77万一!盲i盟 有 声 加,『｣

iちづくり l ㊤ コ / ト., - A,-tン クー

【戸也a)ク別也主協畠轟 一Il′'ヽ一也 土■¶;㌫ ,Jーしー_ー________"_】______LWH___".L甘竺-rnl三-1二=二二 一-"-e望帯筋 選一-JL

@ 土 地 保 有 税 合

換也 ｢ー~;過侶豊権利者(ナナント)也代等IlIA伺Lil発 ⊥
｢元朋 会社 (- (公#ト(-,I-一一｣頭 L

｢一一…盲ー-B,｢首一言~~
L-IllJ協力(出た助成) i(所有とLI解 分啓

江(D -t=ノ7-地区別,粥区ブE･7タ別払3.台ttZI屯Ll適切Li札▲E3を活用
@ t/タIJh区全件又はJク/ty1--･廿
@ フロックBq又はtyJl地区全件むか ･-したt)〟.又はEt軸 tの活用

(申訳-Jqd!詮と当iiiの用兄事集として先行するもの





8.施設計画 だ認ヨ

区 分 施 設 名 箇 所 数 用 地 面 前 (nil) 配 置 の 方 針 備 考

第一地区 第二地区 計 第-地区 第二地区 計

行 政 管理 施 設 市 総 合庁 舎 2 2 - 庄)9.880@ 8.860 18,740

国 .県合同庁舎 - 1 1 - (D 4,010 4,010 二 a -タウン対応

市 土 木事 務 所 - 1 1 - (9 4,600 4,600

#秦 や 患 甘 - 1 1 - (D 4,650 4,650
駐 在 所 2 4 6 1箇所当り約 250m2 1,500 駅勢圏に1箇所

派 出 所 2 2 4 1箇所当り約 165〝㌔ 660 駅勢圏に1箇所

消防 出張 所 2 2 4 G) 1,100㊤ 1,000 @ 1,000@ 1,000 4,100 駅勢圏に1箇所

郵便 郵便局 (本局 ) - 1 1 - (9 4,630 4,630特定郵便局 4 6 10 1箇所当り約200TTf 2,000 ほぼ中学校区に1箇所

その他公益的施設 パ ス営業所 1 1 2 (924,470 (参58,720 83,190

(注 ) 事業計画変更 (昭544)基礎資料による｡



図8-87 公益的施設配置図
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9.住 宅

9-1 集合住宅

9-2 -般住宅

9-3 沿道利用宅地

9-4 R C仮住居

9-5 立体宅地
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9-1 集合住宅

(1) 全体計画

I) 集合住宅地の規模と有効面前

港北地区の集合住宅の面前は162Laで,このうち公田の典合住宅地は156Laである｡

公EZ]の集合住宅用地は合計で 34街区から成ってお り,第-地区 13街区,第二地区 21街区で構成

され, 1街区当たりの平均街区面掛 ま48山である｡また,第一地区には民間の集合住宅地 59山 (2

街区 )が計画されている｡しかし,港北地区の媒合住宅地には.現況保存すべき緑地 (311La),造成

面では平坦とな･,ているが観臥 形態等の理由により実質的に利用できない土地,その他,高架線下,

鉄道軌道上部の土地等が含まれており,有効利用できる土地は,全体面摂 162山の 76%に当たる122

Laである｡

また,｢港北地区計画人口及び市街地整備の手順に関する調査研究 ｣では,敷地条件を統合的に評価

し,有効宅地係数を求めているが,これによると集合住宅の建設可能な土地 (換算有効面前 )は162Lra

の約 65%に当たる105Laとなる(表 9- 1)｡

襲9-1 集合住宅地の規模 と有効面積
(中位山)

街区面折 保存振他 床 留 他 有効面前 敷地条件 換井有効diE前

合 計 16152 3107 848 12197 (0858) 10462

窮 1地区 TD85 1358 581 5147 (0878) 4518

第2地区 906T 1750 267 7050 (0843) 5944

公 EZl 計 15568 3072 833 11663 (0860) 10035

第 1地区 65DO 1322 566 4613 (0887) 4091

祁2地区 906T 1750 267 7050 (0843) 5944

民 fTE.l 計 585 036 015 534 (0808) 427

斡1地区 585 036 015 5,34 (DADO) 127

窮2地区 -

･ 保留地は平坦であっても有効に利用できない土地.鉄道敷上軌 高圧線下の土地,鉄塔鼓等を含む｡

(901)
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図9-1 集合住宅地の配置計画図

9. 住 宅 -

[::コ 公田ZB合鍵宅地

⊂コ 民r･l兵舎住宅地





(2)計画事例

公EZ]集合住宅地の 15, 16, 17ブロックは 58年度入居予定の第 1期建設として,以下のような計

画案が捷示されている｡

図9-2 15ブロック計画案

==:コ 91 住 等 - ■

図 9-3 16プljック計画案



は) 計画手続

公団集合住宅の計画手続は図9-5の7F,-に沿い進められている(15,16,177'pククの例 )｡

図9-5 集合住宅手練等 フE3一回 (例 15,16,17ブロック)

宅地先行使用 所管替,処分

辛工

等

逮

外稗工事実施設計

募躯

9. 住 宅 -

宅造実施設計 宅造 協議

定指

･
･
･
-

I
-

1
･
･
讐仮

設計条件協議
○一一･･････.一一〇

工程 ･工事用道路etc.協定

外構.撮地等協議

田地名称の決定
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9-2 一 般 宅 地

(1)一般宅地の基本パターン

一般宅地 (独立住宅地 )の基本パターンは図9-6の通りであり,幹線道路からの コレクター道路

(幅見 90m)をU字バクーソ状に配位し,通過交通の流入を避ける｡このコL,ククー道路に対し.再

びU字型の7ブp-チ道路 (幅員 607n)を配位し,7ブローチ道路の先端部に接して幅員 30mの歩

行者専用道路を配置する｡このパターンを採用することにより,7ブローチ道路に対して,その沿道に

住む人々に無関係な車輔の侵入が防げ.特にU字型の先端部は住宅地-のサービス率群以外はほとんど

通過しないこととなる｡

-画地当たりの面前は,従前の小規模宅地を除き.220-3007Tf,平均260mlとし,将来も小由地

割されないような住環境水準の確保に換地計画上配慮している｡

図9-6 独立住宅地における基本パターン

2)協定(秦)の内容 (903)

9 住 宅ii

コレクタ一迫粍(90m).

71ローナia純(60r71)

歩行名専用iEZ絶(30r71)

(2) 一般宅地における街づくり協定

港北地区においては事業手法の性格上 多くの民有地の独立住宅地が存在する｡民有地における住環

境の良し悪Lは地区全体の環境を左右する大きなウェイ トを持つため,第2章｢計画の概要 ｣の街づく

り協定の項で述べたように,一般宅地においても次のような街づくり協定(秦)が考えられている｡

1)協定(寡)の項日

荏)敷地の最小面前

@ 敷地の主出入口の空地確保

@ 敷地の緑化 (一定率以上の緑化と生垣の設位)

(彰 建築物の用途 (一戸建て住宅のみ)

㊥ 建築物の階数 (2陪以下)

@ 壁面の後退匪鮭

1 え 2) を

巳tZに.IpIEH)で.Jk今て､哲))も〇三ちつくりrJ才廿とつくる)と上地7_diやJtV又をLこ1_ てきまし,'LJ
L75し､t!̂ そこl=tl:んている人々のひとbひとbO仇劫の挟み電わでできbz),て行
色です｡ て;ちrt tJ-･>Llh王らl=もと?てvlきtl｡･t)Jウe札でi,洩GJLj)ttJITFY_は､

bく壬でも≠さっくりて､1_ちつくりrl､土地kA鮮Etや7.カL与?久 ところbら､4伯的
lこ也 まるF),-Lと.Jえます

そのPLJ)にFIfLl}PB竣権LJq)TE這,あるLntittB状q_荘10枚81に19枚FTある唖止ヒム
と/_9ことrlb'9ろんの亡と､さらに進んで､技を上りOb･ltL ▲少LLhFqLA､fE与El

h和1At T鉄う･'icLしてnてらflるEq●長をn=クnて､ 守っていくためlこけ､乱心 自らJL･

- ･̂き宅二のtAA*T的lこTAFllLていくことZ)大切1こf_ウてきtす｡
こrLを､l､･1してVtくことri上iの目的を.2成してhくけかクで1ZくひLrLてけここに生

休鵜野をもっている人 ､々 あるhPl折lLtt生活水母をもL9としてhる人々の払SSを安宅
させることlこもirtL立つととl亡をクモす｡

そこで.∫/止のすらつく少に村1る食古L/iJLi-tuか少､▲lf1)もる免btをu的として.
ltちつくり脇'qL..lijをri:わモすb

P,1m
(11 的 )

U. 1焦 この協左に､Li協r.trt域内に1,けるLB私わの敷地､lH血ム⊥ひ形態に側1る稚

加を鼠正し､一校日も地の辞塊を南瓜Eて絶目し珊且することを目的とサム｡
(JF朋 の'i:A)

Jr2朱 この臨征にふける川U75の定点Yl､蝿年並准法(昭kLJ25勾一弘細れ201El)

ふよびtb恭胡恥ul施TT令(附加25年玖令耶558i3)の例に上る｡

(9, 紘)

U,5 朱 このEA社は､港北二一一7ウ/OCO()〇18兆協札と鰍する｡
(協定の蹄粁 )

･yt4 免 との臨定は､,7,7条に定めるLiiJ&内の土地のI7TイT七か⊥ひtI苑地のFW和をEl的

･t'rる特上nはたriu㈹rkを1Jlる竜(以下､IPJて｢L地の所IJCY;)という｡ )の今
Llの令色に上bは此する｡

(賂H:のJq史LIU挽止 )

R,5先 亡の-A有lてかかる協宅区域it浪抄 trqする鳩Lr.イI幼UlrLqL,⊥び曲荘iA反2).I.

っ九蛸缶の抗把をま史Lltとする堵合､土地の刺 は V,の今L10分JBrE上らなければ
々らない｡

2 この払'jiを晩IrL上)とする宅合.1 土連D席JfJも1のjBや出の合せに▲ちなrl九
Ifなら1_レヽ
(払屯のiEor)

れd Ql ･7!4射 て上り抜毛を括括 し上りとする塔合､も､上U?.541にユタ島をtまだl
たrl旋止し1うとする等合.土地の所有も寺は､その旨t定J)これttJ浜市艮LtiZ可中

川し､その.1L'rt受けなけ九rlならたい｡
(島左の生qL)

P,7粂 この協定4)巨iAは.次のとi-少とする.
- 1fl也呈 ′)○町()⊃苗丘0一号-0〇声也〇〇I,I
ニ 2Lj地区(X)町O〇古.TS()○ぢ一〇〇竜也(:〉〇･LJL
二､5I;地区 OつrrO⊃古色〇〇ぢ-⊂X⊃古も(:)〇L;

(岨tTbの利鞘)

P･B 灸 Ii:価 に定J>る協定旦妓巧のLt畢fbのZk也.用途iエひ形をr1､0.0も{)に定わ
る鼻LBJ=1らたけ九rlをちなh｡

- 11‡地区

M tB兼ねの缶也



る｡たJtL､昭和 年 月 日に冶知された併熊放血朗が500十万J-

rル以下の宅合lこけその面鏡と粒 トhtLとす る,なit､洪thib紙が穿電 した柏倉

は､そのal旅を卑小ih溝とする｡

E)Jt熊Tbのtl也の王出入口に付､rlJ2I-rAll上.Jf_i12J-トAl二1上の空櫓

tEi伽するこ と,

-I tt苑顎のTz也のモ美化
① tI熊苛の缶毛円ri.焚也血EAの50Lも以上t!化す ること｡(tの均分ノ ーか

のは化証51も50も̀のtilt'⊂'Jカ る. )

C2) 社宅t2ID軸 のd岸牧yi巾d､サLFIV,でtE化1るものとし 7 0 ,7汎 JJ
牛粥1主祭Irする｡■⊃L-持す､ プE,,タ叫 JJq粥1tLl正 Tる唱合rl､.n籍

唖yrから1I-ト ･̂以 上改選してd覆 し rn血(その放出しtX6分)t払rtT

るものとすら｡たたし､.B柊Jt藍dl上り為さ60センチノーrJL･lltのものIl

除く｡
t21 tA帯わの朋丘

-pLBて巧打船 ものみとする.

也) 岨恭杓の形2!

イ ItZFE劫Z)也上軒iM .2以下とする｡ (J&下師Jl除く)

t) tt苑栂の外唱またrl､これい:代るIEの血から缶L5唄Mtでのかtl

① /捕 7純 の忠地唄yliでの弛必出､ 4ノートル以 Jとす る.

2) 血路LkyFまでのyI一巻il､ 2ノートル以上 その他のfx地境作土では 1ノート
LヽLL土r:_.

2号地区

(H td張物の忠地

イ tJ嬢 Tbの忠地のIltLH 州は ､-I-･当i)260日 'J-トル(tJBDJり とする｡

IL7tL,畔脚 tF- Jj tlに地租された伽頼Jb血川カ2aD†JJノートル

El t(也のi:出入LJほrl IIJ2ノートル山 .L rモ172/- トル以上の甥地をFiはす

ること｡

ハ 姐灸抱の忠地のu化

① tLLホ巧の故地Mrlt忠地血枕の5De'o以 上tJ化･Tも亡と｡ (亡のqi企 1加
わ杜叱部外も50l̀oz祐上化Lこやわる｡ )
⑳ 唖&顎の忠地の広袴･,P_舛flti､Jt加T,TtL化するものとし.フE,,タ羽､J)

年glYを禁rtする｡やL,fl汀 , 7 ロ,ク朋､I)取引TをJ電 Tる℃3-■1､必簸

-'A斤から1/-トJLlll徒Jlして設ZlL.iTlh(その快JIした売る介 )女u化す

るものとする.たlLL､適格連盟血II)馬首40 センチノートJL･!1r7)もの■1

■く●
(2ltt玉均oJH丘

-pi暮て中日紘 ∈のみと1る,
tiIIJgL均の形善

イ tE為均{)也_娩 出Pl､ 21Jrと1 も｡ (地 目斬Li栓く)
E' tE熊Tbの外Ffitたrl､これにLt:るIIの血うらか地場yltでの.IIJtl

何 IL巾方IpJカモ連環ガラての艶々H､4I-TAlu とすL.

2 血路･TP_yFlでの粒車tL I5J-rA以上とする｡

5◆lFh色

ll tltlDf.re

イ tlh-1D地 のhLJ如拙づ､一戸当少2dOf方J- ト̂ (Y180汁 )とiろ.

たn=し 昭和 年 月 Blて通知された仮換地血tA7)､2dOYJ)/一ト

ル以 f:が等合にHそのEl]F総 hH 州 点とする,/_L､換Pbrhr茄○仔広した場合tl

そ()血fHをLtt小血統と1る｡

t' tttT2Iのfk也の土Eh人目rEH､rrJ2/-rh上1上 寛'1J2/-rJt,uJV)乍櫓

をEHtlる亡と｡

II■丁.T)fhlつL/-i

吐) Ltも777か耕地ぺ.1､負JBd)ut()5E)EL.11上は化1 る亡 と . (亡()等合､ ′lJlr

のu化i5分も50P.OLL化に含める｡ )

② 凍ホ市DeLBOJi祐屯稚PId､′HHlTu化するもQJとし 7 E'.タ朝 JJ

q｣中一†をitJする｡ /.･L,ヤLTF:J'T､ フE･.タ羽､JJ句羽｢tl‡正するqi告th
d拓現yFz)･ら1ノート ･̂1ユ上牧出して.2EL.1宇d (その抜出しJL瓦介)をu
化するものと1も.たたL Jl汚 せ旬J]1クH≦dOi=/ナノ-トJL･i:irのも

DPl稚く｡
t21 tJ恭tbのIIJ▲空

相bJtt'i=､郎H弁のみをLL止する｡
(lLT=し.刺火叫もOkhl杉尺のJtl■･】tELrl吟く)

til tB木勺LD杉吉

イ LE387b7)地上肺也121Jrとする｡ (地下耶H除く)
E' ytLFl九Plこ^AてLt.るIEのd)カら舟rb吸yflでのFll轟

8) ll巾))["J()flr色1凡作IでのyL!g･). 4ノートル以 卜とする｡

2̂) 必積 ArNまでの朴卓r=.15ノー Iルu Lと1る｡

2 この【A'LLねhの打､~TでlこtE最Oh rHlI■l'Ll■のl上帯物てこのt･3'q=l⊂連合しなVl場

合.1古生tB冬的.'JlこV)-hr'd_の･1･h-LJD琳付を卦 r=_frhL,たfCL､このt負r-4_施行後に

切宅1 る場合ri､1"AR6分Fu JLてこのta江のIy/JLlのル外を適Ffけ るO

(tAものイ畑 抑 i】lr,)

那 9焦 このlf～'J_vl､U,d焦托妃()もrrJLtの.eFZlの公;t.のElから勅T〕亡兄LETる｡
2 このt･～芯a)iJクかUJ-iり招.W.d朱:てrii-めるrhLyの認E･l公'ltの日から'†'Rの披Ila)JjiTJ

iV.㌔のtj空でとする0

5 11効Wl't】tAJ'て氾LJClArKnDm閃itqしては､剃rijlyiT後もたL幼T)を和1る｡
(iA在の勃J)のJF払 )

顎,10(た この帆'J:〟.巾hi()ie･･J'J.Vtr,の EllJ枚Iてムいて､?,7発に荘Jbる協-iELi牧のi

地のl天IJ&｢と1.,っJtdかこrH.ても､その初JIがあるものと1る.

(速奴講のnれ)
祁11灸 7,8勺1こ'jIわもIt典73gのJK付lt速放 しILilの駕合､L7!.14条に定める昔11良托､

U,154:l{r'.Lr)るをti仝D決-qLlこれつき､当i女HbDl7Fイi舌1托申して､エTP鬼丁伸止

を.̂果し.カウR:JRtもっ1伽当のyLfKmjltつけて当A宅oL)をた止する11わの･JZをモ
fTi正をとることを.tI*1るtのとするJ

2 前LLlのi∧7は hった場合;tt'L̂てd.､1dt地の席1i者でt3これEと従わなければな
ら丘Ln｡

(&flJ苛への柁功)

苓12兼 IrJ乗れ IJqの.h水のbっJtぢ合で､1.i上JbDFn l右つがその.h求に扱わ1rh
ときり ･F,t一la.Eて'iEr)る屯ukTlq,I5朱:tこめも套Ll仝D決tLlll{姓つき､その善h

月hl九はLld I地の頼イJT81のLFIIほ も .て･T,5石にこれをJrJIZわせることをJe珂所

I(.h釆するものと1る｡

2 1削EIDnUiT続tV⊂セする巾fHEl､d5LLI也の席イ】去¥のn担とする｡

(委 u 仝)

?,15乗 との追-Ltt運や Iるたわ､ttgS払ri遷宮壬u会 (以1:｢委員会 JとLrL9. )i

.2乃 TるJ

2 番u全治､1地の1rllL;77)虹Jflて上り連出された委Ilr.千もをも.,てtEl戦するn
i 委IJのftWr1､ 2句とする｡たたし､補欠の首Ltの任叫は.前任&のぺJi札叩巧とする｡

Ll をukilllflihることがir.火るJ

-140一

9･ 住 宅■■■

(栓 i4)

机 14粂 妄n全に次の役目を広く｡
督 u 良 1毛

JモhL Lr.

f= 1.1 1も

ど き11ktl､ 番目のiitlこエb連出1る｡毛Ll蛇は香u金tlてRL 協定運者のTF秩
te揺する｡

i JZlをLL良i･上ひ全,Iii､委Hの互LtrtIbi!出する｡

4 Jq要il堤は､香itRをflEEL.委il良kTB故あるとさ.とAを代丘する｡

5 缶州1左目会のEfLtにTZlrる7_捷t屯Ptrも｡
(tB 判 )

JT.15灸 呑Lt'._Lは､その芳i嵩jr刃としてiLHqとR くことができる,

2 仙r:如 ､香Lt全が農を L 委u畦が香城する｡
i WLl:ld､番目会の凍わに応 じて砦RをJSへる｡

(7i 刑 l

FH d先 r;ri菜に規定するFtか委Ll会の抗戦 &軌 uA決の刀銭托r均して止を/_巾IJlは､
別rt定J)る｡

(附 JtJ)

との軌忘_Jir15郎作成 し.2約をIJILaに佼出し, H Bは臥泣Jが伐rv｡す匂｡ .!,RのLE可

カあった後､･hLiにi2tt;Llt2部のうち1芹は 寄目抜がtX汗ナるd

⊥k.Iirq-の鳩掛てrE･]きしtlof=か､仮換地TB定と何時にこのLB恭協程を持出V.たし土 Td

LLHL) 1 1 t=

(l:地の所市名で )

(in l土地のJi示 )

?,2SB

(E) 的 )

P日 東 この院宣打､本島歪区域内lてiける唖ZB軸 のLl仏 祖牧のJt時事につ^て協

定L Ll々7{川和 をaE指 し･増益するとともに魅力ある萌をP成す ることをEI的とする｡

(用LZiD定jE)

那 2粂 萌 1詣弟 2条の定義に 上る,

(臨定の持始 )

R,5 粂 q･13Bq･4粂I⊂宅J)る土地の所有者Tiの全Llの合jErt上bほ把する｡

(盗電4)夏空1,上ひ旋Lt)

R･4 条 との協壬lてオかる陰定区牡･追定LPLJlL上び打切Aq糊i空だLLHtするとさ

け､土JLの所布令等の全LIの合意･TtlらたければJl･らたいotたこの臨定を旋止し19

とするときrl､土也の所前者等のig半枚の合意に上らfrl1九ばそらな い.

(ta,tの区壌)

P.5粂 苅1都祁 7条の区域とするD





図9-7 宅地排水桝標準図

上水カ甘ガス℡ALAl野吾-〟ーuLH l'■℡ナ釘二軍＼腰!Ll,a dl&.I-廿

_鮎L旦旦YrJ

AJ Zl托t-/1-｣⊂ 二二 = 二

jDJtV .I 60'抜け℡

図9-8 出入 口標準 図

ヨ 9.住宅~~~~~~~~~

地面抗2(】Om'未itの叫合 しは的20rrL

地面析200rTTl以上の41含 Lli的30m

折の苑さが25Tr一以上の切合Lは30r71以上



9-3 沿道 利 用宅地

港北地区では,幹線道路沿いの土地利用を適切に因るため,特別な用地として7バート･マンション等

用地を設け,申し出調査に基づく換地を行っているO沿道利用宅地は7パ-ト･マンションなどの共同

住宅やガソI)ソスタンド, ドライブインといった沿道利用施設として利用されるよう計画しており,そ

の担保を図るため,街づくり協定が考えられている｡

7/ミート･マンショソ等用地における街づくり協定(秦)の項目は以下の通りである｡

在) 一戸当たりの敷地面科長小規模

(参 幹線道路からの7ブローチ

@ 敷地内の緑化,生垣の設置,駐車場のカバーグ1)-./

(彰 建築物の用途の規制 (一定規模以上の工場,解体業,倉庫,辛-テル,ホテルの制限)

(9 外壁の後退距離と独立住宅地への日照確保

㊥ 広告塔などの大きさ,色彩,材料の基準

図919 アパー ト･マンシ ョン等用地位置図

9 住 宅 恥



共同住宅地荷づくり協定 (莱) (904)

t i zb き

J⊥JEd､ttOカで,7;今て､t･;7]bJL王ら.fJ社会そつくら)と l也IJL■r母¶Yt L こ
と てきtL■二〇

!tl｡ :‡らに,住人Llh1_ちL='_ てVL!?す｡そ9..9旦F;て土地L14rftrr･yJ2､

もくtでも杯盤つくりで､士らつくilrir也【′Aか tTBT_bl▲='･.とこりうら.本格的rt
さ缶iるのたと‖えミす

そのたJ)托frhi冶竣也EiT)応こ.あるhrllt亀井drLiv.む鴫町JL(上り､RrTあるulJと
もこそうことにもちろんむこと.･さら[=進んで,i,女⊥クOTDttL iD爪Vtfq札 任 L

At̂領gL +tu ,左･LLで打てられる称 壬とftりfFて､■LT?ていくJty)には.札止.Elろ

ルーA･女定のgW 的lこtZi和していくことカ大切rtなってきまT｡

これを､L目してtr･くことd上.Jlの臼的を.lElしてLrLくuかbで11(､ひいてHここlt

'J仏鵜軽をもってVLる人Jh もJSvtコ執JLlこす AV-Bを Qこ)としてV･る人4の外転を左

ALさせることにも掠立つことに'_少空1.

そこで､tLLtのiちつく

tもつくりt洗足二.年｣を.I

TJT.18C
＼tl Yり

肌 1 兼 この換定tL 右脇荘lメ故郷こもりるth穐Tbの軌胤 lH丘､ムLひ■5grL}にtqする

凡々を脇正し､JuLq性七地の招牧をA.,Iiに挽けしけIJLすること七日Et)と1るO

(川aTfの延長 )

al,2 魚 この協jLにもLlる用"rrの定点yi､畑穐鵜碑u'(相即 25句二法{批:ju 01rJ)､

ふ､上ひ娃集&LYT払楕行令(昭和25年政令P.5581;)の例lLエムほれ 次に定めると

ころに1る｡

:ll.AllAL'll

酸蘇in路に面する宅地のうらの僻親近枯lこ乎わなrFiL追捕とhD.

(I(, iり

･T.5 g この脇T:Yl､懲化 二 .-タウンm ′叩 つtt奄LIT=と払 1-る｡

(i典従の綿船)

･Y.Ll エ この協定は,･7.7モ3こ足りる匝城内の t也のrhh古♭.Eひtt8_I勺Dl市†･を臼的

とする培上付または11悠柏とイlする&(u Fqtに｢l他の所hLTi｣という｡ )のiLLl
の合色にID持たする｡

(rEL定のi火Llひ鰍 r)

･TL533 このL島てにカかるtArELt成､蝿革TjltEqTるJB申ヽ 有効朔rnl､も▲ひ協定A&kzl
もゥle叫合の倍匹t文更し19L:する喝合､上地の席41石1Dナuのむ毛l亡1ら1_けh
rLならモレ､o

2 この色盲女性止しエ)とする唱告ti､土地のJ7rイIZ:10月ナ故の合さに上ら'_け九
はならない｡

(浜宅のJL,I)

耶 d 太 れLtモ こ̀上少払盲と始抵しようとする叫告､ i,▲ひ･7552:'こ上かfAq:きま史1

たri､It止し上うとする等合､1也のFflI石でrl.その斥tEJ)これをlJ浜If)L'托J叫

甲一JlL､そ0 ,.1E'Jと受けJlrl九だとらなレ､｡

(換言の里は )

F.7 先 このtBrEの堅城は､次のとLlbとする○

(ft窄T7の制限 )

れ B 朱 前菜(trEやる追,qlk城内の唖も子つの缶也､叫L?.ふ⊥ひRl,き招,0:の缶i,i.こ'&

める林外lて⊥らたけれけ-_ら{=V･｡

-- tEtTヽのホミ
M tL稚T7¢甘地のuJELJtAtL 260f JJノーt.K･(れ80け )とする たたL

合l【けそのd)紙をAl が Aとする｡モJ･.#蝿 血fH ･仔足 したqieにrZ､その血陳

とAtト血fAとする.

I2) 1r}Ll少の免租A)fLl1.aiでJ)/ トJL･lJ上とす る,,

tSl ttホ指のtE也鉢舟への七也4,人ilひ,llのための壬出入zjri､Lidl丘持前か缶也
tAyrくi2ZTもこと.寸た､E川】品hiなSJrTJJ外の批 空のtt熊T3の忠地のjlrのr

d!一人J3rl､li牧丘特用のti地,PTWに.～LmEするこ こ.

(4I iC掩現甲は拝して41･l.叫をi27tする場合.1､.Ziia稚甲とti･li唱との問を吏nII

-ト～以上､緑化1ること.

6) 吐灸為の缶稔の比化

イ ttホ袖のZktb円H､汝也血IAの50Ll.Ll上LL化すること.
(この等分,tJu.lL.hqのカ-ークリ-ノ1も50r-COと日との中に3-のられる

ものとする｡ )

u 旭tfbのか 9のJIPSqtyFPIHIJll｢て純化するものとし フE,,タJq､JJ生叫

1女系止する｡たたし やtltl'け フ打.タ机 万年鞘Tを設Zlする場合tL ,A

格LA伽 ･ら1ノ-(ルJl上丁史出 してi2正し.lrJ血 (その徒点した知サ )を坤化す

るものと1,')｡

二 t8燕物のfl)逮

次lて如ける剛ABのIB屯均は机 tlふ｡a)ホテル､派 軌 モーテル ②作t判のLL血

IIが､5Oや^ノー トルtLLiえるT-叫 ①甥工場､解体丈､倉庫 (たた｣ 50j干),

ノ~ ト̂･以IJの臼5'川附損魚l料1除く｡ )

三 IB恭Ibの形態

'1) れ1神性IB吋付目也城にFPはするuL屯的D無地で､q目 性tff.弓牲jll也掛 こFjtnVt-,

y女も上ほ1恐れのあるtも書的の缶他のLB燕TDは､区血道柊の地盤血上少､Fbか 4

ノー十ル以下とする｡

(2) 外lB､iたYlこれに代るtiの血うらJi賂LAyh での挺屯は､ 5ノ- トル以上とす

る｡

2 この払荘J5ITの訂､すでlこttt･折111は工¢中のLt恭話でこの島定に適合したい唱

合､当鞍tH 竹花tlこの約定の竹ⅥD弟7tをJa耶Lf_い｡ただし.この払定ぬわ杜に

対策する場合rl､当d尿外lてTlLてこの協r'屯のIIJIAの恭生を講Eflする｡

(陰定の茄勅耶句で )

荊 9史 この臨王け､荊d弟:て定のる市長のLe可の公忘のEほ ら効力i先手する｡
2 こ4}賂定の71幼AWL･Er1.･T.d兼に定r)る市良のiE可公告の日ZBら市良の食止の,BLJ1

公告のEjまでとする｡

5 イ1-旬W LM に兆 したAIrJZ;0m■l⊂和 してrl即 日.17徒もなお勿カモ4け る｡

(転宅の効力の稚 )

荊lD束 この島宅rZ､ibkのか T公",.OEu徒に1-Lr･て､訳741.Tt在りる島定乏A&の十

為の刺 一石やとなヮた石lこ印してth その効力カもるものとする｡
(丘反古0倍( )

g･11粂 gt8魚に定J)るLZ&Tbz)羊aut45rした者の鴇告､･7日 4粂●て定J)ろ壬Ll托rL
祝日 粂ほをJ)る香Ll金の庚電化AEっき､うit土JBのim -石Tに対して､1gL鴇工けLL

と･荷PLL かつ文htも-'て仙うわ池 f朋'JtつけてJ,戊TlJ)をRL]するrJbのAZ苛々

niEをとることをJ再来するものとする｡

2 魚功の一綿 がもった14台はかいてri､当ZX土地の所有者r,托これl⊂狂わtけれtlな

らミL,.

⇒9･ 住 宅 n

(Jm 所へのE3涙 )

研124. 萌灸苅1111の川東カbっJt塊合で､当沃土也のJ*1152;1がその▲A求It托わなh

ときH､4!14粂lこ定わる巻LL良托那 15粂-t定J>る壬LI'JD火をlt弟つき､その建R

AIlTtたri当Ei土地の所布石1のdr朋をもってF,57Z:Lここ t̂hウわ･eることとJZfg所
Lこ▲̂釆1るものとする｡

2 歳TJlのn!肪手技Tfl卓する℡弼d､うiit也の横4l･hlの11巾と-1ふ｡

(モ LI 仝 )

9,15条 この協定女運曾1るため.唖ホ協定iZ甘壬Jl壬:(lLIlもu/JJとt̂5)をa
lする｡

2 壬R会氾土地のgrl】石での互JX.tlbJtttほ ^九をIlもt名をt,て鵡■する｡

i 萎L40tE明r12年とする.ただし.補欠の壬Itの任切江前任石の残存初句とする.

4 ･fll比再任されるととができる一

(役 ti)

那lLl粂 杏A虫に次の投Ltをdt(｡

壬 il 艮 1名

瑚 手LI艮 1名

ul l書,

: こ1日<r】.ニu･'･''･ll･p二･･･t･rH o.こL▲krlこIL:-1rL人L tlaf.TハT.AL

tF'梢する｡

5 d左ukLlひ'J-L"tは､をilのLJBに.[りig出Tる｡

d LAは llkl1丘1日くをidlliL､言亡日､ほ邪.牡あるとき､こ^tft珊 Tる｡
5 ft.Illをil'L.A;rDは発にr判子もTjhttn現する.

(～ jl)

･T･15t 左u亡は､そのql叫他r判として､l州 を叩 くことカで凸 匂 ｡
2 Mri:Jd､ 左目三LノjlぢLL.乙tlkカを･riする､

5 Wlr!tJt:i,511公の 水めEErEして良化を止へるE.

aTH 61･ H,目 上に壬める化石､をLl仝()組織､逢せ､.A′七の方正THtTNしてt･壕を,♪tEl

吋､別lこrtl>JJ｡

(M EJrJ)

この一為を Ed さEB乍成 し 2ESをrbkは提出し､1乱1払JTt石力作'vtLrする｡rF鳩 のLeiJ
i)bった汝､rh上くに提出 した2郡のうち1ESt壬Llk7〉tVTTrす る一

I.

Saft] 年 月 日

(土地の六Il占T,)

(所11土為rLJA7F)

'7T.2SI.J

日] 的 )

･711 七 二の払宅klL抗盲LIJi吋 ⊂LrlるtZもTxrhd)tilt tq坤の蛾11Tlこついて的
こしtJl吋tJq現をNL拝､Lll並するととりこ.tLJJあるDItrTJJtlもことtH的とする.





(2) 事業の内容

○計画概要

･用地,約 12,000m2.集合住宅用地

･建物,3F共同住宅 3棟,自転車置場,電気室,集会所 (ポンプ室含む)

･供給処理施設,電気,ガス-プロバソガス.水道,下水 二舘中浄化槽で処理

･住戸,3LDK45戸,lF:約105m2専用庭付,2F:約105〝㌔,3F:約88m?

･駐亭場,最終40%を予定

仮住居に伴う物置,駐車場,植木仮穂地等附帯施設は,隣接部空閑地で配慮するo

o維持管理

･Efl地内共用部分については,従来の戸建て仮住居住宅地の仮設道路等と同様の扱いとする｡

9･ tz 等 -

9-5 立 体 宅 地 (905)

(1)立体宅地方式導入の狙い

○土地の有効利用とコミュニティ環境づくりのために

我国(特に大都市圏)における住宅地朗発は,根強い庭付戸建住宅指向と地価高批の現実の中で,宅

地の狭小化,居住環境の劣悪化をまねく,いわゆる｢ミニ開発｣の途を歩まざるを得なくなっている.

その解決策として｢立体宅地｣方式では宅地そのものを計画的に立体化,集約化することによって,

まとまりのあるコミュニティ環境づくりと土地の有効利用を同時に進めようとするものであるo

oフレキシビリティーの高い住宅供給を可能とするために

従来のタウン/､ウスやマソソ｡ソの集合住宅では,技術的にも制度的にも各住宅の自由な増改築や建

膏は容易でないOそのために｢立体宅地 ｣方式では,従来の張合住宅をスケル トン(躯体)と空間(住

宅 )とに明確に分離することによってその解決を図ろうとするものであり今後の多様化する住要求,

生活の変化に自由に対処できるフレキシビリティーの高い住宅供給を進めようとするものである.

o接地性の高い住宅建設を可能とするために

我国の気候,風土,文化から日本人にとっては庭に代表される接地性の問題が大きなウエイ トをしめ,

庭付一戸建住宅が,今臥 強く求められているのが現実である｡

｢立体宅地｣方式では,その接地性を人工的につくることによって魅力ある居住環境の立体化を行お

うとするものである｡

○区分所有建物における所有 ･管理問題i:解決するために

従来のタウン-ウス.マソソ,ソといった区分所有による集合住宅では現行制度における共有 ･専有

の区分の仕方がかたらずLも利用実態にそぐわないうらみがあるため,維持管理 ･修繕 ･再建などの

問題で トラブルを引起こすことが少なくないo｢立体宅地 ｣方式では集合住宅を立体宅地と住宅とに

明確に分離することによって実際の利用に即した共有 ･専有の明確な区分が行えるようにし,所有 ･

管理上の問穎解決を図ろうとするものである｡



(2)立体宅地の丹念 図9-10 立体宅地の丹念図

0立体宅地基盤一宅地の重層化-

立体宅地とは立体宅地基盤とその基盤に

よってつくり出される立体宅地空間の鑑

体を意味する｡立体宅地基盤とは,住宅

及びその生活空間を支 える.いわゆる

｢宅地 ｣としての基本条件 (大地性 )を

具備する水平の基盤 (構造体のみ )を意

味し自然の土地の上に一層ないし数屑.

人工の丘の如く.土木的スケールをもっ

て,前み重ねられた半永久構造物 (工作

物の一種 )である｡

図9-11 立体宅地のタイプ分け

I ｢ ~ ~｢ I
｣ ∴ F 吾 コ _｢____』-

平 坦 地 傾 斜 地

郊 外 型 ｢垂 rj担 ,,.指. .皿 (.L.耳 で_払う) ._.托

i3年 ?席 ? ･亨 .チ _L■x.七〇tLは LI-DLLLl:I

FEI街地再開発型 ｣■bL.巧 L'q_ロELJL.

o立体宅地空間一立体住環境づくリー

立体宅地空間とii.立体宅地基盤の造成によって.利用可能となった基盤上層部の一定の範囲の居住
空間を意味し,その空間は専用,共用とに明確に区分され.それに対応した社会的に安定した利用権

(例えば区分地上権 )の設定を求めるものである｡専用空間は,住宅を主体とした建築施設空間及び

庭などの屋外空間の用に供せられ.共用空間は,道 ･広場 ･緑地 ･駐車場などの主として屋外利用の

用に供せられる｡

9.住宅l■■■
○部品化住宅一住宅生産のシステム化一

立体宅地に建設される住宅は,従来の宅地におけるものと同様･木造 ･氏C造 ･鉄骨進等種々の工法に

よって建設可能であるが,立体宅地の構造の合理化,住宅生産方式の合理化を回る為に,｢立体宅地 ｣

方式にふさわしいオープンな住宅部品群による,システマティプクな生産方式を開発いわゆる部品化

住宅による建設方式を採用しようとするものである｡

○所有と管王聖

立体宅地方式においては.立体宅地と住宅が,構造上も利用上も,明確に区分されていることから.

外壁や屋根などの躯体部分をも含む,全ての住宅建築が.専有物件として登記可能となる｡そのため

に,従来の区分所有建物ではみられない.より利用実態に合った専有と共有の区分が可能となり.そ

れだけ区分所有建物の維持管理は.合理的に進められる事になる｡また｢立体宅地 ｣方式は,将来に

おいては,共有物である立体宅地基盤,立体宅地空間も,新たな法的襲付けによって,専有化しうる

途を開き,より合理的な維持管理の実現を図ろうとするものである｡

○大地性一立体宅地の具備すべき条件一

冒敦で指摘した｢宅地 ｣としての基本条件を.その特性から｢大地性 ｣として捉え立体宅地の狙いを

十分に達成するために,実践を通してその｢大地性 ｣の具体化の速を探ろうとするものである｡

図9-12 立体宅地の具備すべき条件

天空光､風､雨､日照一 自然を享受できる空間構成

土t植栽､庭 -

構造耐力

筋炎tt

環境の安定性 -

社会的l耐用-

経済ti

相隣関係の安定性

自然に親しt.坐,舌ができ
る空間構成

十分1J:支持力と耐久性

災害時の安定性の確保

良好な住環境の形成維持システム

十分な耐用年限とリサイクルL/ステム
住宅のフレキンt:'リティ-の確保

庶民が肝入できる価格

維持管理におけるスムースな
含意形成



9. 圧 等 ■-

･地域地区

第 2種住居専用地域

容戟率 150%,建蔽率 60%

第 2種高度地区の指定を受ける予定であるo

o配置計画

(l)街路計画

'北側の一戸建宅地の街路を延長して,計画区域内の街路を構成し3つの街区を作る｡

｡北側の 3m歩専を延長し,立体街路に連続させて,公園,斜面緑地に導く｡

'斜面緑地沿いのプリン)は,歩行者路とし,斜面緑地と一体になった接地計画を行うo

t2) 立体宅地配置計画

'街路で分割された3つの街区に路地を囲む型で立体宅地を配置するO

.西側の街区は敷地のレベル差を利用し,メゾネット型の立体宅地とし,他はフラット型の立体宅地

とする｡

(3)施設配位計画

･北東の交差点に面してコーナ ーショップ,斜面緑地に面してLR一会施設を配置し,上部を宅地として

利用する｡

表9-3 モデルプ ロジェク ト計画概要

○計画概要

(3) 港北ニュータウンにおけるモテルプロジェクト

o計画敷地の選定

平坦地型のモデルの敷地として鮭勾配の造成が行なわれている港北N,T.内の非合住宅用地から,痩

設スケノユ-ルに合うものを選び,計画の敷地とした｡

○モデルプロジェク トのテーマ

1 平坦地における立体宅地空間構成の検討

2 区画整理事業における小規模宅地地区への適応性-の検討

○モデルプロジェクトの将来の展開

現行法内で可能な形で実際に建設を行い′､-ド,ソフト両面での検証を実際の空間で行い,将来への

提案を作 り出そうとするものである｡

○計画区域の概要

･港北N.T.第 1地区のタウソセンター東側にある集合住宅用地の東半分を計画区域とする.

･周辺条件

北臥 東側は戸建住宅地を形成し,北東約200mに近隣セソクーが建設される｡南側は,南向斜面

緑地ごLに早測川沿いの市街化調整区域を挑む｡西側は.文化財を含む近隣公園,タウンセソクー

と続き,約600mの距離に地下鉄駅が建設される｡

･計画区域面前

斜面緑地を含んで,約 20血

平坦部分 約 12J･a

図9-13 モデルプロシェク ト位置図 図9-14 モデルプロシェク ト配置概念図 区 分 GLn' FiLm' 合音†m'

斜 面 緑 地 8,270 -

言十 画区 域 ∴共用地 既成道路 880 - -

街 路 I,690 - -

歩 専 240 265 -

公園緑地 0- -

小 吉十 2,810(24% ) 265 3.075

宅也 ～主 車 鳩 loo - -
GL用地 7′4tO 3′570 lZ.460
RL階段 l′250

小 計 9.270(76%) 3′570 l2′460

合 計 12′080(lOO%) 3,835-

区 分 Ll 平均画地

GLフラット型 29戸 220lW

5

R L 宅 地 20 260

立体宅地溝庇による宅地面f*のql加事

9.270rn■

3′570

l.39倍



･立体街路交差部分に,集合駐車場を設け立体横路に接する宅地の駐車場とするO

(4)造成計画

･敷地の現況FHと,北側幹線道路 L,ベルとの間に2m～4mの差があるO

･北側は一戸建住宅地へ連続するスカイラインを構成する為,GL,RL 共に,北側に徐々に下がっ

ていく様,造成計画を行う｡

(5)撮地計画

･斜面緑地は,近隣公園と一体の動線計画を行うo

図9-15 モデルプロジェク ト配置図

L'lG]

図 9-16 モデルプロジェク ト断面図

辞*LL!

用地面捕 9･≦33:

公共用地 ■5…2:

9. 住 宅 淋





10.そ の 他 主 要 事 項

10-1 埋蔵文化財

10-2 生活再建対策





10-2 生活再建対策

港北地区の開発にあたり,工事期間中の生活対策として地元会社設立の準備を対策協で進め, 50年

7月に(秩)北都企業, 53年9月に(秩)港北 二 }-タウソサービスが発足した｡

一万, 62年度既成スケJa-ル変更案の地元説明(暗 50)に際し.用地買収に協力した地元地権

者から事業年度延伸に伴う生活対策が変更案了承の条件とされ その後.この具体策について推進協 4

委員長等と協謎を重ね.また地元においても港北ニ--クウ./互助会が発足(昭 54)するに至り,昭

和 56年 2月 21Elには,民法 34条の規定に基づく公益法人として財団法人港北ニ1-クウソ生活対

策協会 (理事長 .梅田線区長 )が発足した｡当協会の設立目的は.港北ニュータウン地域において旧来

から生活している人々とこの地域に移り住む人々との融合をはかるために.住民が一体となって自主的

に進める地域文化の創造,コミ1ニティづくり,居住環境整備等の諸活動の育成及び助成並びに地域文

化,コミ1ニティ及び居住環掛 こ関する調査研究を行うとともに,この地域の建設事業に参画した住民

に対する生活再建対策都築その他地域振興に関する事業を行い.もって地域住民の生活の安定と向上及

び住み良い街づくりに寄与することである｡

また.その主たる都築内容は

(1)地域住民による祭り等の文化活動,子供会等の団体グルーブ活動, ミニコミ誌発行等の広報活動

その他のコミュニティ活動の育成及び助成C

(2) 地域文化及びコミュニティに関する調査研究

(3) 線化等の快適な居住群境の整備に関する調査研究及び助成｡

(4) 住民利用施設の管理運営

(5) 轄北 ニ ュータウン建設事業に参画した住民に対する土地利札 経営等に関する相談,職業訓乱

職業等に関する助成,研修見学会等の開催その他の生活再建対策事業

(6) 地域新Btlの発行その他の広報事業

(7) その他目的を達成するために必要な事業

である｡

10-1 埋蔵 文化 財

港北地区内の埋蔵文化財は247カ所 (昭和 52年時 )とされているが,以後の調査で増加している｡

発掘調査は横浜市埋蔵文化財調査委負会が行ない,推進ta,公団の了解の上.造成工事スケゾ >-ルと

調整を図り.一次造成工事前に表土はぎを行なった後.調査を実施している｡

- C-7,C-8追跡 一

第一地区クウソーtソクー東部,都市計画道路佐江戸北山田線周辺に存するC-7,C-8追跡から,

弥生時代中期の方形周溝墓群(C17)及び環濠JA落跡(C-8)が完全な形で発見されたが,これらと

ニ1-タウン開発事業の関係,保存対策等を勘案し,周辺部を含め最大限保存すること,造成工事に

よる破壊部分は記蒙保存とすること.国の補助を導入し保存を図ることが決定された｡





TTL

1. 62年度造成=事スケジュール

2.年 表

3. 調査設計関係一覧表





1.62年度造成工事スケジュール

(1)62年スケジュール発表までの経検

50 325

5010中旬

50 ll26

501216

51 1 5

51 113

51 120

地元委員長より現行スケジュール (55年型 )の遂行の可否について質問

役員8名に対し見直し案の事前説明

60年型,62年型見直し薬について内容説明(時間切れ審議未了 )

見直し案について審議続行 (審議途上案に対 し不満とし全員退場 )

中川地区委員長より総裁宛内容証明による通知告送付

上記の通知田に対する回答

対策協の会員約350名が横浜市役所に出向き.市長の出席を求め要求集合

511下旬-2上旬

稔我の出席を求める要論に対し数回話合い

51 218 511 13付の回答の細部説明を本部長出席のもとで実施 (約 300名 )

51 227 先の集合において手わたされた要求告に対する回答

51 3上旬 回答告について明確さを欠く点があるとして本部長の出席を求める要請 (数回 )

51 317 51227日付回答の補足説明

51 323 総裁に重ねて要請西を手わたしたい意向について話し合い

51 3,24 金子委員長外,数名と協議し,総裁との面談について,その趣旨を相互確認

51 327 金子委員長が本部長と面談し前記について確認

51 4 1 金子委員長,副委員長 2名他 1名が総裁と面談

51 419 対策協-の復帰について金子委員長より文iB

5110 港北ニュータウソ事業推進連絡協議会が発足

54 329 62年型造成スケジュール合同協で了解

062年型造成スケジュールの中で中断移転に対する忠義の申し出が宅地会より出さ

れ約 1年間の検討

55 4 5 宅地会 62年型造成スケジュールを了解

(2)62年概成スケジュールの概要

■ 基本方針

早期に概成すること

供用開始を早期に,出来るだけ広範囲に

l■ 前提条件

鶴見川暫定改修 59年 3月予定

家屋移転と土地使用の補肪交渉期間

先行造成地計画

造成の標準的工期

早津日日,大熊川の改修計画と公共下水道の整備状況

■ 工事着手の骨組

供用開始が出来るだけ早期になる工事手順 (ex.幹線道路 )

家星の少ない地域から着手

出来るだけ直接移転を可能にする

工事の安全に重きを慣いた造成手順 (防災ダム)

図補-1 供用開始スケジュール図
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表補-2 地区別人 口定着予測

昭和54年 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 66 68 70 72 80

第 一 地 区 6.000 6.000 6,0∝) 6.000 9,600 110,600 14,500 21,200 27,500 39,000 44,900 52,200 58,400 63.800 69,400 91,900

第 二 地 区 5,400 5,400 5.400 10,400 13,800 23,000 30,900 39.200 48,400 58,100 64,200 75,700 83,9m 90,100 98,2∝) 128,100

公 団 施 行 区 域 計 ll,400 ll,400 ll,400 16,400 23.400 33.600 45,400 60,400 75,900 97,100 109,100 127,900 142,300 153,900 167,6CO 220,000

公 団 施 行 区 域 外 42,800 43.400 45.500 47.500 49.500 51.300 53,200 55,0〔氾 56,800 58,500 60,300 63,900 67,㈹ 71.600 75,3CO 84,200

-155-



(4) 57年供用開始エ リ7

回補12 57年供用開始エ リア位置図
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図補-3 57年供用開始エ リア将来予想図
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2,年表(港北ニュータウン開発の経緯)

基本的条件の根討

,可川改修計画の検Tl
iiiiiiij

(Tn来支社央含住宅の密度)

中′竿 讐
交idlAの推王十

丁

文化財予備的査文化財発iB:明査C >--～ 1

竿 讐 L磁 霊 芯画 (関 東 支遥盲 豪 打一
基本投書十

都盲十道

地元呪明会(市 公Eil)

開発対策協iA会発足

用課契約 バイ ロ ン トプラン作成 基本計画 基本まき計作苑

寒本構想対策協硯明 基本設計地元硯明(公団) 市 基本計画rll ∃きノ中lETteZJ
公団 車乗消 長行脚 =)地元税明

｡東海道新斡牧

｡東京オリ/ヒソク
｡東名(東京一厚木) ｡新都市計画法施行



45 46 47 48 49 50 5l 52 53 54 55 56

ぎ公園個作成並行)整手法

推計 L → 都計道掘調査 Dの2) 町界
⊥ 0(#-.#=) 00---------0 + +

1 計画 基本話芸十 0------.一･･.-一一一〇一 造成言~" ー-Jく⊂ コ =36粂変更t鷲 .,≡-..I.. .●聖 p.- -●AE甘l

下成〇ヒ区域塞 基本計 036条協ミ弗 9,lFll柁可申tt 意:扱耶 (本格工率17f手 0-------一一･･･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･..一早 -ノレ 闇 Ld i.回変更 6慧 二 葦 定36条協言鼓 ○鶴見川瀬漂L8- 相 計醐 2∴ ∴ l 回変更宿 和枝
II :区l&.晶 . 脚 兼L: :者達 ○区域() 都蒜 l : lI ○都言十iii

lLIlli 榔 凱公団 ,串那 十画 ,施行棚 =)地元蜘 llll仮換地供覧 ILL62スケLLliI如甘すllll エール泳認○ ○
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